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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ゴールデンウィークが終わったかと思うと瞬またたく間に梅つ雨ゆ入りし、来る日も来る日も雨だった。反恋愛主義青年同盟部は雨に弱い。校門前での演説はやりにくくなるし、ビラだって雨で濡ぬれてしまうと台無しだ。湿気が多いと心なしか印刷機の調子まで悪くなる気がする。追いかけてくる生徒会から退散するにしても、雨で地面がぬかるんでいると思わぬ事故に繫つながりかねない。

　そんなわけで俺たち反恋愛主義青年同盟部の六名は、梅雨の時期をもっぱら室内での『対リア充イメージトレーニング』に費やしていた。これはリア充の言動をシミュレーションし、そのリア充行為に対して即座に自己批判を要求できるようにする、という実践活動家にとっては欠かすことの出来ないトレーニングだ。

　いつの間にか部室に持ち込まれたディスプレイには、これまたどこからか調達してきたゲーム機が接続されている。画面には二次元の美少女が描かれ、こちらに向かってにこやかに微笑ほほえんでいた。ほのぼのとした雰囲気の学園恋愛シミュレーションゲームだった。

　そんな画面内のゆるふわな空気とはうって変わって、部室の空気はピリピリと張り詰めていた。部員はみな固かた唾ずを吞のんで画面を見つめ、コントローラーを握った領りよう家けは、呪のろい殺さんばかりの目線で二次元の女生徒を睨にらみつけている。じめじめと湿った空気も相まって、異様なまでに負のオーラ漂う空間になっていた。そこに迷い込むリア充があれば、たちまち灰色の学園生活を送る非リア充へと染め上げることができただろう。

　この陰いん鬱うつな空気の中で、ひときわ緊張しているのが俺だった。特訓は今、俺のターンなのだ。

　そんな中、領りよう家けの手がわずかに動く。それに伴って、画面の女に変化が現れた。どこか恥ずかしげに頰ほおを染めると、会話文が表示される。

『ねぇ、高砂たかさごくん。この後、用事あるかな？　……ちょっと、進路のことで相談があるんだけど……』

　画面に文字が出切るやいなや、俺は叫んだ。

「リア充爆発しろ！」

「０・５秒遅い!!」

　俺の叫びを、更に音量で上回る怒ど号ごうでかき消したのは、この反恋愛主義青年同盟部の議長・領家薫かおるだった。

「甘い外面に騙だまされるな！　この売女ばいたどもは隙すきあらば我々を恋愛至上主義に染め上げようとしているのだぞ！　学校では優等生のふりをし、従順な幼おさな馴な染じみとして振ふる舞まっていようとも、街では金持ちの中年を相手に小こ遣づかいを稼かせぐため媚こびへつらっているのだ。お前はそんなビッチの、暇つぶしの遊びに使われようとしていたのだぞ!!」

「ぐっ……！」

　俺は唇を嚙かみ締め、ディスプレイの中で頰を染めながら上目遣いでこちらを見るヒロインを睨にらみつけた。その恥ずかしげな精一杯の笑顔の中には、一見して不純なところなど少しも見当たらないけれど、じっと目を凝こらして見ていると、やがてその笑みの裏に打算と嘲ちよう笑しようが隠されているのが浮かび上がってくる。間違いない、こいつはビッチだ。

「すまない……清純そうな外面をしていたから、油断してしまった」

「高砂、そんな態度で反恋愛主義青年同盟部員が務まると思っているのか！　笑いかけてくる奴やつは全て敵だと思え！　我々の革命を成し遂とげるのは笑顔ではない、粛しゆく々しゆくと闘とう争そうを闘たたかいぬく、刻苦を重ねてきた厳しい面おも持もちだけなのだ!!　さぁ、もう一度行くぞ！」

「応！　幼馴染も妹も、先せん輩ぱいも従い姉と妹こも同級生も、どんと来い！　全員に批判を浴びせかけてやる！」

「高砂同志、その意気だ！」

「がんばれ」「もうあと一息ですよ！」「終わったら紅茶を淹いれてあげるからね」「毛け唐とう人じんのごとき髪色をしたこの朝ちよう敵てきらを、尊そん攘じようの精神で斬きり倒していきましょう!!」

　皆からも激げき励れいされ、俺は身体中に力が漲みなぎってくるのを感じた。

「リア充爆発しろ！」

　もう一度そう叫んで自身に活かつを入れ、ディスプレイを睨んで反恋愛の精神を研ぎ澄ませていく──




　長い雨季に、こうした室内トレーニングに明け暮れた俺らは、梅つ雨ゆ明けの頃には反恋愛の戦士としてさらなる高みへと到達していた。具体的には、教室にいる生徒たちの、ショートメッセージのやりとりなどを介した日常の些さ細さいなリア充行為による表情の緩ゆるみすらをも鋭えい敏びんに捉とらえ、ギリッ、と歯ぎしりを行うようになった。さらには、男同士、女同士で行われる、恋人への「愚ぐ痴ち」を装ったのろけ話も細大漏もらさず収集し、悔しさにぎゅっ、と拳こぶしを握りしめるのだった。




　そんな非リア充の新たなステージへと到達した俺らは、七月のある晴れた昼下がり、下校中の生徒を狙ねらった演説及びビラ撒まきによる運動を展開した。

「リア充爆発しろ!!」

　校門前のいつもの場所で、領りよう家けは威勢よく生徒に怒声を浴びせかけた。頭には無骨なヘルメットをかぶり、顔の下半分は手ぬぐいで隠されている。その間からのぞく双眼は、鋭く下校中の生徒たちを睨にらんでいた。

　その荒々しさに不似合いな、長く伸びたしなやかなまつげが、まばたきにしたがって閃ひらめいた。

　生徒たちは無関心を装って、校門を通りすぎて下校していく。しかし領家はそんなことなど意にも介さず、得意の長ちよう広こう舌ぜつをふるっていく。

「下校中の生徒諸君！　恋人と手を取り合って青春の二度とは来ぬかけがえのない一日、その帰り道を一歩一歩、幸福を嚙かみしめている諸君！　放課後の彼氏・彼女と二人きりで過ごす時間を夢想し、今から顔が完全に緩みきっている諸君!!

　諸君らに通達する！　その幸福は欺ぎ瞞まんにすぎない!!　君たちが何の疑いもなく頭から信じきっている『恋愛』なる概念は、実は我々自身を束縛し、身動きを封じてしまう鎖くさりに他ならないのだ！　その呪じゆ縛ばくから自らを解放するためには、自分自身でその『恋愛』の虚きよ構こうに気づき、自己批判を通じて内側からその殻からを突き破るしかないのだ！

　恋愛を否定せよ！

　諸君らはなおも言うだろう。そんなことはモテない奴やつらの、僻ひがみにすぎない、と。非リア充をこじらせきった我々の、引かれ者の小こ唄うたにすぎないと。

　その侮あなどりこそが、諸君らを恋愛至上主義の泥でい濘ねいへと引きずり込み抜け出せなくする元凶なのだ！　恋愛関係の充足から生じる優越感・ナルシシズムが諸君らの脳を寄生虫のように蝕むしばみ、思考力を奪っていく──そして君たちは、繁はん殖しよくにしか興味のない単細胞生物、いやそれ未満の存在として日々を消費し、群体の一部としての死を死んでいくのだ!!

　自己批判せよ！　自らの脳を知らず知らずのうちに蝕んでいる『常識』に、反旗を翻ひるがえすのだ!!

　諸君らの反省を促うながすため、ここで恋愛至上主義者らの滑こつ稽けいな日常を解体して見せようではないか！　諸君らは日頃、社会に受け入れられるため、さらには異性からよく見られるため、異様なまでに身なりに気をつけ、愛想笑いをし、自分の意見を押し殺して追つい従しようを言い、健全な人間を装おうとする。そのために汗水を垂らして働いて得た賃金を使って過か剰じように着飾り、常に流行を追いかけ、社会との同一化のために同じコンテンツを享受し、日々をすり減らしていく。自らの願望を完全に抑圧し、『仲間』とのすり合わせに勤いそしみ、個性をなくして疲ひ弊へいしきってしまう。そんな涙ぐましい努力の果てに恋人を得た諸君らは、それに報われるだけの幸福を得ることができるのか？　──否いな、断じて違う。君たちはそこでも、自らを押し殺すことを要求されるだろう。しかも、これまでよりもずっと強く！

　全く、大したマゾヒズムではないか！　しかし諸君らは、『恋愛』なる自己陶とう酔すいのシステムに完全に絡めとられて、その異常性に気付くことができないのだ！

　どうしてこのような悲劇が巻き起こるのか──それは何を隠そう、我々人類が、そのような誤あやまりを植え付けられてこの地上に産まれてしまったからに他ならない!!　我々に本性的に備わる、バグなのだ！　そしてそれは、人類を介して地球環境を改変し、地表の生物を死滅させて環境を真っさらにしようとする、地球外生命体の大いなる謀ぼう略りやくなのだ！

　それに抗うためには、恋愛を否定するしかない──繁はん殖しよく衝しよう動どうを克服せよ！　我々人類は自らその首をしかと絞しめ付け、以もつてこの母なる大地を侵略から守るのだ！

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けはそう叫んで、演説に一区切りをつけた。

　長い鍛たん錬れんの期間を耐え忍んだあとの、最初の演説だ。領家はいつも以上に気合を入れ、弁舌も絶好調だった。

　──が、生徒たちは見向きもせずに、足早に校門を通りすぎていってしまう。いつもならば足を止めて聞き入ってくれる生徒が少しくらいはいるものなのだが、今日は皆かい無むだった。領家以外の五人でビラを配っているのだが、それも不調だ。

　下校する生徒たちは、あるものは片手に世界史用語集を開きながら、また単語カードをペラペラとめくって、そしてこの世の終わりとでもいうような青ざめた表情でとぼとぼと、それぞれ帰っていく。

　そう、梅つ雨ゆ明け、七月頭のこの時期は、一学期の期末テストが目前に迫っているのだ。

「うるさい！　単語が頭から抜けていくだろ！」「リア充より先に期末テストを粉ふん砕さいしろ！」

　生徒たちからはこのような罵ば声せいすら飛んでくる始末だった。

　それに、当の批判対象たるリア充についても、今は恋人同士仲良く下校する姿はあまり見受けられない。いかに恋愛に脳を犯されきっているといえども、期末テストの対策はしっかりやるらしい。そもそも進学校であるうちの学校は、根は真面目な奴やつが多いのだ。

　……そんなわけで、梅雨明け一発目の運動だったのだが、あまり手て応ごたえを感じられないまま、すごすごと引きあげることになった。
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「勉強と反恋愛と、どちらが大事だというのだ！」

　反恋愛主義青年同盟部の地下部室へ到着するや、領りよう家けがそう言って不満を爆発させた。

　学園に放置されていた秘密の地下通路、その中ほどにある部屋が、反恋愛主義青年同盟部の地下アジトだ。大昔の運動家が使ったものらしいのだが、今は俺らが占領して日々の疲れを癒いやしたり駄だ弁べったり……ときどき会議を開いたりして、使用している。

「そもそも試験を目前にして慌あわてて勉強に励はげむ、という姿勢がおかしいのだ！　宿題を他人に頼らずにきっちりとこなし、授業を寝ずにしっかりと受けノートを取り、休み時間の暇な時に復習をしておけば、試験前の準備など不要だ!!」

　領家はそんな正論を吐はきながら、どっかりといつもの椅子に腰をかけた。

「そうだな……非リア充の俺らは友達に宿題を見せてもらえないから自分でやる他ないし、ノートも自分で書かざるを得ないし、休み時間は話す相手がいなから手持ち無ぶ沙さ汰たで勉強しちゃうんだよな……」

　俺がそう言って応じると、領家はしばらくの間、唇を嚙かみしめてじっと机を睨にらんでから、ドンッ、と机に拳こぶしを叩たたきつけて、叫んだ。

「リア充爆発しろ!!」

　その絶叫は、いつもよりも二割増しで悲壮に響ひびいた。

「それになんだあの、外の暑さは！　リア充がところ構わずイチャイチャべったりとしているから、あんな風に暑くなるのだ！」

　領家はそう言って鬱うつ陶とうしそうに目をつぶると、ブラウスの胸元を少し開けて団扇うちわで風を送り込んだ。鎖さ骨こつのあたりに汗の粒が光っているのが見え──俺は目をそらした。

「すけべ」

　俺の隣となりに座っていた西にし堀ぼりが、からかうように小声でそう言った。そちらを見ると、彼女は緩ゆるみきった顔で領家と、その真似をしだした神しん明めいさんを、幸せそうに眺めている。なんなら涎よだれでも垂れてきそうな緩み具合だった。俺は自制心を発はつ揮きして二人の方は見ないようにしつつ、無言の抵抗として西堀の視線を手で隠した。即座にパチン、と弾はじかれてしまう。

「確かに今日は暑かったですね。ヘルメットと手ぬぐいで余計に熱がこもってしまいますから、これから大変でしょうね……」

　瀬せヶが崎さきはそう言いながらも、その顔は涼しげだ。部室の様子にも動じることなく、ノートパソコンでニュースサイトを閲えつ覧らんしている……猛暑の日は、ニュースの画像で噴ふん水すいを浴びる半裸の幼女とか出たりするから、それをチェックしているのかもしれない。

「心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し、です！　心から雑念を取り払い、報国の志こころざしだけに純化させていけば、暑気などに我々の進軍を阻はばまれることはあり得ません!!」

　堅苦しい口調でそう言った、この春からの新入部員・天あま沼ぬま皐さつきは、しかし今や制服を脱ぎ捨てて体操着の半はん袖そで短パン姿だった。健康的な肌つやをした腕や太ももに、玉の汗が浮かんでいる。

「私も一枚脱ごう、っと」

　神しん明めいさんはそう言って、ブラウスの上に着ていたベストを脱いだ。……透けている。俺はまたもや顔を背けると共に、西にし堀ぼりの粘着質な視線を妨ぼう害がいしにかかる。しかしいつもの西堀のゆったりした態度からは想像もつかない敏びん捷しような身のこなしで、彼女は俺の妨害を躱かわしていった。




　運動の後片付けを終え、俺たちは冷暖房が完備された地上の部室、風紀委員会室へと移動した。

　前年度末の闘とう争そうの結果、反恋愛主義青年同盟部は部室棟の三階に表のアジトを獲かく得とくした。もちろん生徒会に目をつけられている我々が、素直にそんな申請をするわけにはいかないから、『風紀委員会』を偽装することでうまいことやったのだ。

「それでは今後の活動についてだが……今のままではおよそ効果が見られない。夏休みを目前にしたこの時期に斯か様ような停滞に陥おちいるのは、反恋愛運動にとって大きな痛手だ。どうしたものだろうか」

　領りよう家けはそう問いかけると、ホワイトボードに『夏季に見られる恋愛至上主義の一層の瀰び漫まん、及びその対策』と書いた。

「やはりテスト前のこの期間は、みんな余裕がない」俺は領家に応こたえて言った。「ここで広報活動を頑張っても、あまり成果は得られないだろうな」

　その言葉に、すかさず天沼が口を挟んでくる。

「高砂たかさご先せん輩ぱいは甘いです！　そんな消極的な態度では、命を懸かけてこの国の礎いしずえを築いた方々に顔向け出来ません!!

　そもそも、前提が誤あやまっているのです──現在用いられている教育課程というのは、この国の古来の伝統に背く、敵国文化の切り貼りではありませんか！　それに基づいた授業、そして考査などというものは、そもそも無効なのです！　七しち生しよう報ほう国こくの志こころざしでこの国の再建を目指す反恋愛主義青年同盟部は、今こそこの誤った教育制度に否いなを突きつけるべきであり、同志と共に試験の無期限ストライキを敢かん行こうすべきなのであります!!」

　天沼のその威勢のいい意見に、領家が顔を輝かがやかせる。

「それだ！　今日の運動中のヤジにも見られたように、生徒も試験を望んでいるわけではない──むしろ忌いみ嫌っている者の方が多いだろう！　そこで我々が主導して試験の無期限ストライキを敢行、一般生徒の支援を受けた運動はたちまち全学的な動きになり、そしてこの学園を恋愛至上主義に染め上げんと企む生徒会を、必然の結果として打倒することになるだろう！」

　領家は天沼の提案に乗り気でそう言うと、ホワイトボードに『試験の無期限ストライキ』と荒々しい筆致で書いた。

「早速段取りを決めようじゃないか！　大衆の願望と結びついたこの闘とう争そう……我々がこの学園においてヘゲモニーを握る日も近いぞ!!」

「先生！　必ずやこの西洋式の教育を改め、大おお御み心こころがこの神州に遍あまねく行き渡るよう新しい教育を打ちたてましょう!!」

　領りよう家けと天あま沼ぬまがそう言って手を取り合うのを、他の面々は不安げに見守っている。

「ちょっと待て、試験が無くなってどんな弊へい害がいがあらわれるか、考えてみないと……」

　暴走する二人を止めようと口を挟むと、二人分の目線がキッ、と俺に突き刺さった。

「日和ひより見み主義の先せん輩ぱいは黙っていてください！」「そうだぞ、革命を成し遂とげるためには、どこかの段階で跳ちよう躍やくすることが不可欠なのだ。我々は今、ここで翔とんでみせようではないか!!」

「まぁ少し考えてみろ、試験が無くなったら生徒たちはどうなる」

「もちろん喜ぶに決まっているだろう！　そもそも試験などというのは体制側の不正な締めつけなのだ。無駄な勉強に費やす時間を、有効に活用できる──その利点により、この運動は大衆的支持を得るのだ」

　領家がよどみなく答え、天沼もうんうんと頷うなずいた。俺は更に論を進める。

「そうだな……じゃあ、その生徒たちの中に当然含まれる、俺らの敵・リア充共はどうなる」

「それは……」

　後に続く言葉はなかった。俺が代わりに、起こりうる事態を予想する。

「当然、リア充らは手を叩たたいて喜ぶだろう。恋愛にふけってサボっていた代だい償しようとして来る、試験勉強という重荷から、解放されるんだからな。そして、空あいた時間をさらに恋人と……」

「リア充爆発しろ！」

　俺の言葉は、途中でその領家の怒ど号ごうに遮さえぎられてしまった。彼女は歯を食いしばり、想像の中のリア充を睨にらみつけている。

「なるほど……利敵行為となってしまうか」

「そうだ。むしろ試験というのは、俺ら非リア充が活躍することのできる、数少ない場のひとつだからな」

「確かに私も、成績だけは無駄に良いからな……」

　まわりを見回すと、皆めいめいに頷いている。どうやら成績優秀者ばかりの様子だ。そのことは本来、誇らしいことのはずなんだが……なぜだか無性に悲しくなった。

「それならいっそ、反恋愛主義青年同盟部で一丸となって期末試験に取り組み、優秀な成績を収めて見せるのはどうだ」領家が苛いら立だちながら言う。「恋愛などにうつつを抜かしているから成績が悪くなる。すべてのリア充行為から身を遠ざけてストイックに生きる我々が、期末試験で華々しい成果を収めれば、恋愛を捨てて生きることへのポジティブなイメージを浸透させることになる。結果、リア充たちを改かい悛しゆんさせることができるんじゃないか？」

　確かに領りよう家けのその案には一理ある。通信教材の宣伝にはよく、それを用いることによって学業における苦境を脱し、加えて部活などもすべてがうまくいく、といったふざけた筋のマンガが載のっている。対比として、それを使わなかった側が凋ちよう落らくして、志望校に落ちてしまう、という残酷なエピソードが描かれる場合もある。その『通信教材』のところを『反恋愛』に置き換えるのだ。

　だが……

「それは理屈としては非常に正しいんだが……俺ら非リア充が良い成績を叩たたきだして、クラスメイトに褒ほめられたためしがあるか？」

　その俺の言葉を聞くと、領家はたちまちのうちに顔色を暗くし、俯うつむいてぼそりと言った。

「……ない。むしろ、陰口で『ガリ勉』と揶や揄ゆされた」

　震ふるえた声で紡つむがれるその告白に、思わず目頭が熱くなる。

『ガリ勉』。その言葉に俺ら好成績非リア充がどれだけ苦しめられてきたことか。成績が良い、というのは学校というものの存在意義を考えた時に、他に並ぶもののないステータスのはずだ。しかし成績の悪いリア充たちは我々に『ガリ勉』なるレッテルを貼ることによって、その優位を一いつ瞬しゆんのうちに崩してしまう。『勤勉な学生』はそこでは『勉強ばかりしているいけ好かない奴やつ』へと変へん貌ぼうし、嘲ちよう笑しようの対象とされる──リア充の最悪の自己正当化である。

「元気だして」「好成績は誇るべきことですよ」「薫かおるちゃん、誰が貶けなそうとも、私だけは褒めるからね！」「先生っ、そいつらを今から叩きのめしに行きましょうっ！」

　皆がそうやって口々に慰なぐさめると、領家はやっと顔を上げ、力ない微笑ほほえみを見せた。

「しかし、恋愛の推進によって生徒たちの成績が下がってしまうのは、生徒会としてもマズい事態だろう。どうやって折り合いをつけているんだ？」

　領家がそんな疑問を投げかけると、瀬せヶが崎さきはホワイトボードの裏にマグネットで貼りつけてあったチラシを抜き取り、机の上に置いた。

「これです」瀬ヶ崎が言う。その紙には『部活動対抗成績リレー』と書かれていた。「各部活の構成員の成績をもとに順位を決定、上位の部活には報ほう酬しゆうが与えられたり、予算配分で優遇されたりします。それを狙ねらって、みな競って試験の点数を上げようと努力するんですが……」

　瀬ヶ崎はそう言って、苦笑とともに力ない溜ため息いきをついた。大所帯のテニス部に所属している瀬ヶ崎のことだ、なにかと気苦労も多いのだろう。こんなえげつないシステムのことだから、人間関係の醜みにくい部分が露ろ骨こつに現れるに違いなかった。

「ちなみに一位の部活への報酬は、伝統的にこの学校の合宿に使われている旅館の使用権です。……この合宿で成立するカップルも多いみたいですよ」

　抜かりのない制度だ。競争を行わせることによって生徒たちを強制的に勉強へと向かわせ、そしてその暁あかつきに褒ほう美びとして恋愛の起こりやすい場所を提供する。

　しかしなぜここまで豪華な景品が用意できるのか。天あま沼ぬまに目配せをすると、俺にだけ分かるくらいに小さく頷うなずいた。どうやらそのチラシに書かれている旅館は、大たい性せい欲よく賛さん会かいに関係の深いところのようだ。生徒会のコネクションを利用して確保したのだろう。

「なんという悪あく辣らつな仕組みだ！」領りよう家けは憤ふん慨がいして立ち上がった。「本来自己の鍛たん錬れんを目的とし他人との比較など無意味な勉学の場に、いたずらに生徒の競争心を煽あおる『成績くらべ』を、強力な報ほう酬しゆうと共に組み上げ、さらにその恋愛に耽たん溺できさせる要素を仕込む……まさに悪魔の発想だ！　我々反恋愛主義青年同盟部は、この生徒会の横暴に激しく抗議する!!」

　領家は熱烈な口調でそう捲まくしたてると、机き上じように置かれていたチラシを掠かすめるようにして摑つかみとり、血走った目を紙面に注ぐ。しばらく書かれている内容を熟読した後、目を閉じ、こくりと頷いてこう宣言した。

「我々もこの『成績リレー』に、参加するぞ！」




　　　　◯




　領家の考えはこうだった。反恋愛主義青年同盟部でこの生徒会主催の『成績リレー』にて一位を獲かく得とく、賞品の『宿泊施設での合宿』が他の部活に渡るのを阻そ止しする。

　もちろん、反恋愛主義青年同盟部としての登録は、生徒会主催の企画という性質上受理されないだろう。それによって部のメンバーがバレてしまうのも致命的だ。

　幸い、部活動以外でも、ある程度以上の人数をもった団体は参加できるらしく、何より生徒会自身が毎回参加してかなりの好成績を収めていた。

　もちろん主催者がそんなことをすれば生徒から不満は噴ふん出しゆつするだろうが、それすらも狙ねらいなのだろう。すなわち、自分たち生徒会を意図的に『悪役』として設定し、こうして適度に横暴な振ふる舞まいをし、たまに負けてやることによって、学園の生徒たちをひとつの捏ねつ造ぞうされた物語の中に絡めとって、ガス抜きをしているのだ。このことによって、リア充たちは生徒会の真の企みに気付けないでいる──まさに大性欲賛会の傀かい儡らいである生徒会が考えそうなことだった。

　そんなわけで俺らは仮の姿、風紀委員会執行部としてそのレースに参加登録を行おこなった。基本的なルールは単純で、成績の平均点を競うような形だ。もちろん、単純な平均では学年、文・理の別によって差が生じてしまうので、そこには生徒会の独断による補正が加わる。




　翌日の放課後、反恋愛主義青年同盟部の面々はなぜか俺の家に集まっていた。

　どういうわけか、勉強会を開催する運びになってしまったのだ。

「……なんで俺の家なんだよ、別に部室でもいいだろ」

「何度も言わせるな、高砂たかさご。学校という普段過ごしている空間の中では、集中を保つことが難しい。そこで人々は、喫きつ茶さ店てんやファミレスに赴おもむいて仕事を行うのだ。しかし、複数人で会話を交わしながらの勉強会は、そういった公共の場所では迷惑になる。そこで、お前の家で開催することに決定したのだ」

「最後以外はいいんだがな……別に他の部員の家でもいいだろう」

「……お前の家が、皆にとって一番アクセス面で便利だからだ。何故そんなにそこにこだわるのだ！　さては見られて困るものでも所持しているんだろう!!」

　カリカリとペンを動かしながら、俺と領りよう家けはそんな口論をしていた。テーブルと折りたたみ式の座卓に分かれて座りながら、部員六名はそれぞれの試験範はん囲いを勉強している。

「そんなもん……あるわけないだろ」

「なんだ、今の不自然な間は」

　もちろんあるに決まっている。この居間に部員をずっと引きつけておき、自室に近づけてはならない。

「そんなことより、勉強に集中しろよ」俺は話を逸そらしにかかる。「こうやって、勉強するために集まったのに結局駄だ弁べって捗はかどりませんでした、なんていうのは、典型的なリア充の愚行パターンじゃないか」

　俺がそう言うと、領家はなおも疑いの眼差しでこちらを一いち瞥べつしてから、机の上に目線を落とし教科書を開いた。

　しばらく沈黙が続いた。その間、部屋の中にはページを捲めくる音と、ペンが紙の上を走る音だけが響ひびいていた。それが適度な環境音となって、確かに心は落ち着いてくるのだが……やはり俺は、こう言わざるを得なかった。

「……やっぱり、集まる必要なかったんじゃないか？」

　現状で特に勉強に問題を抱えていない六人が集まっても、相互作用は何も生まれなかった。

「もっとこう、あるだろ、普通。世界史は得意だけど数学は苦手な奴やつと、社会はボロボロで理系科目にステータス全振りしている奴が教え合うとか……そういうののために、勉強会って開くものなんじゃないか」

「……確かに、そうかもしれんな。よし高砂たかさご、何か分からない問題があれば訊きけ、教えてやる」

　いつも授業を受けるときだけ掛けている眼鏡をくいっ、と押し上げながら、領家はそう言ってこちらを見る。神しん明めいさんもこちらを見ており、教える気満々だ。

「そうは言ってもな……教科書と参考書を見れば、大たい抵てい分かるし」

「うむ」領家は頷うなずく。「我々、非リア充というのはそもそも他人にものを尋たずねるということを億おつ劫くうがる。その結果として、自分だけでなんとかする能力が異様に発達してしまうんだよな。それはもちろん学力の向上には直結しているんだが──それがゆえにさらに他人との関わりを不要とし、孤立していく。こういう非リア力学に従って、我々は底へ底へと無限に落ち込んでいくのだ」

　領家のその冷れい徹てつな解析は、しかし妙に説得力があった。聞いていた他の部員も、悲痛な面おも持もちでうんうんと頷いている。

　だが、その中で一番ダメージを受けているのは、言った当の本人、領りよう家け薫かおるだった。

「……どうしてこうなってしまうんだろうな」

　ぼそりとそう言って、彼女はノートを下に敷しいて突つっ伏ぷしてしまった。自分が凹へこむくらいなら言わなければいいのに……。




　そうやって意味があるんだかないんだか分からんが中々捗はかどる勉強会を進行していると──嵐は唐突に訪れた。

「わぁ、お兄ちゃんの友達が、たくさん」

　女児だった。お友達と砂場であそんだのか、手足のあちこちに泥どろがついていた。……なんか前より精神年齢が後退している気がする。

　俺はリビングへ入ろうとする女児をとどめて、風呂場へと連行した。何故か瀬せヶが崎さきが後ろからついてきたが、風呂場の扉をきっちりと閉めてシャットアウトする。それから服を軽く脱がせて泥を雑ぞう巾きんで拭ぬぐい、シャワーを浴びせる。

　新しい服を着せてリビングに戻ると、瀬ヶ崎が悲しげな顔で佇たたずんでいた。俺はそれを無視して、女児を座卓のほうへと向かわせる。

　人数が多すぎるので急きゆう遽きよ押入れから引っ張り出してきたその座卓は、天あま沼ぬまと西にし堀ぼりが使っていた。

「優ゆうちゃん、久しぶり！」

　女児はとことこと駆けて西堀の肩を揺するが、完全にスルーされる。

「先せん輩ぱい、なんですかこの小さいのは」

　天沼はいつの間にか女児の後ろに回りこむと、両側の頰ほおをつまんでぷにぷにと伸ばしている。子供を前にしてか、若じやつ干かん素すに戻りかけた口調だった。

「それはな……俺の妹だ」

「へー先輩、妹さんが」

　そう言いながらも天沼は、女児のほっぺたをグニグニと触っている。

　天沼は元々、俺らの敵である大たい性せい欲よく賛さん会かいのメンバーで、反恋愛主義青年同盟部にスパイとして入り込んできていた。そこを俺が説得してこちらの陣営に引き入れ、今は二重スパイとして活かつ躍やくしている。

　その大性欲賛会の頭領は謎に包まれ、会員ですらその情報を知る者はごく一部、しかも謁えつ見けんしたことのある者は皆無だという。当然、天沼もその正体を知るわけないのだが──

　何を隠そう、俺の『妹』、この女児こそが、大性欲賛会の創設者にして独裁者、そして世界を恋愛によって支配しようと企む黒幕なのだ。

　そんなこととはつゆ知らず、天沼は女児の顔を引っ張って遊んでいた。

「や！」

　女児はそう言って天あま沼ぬまの手を払いのけると、彼女から遠ざかって睨にらみつけた。天沼はちょっと不服そうな顔をしながらも、座卓について勉強の続きにとりかかる。

「ほら、こっちおいで」

　ダイニングテーブルの方から、神しん明めいさんが優しく声をかける。が、女児は天沼に対するよりも余よ程ほど敵意をむき出しにして、どこからか取り出したゴムボールを彼女にむかって投げつけた。ぽよん、と胸に弾はじかれて床ゆかに落ちた。

「きらい!!」

　女児はやはり神明さんを敵視しているらしかった。テーブルの方には目もくれず、座卓の西にし堀ぼりと天沼の近くで、ふてくされたような顔で座っている。神明さんは、そんな女児のあからさまな拒絶を受けて、ずーん、と沈み込んだような暗い顔になっていた。

　どうやら遊びたいらしい女児は、黙々と勉強をしている西堀や天沼の袖そでを引っ張ったりしている。

「ほら、勉強してんだから邪じや魔ますんな、あっち行ってろ」

　俺がそう言うと、女児は「いーっ」と歯をむき出しにして反抗の意思をあらわにした。

「それじゃあぼくが代わりに相手をしようかな」待ち構えていたかのように、瀬せヶが崎さきがそう言った。「勉強も一区切りついたし、丁ちよう度ど気分転換をしたいと思っていたところなんだ」

「わーい、瀬ヶ崎くん」

　女児は無邪気に瀬ヶ崎にまとわりつく。

　二人は、女児が最近夢中になっている「あやとり」で和わ気き藹あい々あいと遊んだ。恋愛関係にあるような年齢の男女があやとりで遊ぶということはまず無いが、二人あやとりはその性質上、指の触れ合ってしまう可能性が高く、実はリア充向けの遊びなのかもしれない。瀬ヶ崎はいつもの飄ひよう々ひようとした態度を装いながらも、その実、女児と指が絡むたびに緊張で身体を強こわばらせていた。




　そんなぐだぐだな勉強会だったが、一人、また一人と部員が帰っていき、残りは俺と領りよう家けだけになってしまった。女児は疲れて眠くなったのか、ソファにぐったりと身体を横たえ、目を半開きにしてまどろんでいた。

「……お前の家にあがるのは、初めてだな」

　領家はノートに目線を落としたままで、抑よく揚ようなくそう言った。

「そうだったかな……そんな気もするな」

「わ、我々はリア充ではないからな、互いの家を気軽に訪れたりはしないわけだ」

「そうだな、リア充に抗い、恋愛なる幻想をこの世界から放ほう逐ちくするのが俺らの役目だからな」

「その通りだ」

　領家はそう言って頷うなずきながらも、なぜかソワソワしていた。

「なんだ、トイレか？　それならそこ行って右……」

「トイレではない！　デリカシーの無いやつだな、そんなだから非リア充なんだぞ！」

「非リア充上等だ、むしろリア充たちの、『他人に気を遣つかえる自分』というナルシシズムを徹底的に批判・解体していくのが俺らなんだからな」

「なんかお前……生き辛づらそうだな」

「……領りよう家けにそれを言われるとは思わなかった」

　そう言い合って二人してひと通り凹へこんだあと、領家が切り出した。

「我々がいかに非リア充であろうが、革命を成功させるには同志との強い連帯が必要だ」

「そうだな、運命共同体ゲマインシヤフトとしての強い紐ちゆう帯たいが、烏う合ごうの衆しゆうであるリア充側を蹴け散ちらすための鍵だ」

「しかし我々は今まで、学校内のみでの表層的な付き合いによってしか、互いを理解して来なかったのではないか？　……そこで、今回お前の家での勉強会を開催することによって、部員同士のさらなる結びつきを図ったわけだ」

「……そんな深大な思し慮りよに基づくイベントだったのか」

「も、もちろんそうに決まっているだろう、私が単なる思いつきで企画したと思っていたのか！　……まぁ、いい。で、こうやって高砂たかさごの家にはじめて来たのはいいのだが、しかしまだ、お前の部屋に入っていない。一日のなかで、おそらく最も長く時間を過ごすであろうその部屋を見ることなしに、真の理解など得られるだろうか？」

「俺の家は狭いからな、自分の部屋はないんだ。寝る時はこのリビングに布団を敷しいて寝ている」

　俺がそう言って誤ご魔ま化かしにかかると、領家は即座に反論した。

「噓うそをつけ！　さっきお前の妹が、『お兄ちゃんの部屋に～』と言っているのを聞いたぞ！」

　領家はそう言うと立ち上がり、つかつかと階段へ向けて歩いて行く。

「もういい、自分で探す」

「おいやめろ、勝手に他人の家をうろつくな、そんなだから非リア充なんだぞ」

「真似をするんじゃない！　自室にも案内できないほど他人との距離を大きく取り過ぎて、結果非リア充になってしまっているお前に言われたくない！」

　そう言って領家は強引に俺の制止を振り切ると、ドカドカと階段を上り、俺の部屋の戸に手をかけ、開いた。

「……なんだ、綺き麗れいにしているじゃないか」

　少しがっかりしたような声こわ音ねで、領家はそう言った。一応、不測の事態に備えて前もって片付けておいてよかった。

「ほら、別に面白い物なんかないだろ、だから案内したくなかったんだ」

　俺はそう言って、領家に続いて部屋の中に入った。

「こんな感じの部屋だ。一般的な高校生男子の部屋と、変わりないだろ？」

「私は他の男子の部屋なんて入ったことないから、分からん」

　領りよう家けはそう言って、ぽすん、とベッドに腰掛けた。どうやらまだ居座るつもりらしい。

「……」

「…………」

　お互いに無言の、気まずい時間が流れる。と、しばらくの沈黙のあとで、領家が口を開いた。

「普段は、部屋にいる時、どうやって過ごしているんだ」

「どうやって……って言われてもな、普通に、パソコンでネットみて、ベッドに寝転がってマンガ読んだり、小説読んだり、スマホいじったり……まぁ、そんな感じだよ」

「そうか……まぁみんな、似たようなものだな」

　領家はそう言って、小さく笑った。それから彼女はキョロキョロと周りを見回したあと、枕まくら元もとに置いてある本へと目を向けた。

「あ、このマンガは私も読んでいるぞ。最新刊がもう出ていたんだな」

　その本へと向けて、手が伸びる。……ヤバい。俺は慌あわてて彼女を止めにかかる。

「待て、領家。そのマンガに触れるな！」

「なぜだ、そんな見られてまずいものではないだろう？」

　そう言って彼女は手を掛けた。俺はそれを強引に止めようと、手をのばす。

　が、間に合わなかった。領家がその本を開くと、中からバラバラと何枚かの紙片が舞まい落ちた。領家はそれに目を落とす。

「これは……私の写真……？」

　彼女は飛びつくようにそれを拾い上げ、ベッドに仰あお向むけに寝転がって見始めた。俺はそれを奪い取ろうとするが、領家は敏びん捷しようにこちらの手を避よける。

　何度かそれを繰り返しているうちに……なんだかベッドに寝ている領家に、俺が覆おおいかぶさるような形になってしまっていた。

　領家の顔が、俺の影に覆われる。そんな暗い中でも、頰ほおがさぁっ、と赤くなっていくのがはっきりと分かった。

　思わず数秒見つめ合ってしまったあと、領家は顔を横に向け、目を閉じた。

「こ、この写真は……なんなんだ」

「……部員の、か、活動の記録だな」

　俺は働かない頭を無理矢理に働かせて、そんな風に誤ご魔ま化かした。領家の甘い匂いが立ち上ってきて、思考能力が完全に削そがれていた。

「それにしては、普通に制服姿だったり、その……体操着姿だったりするものが、あったが」

「…………」

　本当は女子生徒の写真を撮影して売りさばいている写真部から買い上げたのだが、そんなことを正直に言えるわけもない。

「……部員の、学校での普段の振ふる舞まいから、反恋愛運動中の姿を看かん過かされないかどうかを調査する必要があるからな」

　俺がそんな屁へ理り屈くつをこねると、領りよう家けはか細い声で応こたえた。

「そ、そうか、熱心だな……」

　彼女は目をゆっくりと開くと、横に向けていた頭をわずかに正面へと傾かたむけ、ちらりと俺の顔を見た。その瞳ひとみは潤うるんで、上から差し込む蛍けい光こう灯とうの光を反射して輝かがやいていた。それがはっきりと分かるくらいに、彼ひ我がの顔は近づいていた。

「たかさご……」

　いつもの高圧的な口調とは打って変わって、ゆっくりとした柔らかい声こわ音ねで、彼女は俺の名を呼んだ。心臓が脈打つのが、はっきりと分かる。

　領家が身み動じろぎをする、それに連れて彼女のなめらかな髪がするり、と流れ落ちるようにその頰ほおを滑っていった。

「えっと、あ……りょ、領家」

　何も考えられず、俺がしどろもどろになりながらそう応じると、領家はくすりと笑った。そして顔を上に向ける──覆いかぶさって見下ろす俺と、ばっちりと目が合った。

　と、その瞬しゆん間かん、

「お兄ちゃん、ここにいるのー？」
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　ガチャリ、と扉が開き、女児の声が飛び入ってくる。瞬しゆん時じに俺と領りよう家けは動き、彼女が部屋に入ってくる頃には二人で並んでベッドに腰掛けていた。

「……どうしてふたりして、そんな風に座ってるの」

　女児のその疑問に、俺は苦し紛れに答えた。

「領家が他人のベッドのスプリングの感覚を知りたいというからな、こうして重しとなって手伝ってやっているんだ」

「ふーん……じゃあなんで、そんなに汗びっしょりになってるの？」

「ベッドの上で飛び跳ねたときの応答を知りたくてな、ちょっとジャンプしていたわけだ」

「へんなの」

　女児はそう言って笑うと、またテケテケと駆けて出て行ってしまった。

　その後、俺と領家は顔を合わせられず、無言のまましばらくそうやって並んで座っていた。




　　　　２




　そんなどうしようもない勉強会を経へて、学校はついに期末テストに突入してしまった。

「ぜんぜん勉強してねーわ」「やべーついに赤点とるわ俺」「あーまじテスト爆発しろ」

　リア充らはそんなことを呻うめきながらも、ちゃっかりと本日のテスト範はん囲いの復習をしている。彼らにとっては、「勉強」＝「カッコ悪い」という謎の図式が成立しているため、おおっぴらに「猛勉強した」などと宣言することはできないのだ。それに、勉強したのに成績が悪いと、地じ頭あたまが悪いことが判明してしまい沽こ券けんに関わる。そこで彼らは、「まじ勉強してねーわ」などと口々に宣言して相互にエクスキューズの空間を創りだしつつ、「勉強していない俺ら」という不良感の自己陶とう酔すいに耽たん溺できするのである。何の意味もない風習だ。

　俺ら非リア充は違う。そもそも教室に気軽に喋しやべれる人間がいないため、言い訳をすることすら許されていない。

　そこで方針は二分される。ひとつは他の追つい随ずいを許さぬほどに勉強して好成績を取るということ。もうひとつは本当にまったく勉強をせずに試験をただやり過ごす、という道だ。前者は、この前の領家の発言にもあったとおり「ガリ勉」「根暗」などの謗そしりは免まぬかれないが、結局はそれも三年間耐え忍べばいいだけだ。好成績を保ち続けた結果いい大学に入ることができれば、遊んでばかりいて残念な入試結果になってしまうリア充どもとは関係がすっぱり切れる。

　そこそこ勉強してまずまずの成績をとる、ということは非リア充には許されていない。リア充的行為に時間を食い潰つぶされたというのでもないのに彼らと同じような成績では、それこそ惨みじめな気分になって立ち直れなくなってしまう。

　そこで、もう一つの極、「まったく勉強しない」という選択肢に行き着く。これは「学校生活で活かつ躍やくしているわけでもないのに成績も最悪」という、一般生徒の理解できない立ち振ふる舞まいにより、「得体のしれない奴やつ」「学校という枠組みにとらわれないアナーキスト」「理解を超えた存在」という評価を誘引し、周囲をビビらせるというものだ。クラスで悪ぶった態度をとりたがるリア充も、本物の「悪」にはめっぽう弱く、軽々しくイジってきたりはしない。従ってクラス内のカーストから外れた孤高の存在となることが可能なのだ。ただしこれが成功するかどうかは、本人の資質に大きく依存するところがあり、ともすれば「ただのバカ」と評されてカーストの最低層で辛しん酸さんを舐なめさせられる危険もあるという、諸刃の剣だ。──




　テストはつつがなく終わった。

　意外だったのは、あんなにグダグダだった勉強会の成果が、しっかりと発揮されたことだった。いつもと違う状況で勉強することによって、頭を活性化する効果があったんだろうか。

　それにしても、勉強会でやった内容を思い出すたびに、領りよう家けとのアクシデントが脳裏に蘇よみがえってくるのには辟へき易えきした。彼女の潤うるんだ瞳ひとみ、甘やかな匂いが──

「高砂たかさご、テストはどうだった」

　横からひょいっ、と出てきた顔が、そんな風に問うた。領家だった。

　不意をつかれた俺は、真正面からまともに彼女と目を合わせてしまう。ただでさえあの事故を思い出している最中だったから、心臓が跳ねた。

「う、あー……ま、まぁ、良かったんじゃないかな……」

　目を逸そらしながらそう応こたえると、領家は、

「なんだその曖あい昧まいな態度は！　さては、勉強をサボって出来が悪かったんだろう！」

「いや、テストは良く出来たと思うが……」

「煮え切らない態度だな、後ろ暗いところがないのなら、目を見て話せばいいだろう！」

　俺はなんとか言い逃れをするのに、そこからかなりの時間を費やすことになった。




　　　　◯




　数日後にテストが返却された。それが終わると、いよいよ各団体の成績順位が発表されることになる。

　俺たち反恋愛主義青年同盟部は、その発表が行われる掲示板の前へと集まっていた。校門から校舎の入り口を繫つなぐ道の中ほどに設置してある大きめの掲示板には、結果発表を待つ生徒たちが殺さつ到とうして大混雑になっている。俺たちはその人混みに揉もまれて、すぐに散り散りになってしまった。

　こちらは特に必死こいて対策したというわけでもないから気楽に眺めているが、大勢の生徒の中には、両手を組み合わせて目をギュッと固くつぶり、神に祈っているような者も多くいた。このイベントのために着々と計画的に勉強を進めてきた団体もあるのだろう。

　企画の主催である生徒会と、成績の集計を行おこなった生徒会担当の教師が、丸められた紙を携たずさえて掲示板前へとやってきた。周囲のざわめきが最高潮に達する。

　結果発表の紙の上端が、押しピンで留められた。騒さわがしかった周囲が、その瞬しゆん間かんシン、と静まり返った。

　丸められた模も造ぞう紙しが、下に展開されていく。

　一位は……天文部だ。頭のなかにあの、特徴的な元・風紀委員長であり天文部部長である彼の姿が浮かび上がる。地上の部室を奪取する作戦を展開するとき、手伝ってもらったのだ。

　ただし、天文部は部員が彼一人しかいないため、対象外となっているらしい。名前が括かつ弧こで囲われていた。

　したがって、宿泊施設の利用権を獲かく得とくしたのは、次点の団体──そこには、『風紀委員会執行部』の文字があった。

　普通ならばここで歓かん声せいがあがり、いままで以上に盛り上がるところなのだろうが……今、あたりを覆おおっていたのは戸惑いだった。「風紀委員ってなに？」「そんなものあったっけ」そんな声が聞こえてくる。

　それに加えて、俺ら反恋愛主義青年同盟部の部員たちは、ワイワイやるノリとは無縁に生きてきたので、いまいちおおっぴらに喜ぶことができない。それが場の微妙極まりない空気に、拍車をかけてしまっていた。

　俺らの次、三位にいたのは生徒会だった。

「なかなかやりますわね」

　横からそんな声が飛んできた。見ると、生徒会会長・宮みや前まえが、いつのまにか群衆をかきわけて俺の隣となりに来ていた。ふわふわした髪で断面積の大きい彼女だが、周囲の人間はそれを押しつぶさないように道を空あけている。さすがはこの学校の事実上の統治者だ。

「初めて参加なさったと思ったら、まさかこのような成績を収められるなんて……いつ頃からみなさんで準備していらっしゃったの？」

　生徒会長・宮前はふんわりとカールした髪を指で触りながら、少し悔くやしさをにじませる声こわ音ねでそう問うた。風紀委員の設立をめぐった一件以来、俺らと生徒会とは懇こん意いにしている。もちろん彼女は俺らのことを風紀委員だと思っており、裏でその仇きゆう敵てき・反恋愛主義青年同盟部の活動をしていることを知らない。

「いや……特に準備した、というわけじゃないんですけど」

「まさかっ！　それじゃ、特にこれといった目標もないまま、友人や恋人と過ごす高校生活という、もう二度とは来ない大切な時間を、勉学のために費やしていたというの？　なんてストイックな……」

　なんかそう言われると、せっかくいい成績をとったというのに惨みじめな気持ちになるな……。しかし俺は、宮前の放つキラキラとしたオーラに圧倒されて反論することもできず、ただ曖あい昧まいな笑みを浮かべることでやり過ごした。

「そういえば、どうして領りよう家けの方へ行かないんです？　あいつが委員長ですよ」

「そうしたいのは山々だったのですが、どうやらいらっしゃらないようで……」

　宮みや前まえはそう言うが、俺は領家と一緒にこの場に来たのだからいないはずがない。周りを見回しながら探すと──いた。しかし眼鏡をかけている上、人混みにあてられたのか土気色の顔で、さらに背を丸めていた。ハキハキした領家しか知らない宮前にはわからなかったのだろう。それにしても、最高順位を射止めた団体の代表とはちっとも思えない、あまりにも冴さえない姿だった。

　領家の方へ宮前を連れていくことは敢あえてせず、俺は「そうですか……」と応じてまた曖あい昧まいに笑った。




　　　　◯




　一学期の期末試験を終えた生徒たちの熱によって、学校全体に浮うわついた空気が蔓まん延えんしていた。なにしろこれから長い長い夏休みが始まるのだ。遊ぶ予定がたくさん詰まったリア充はもちろんのことながら、空白の四十日間が始まる俺ら非リア充にとっても、夏休みは待ち遠しかった。なにしろこれからずっと、リア充と顔を合わせずに済むのだ。

　むしろ夏休みというものは、我々非リア充にとってこそ、その最大の効用が発揮されるのだ。昼過ぎまで惰だ眠みんを貪むさぼり、エアコンをガンガンに効かせた室内でのネット三ざん昧まい。一学期の間に録とり溜ためていたテレビ番組をだらだらと消費するのもいいだろう。普段ならなかなか読めない、既刊が十も二十もあるライトノベルを一気読みするのも一興だ。何の予定もなく、誰と顔を合わせる必要もなく、ただ宿題だけをこなしてしまえば放ほう蕩とうの限りが許される、空前にして絶後の「暇」──社会人になってしまえば決して味わうことのできぬこの空白の妙味を、予定を入れて潰つぶしてしまうのはあまりにも勿もつ体たい無ない。

　頭をつき合わせて笑顔で予定の調整をしているリア充たちを、今日ばかりは哀れみの目で見ざるをえなかった。──本当にそれは、夏休みにしかできないことなのか？　遊園地に行くのもいい、水族館でデートするのも、まあ認めよう。だがそんなことは、学期進行中の土日でもできることじゃないか。夏休みにしかできないこと、それはただひとつ──なにものにも左右されず、延々とぐだぐだすることなのだ。

　いつもなら感じるはずのない、圧倒的な優越感に浸ひたりながら、俺は教室を後にして風紀委員の部屋、つまり反恋愛主義青年同盟部の地上アジトへと向かった。

　既に来ていたのは、領家以外の四人だ。それぞれ、夏休みを目前にして、めいめいの仕方で浮かれているようだ。

　西にし堀ぼり。こいつは俺の夏休みと似た楽しみ方をするだろう。しかし俺よりはずっとアクティブなオタクである彼女のことだ、盆の周辺にあるイベントなどにも参加するのかも知れない。一般の流通に乗らないようなディープな内容の本が出まわる即売会は、彼女の主戦場に違いない。

　瀬せヶが崎さき。この前の休日は彼の買い物に付き合った。その目的は水着──そう、夏をエンジョイするつもりなのだ。無論、一般人とはかけ離れた趣しゆ味みを持つ彼のことだから、リア充男女がデートに使うようなオシャレなプールなどには興味がない。小・中学生がたわむれる、しょぼい市民プールが彼の根城となるだろう。小学校のプール開放スケジュールもしっかりと把は握あくしていたのを、チラリと見てしまった。また、噴ふん水すいのある公園に赴おもむけば、高確率で彼に出会えるに違いない。

　神しん明めいさん。青春18きっぷの本領が発揮されるのは、夏だ。山の緑に海の青、列車は狭きよう隘あいなこの国土を縫ぬうように走って、我々に絶景を見せてくれる。盲もう腸ちよう線せんの末端の駅、乗り継ぎのバスを待つ二時間、何もない駅前。畑、田んぼ、山。雲ひとつない一面の青空。蟬せみしぐれの中ぼんやりと辺りを散歩していると、白昼の夢の中を歩んでいるような、奇妙な浮遊感に包まれる──そういうのが楽しいのだそうだ。時刻表を器用に繰くりながら、彼女はそう語った。

　天あま沼ぬま。あまり何をやっているのかは知りたくないが、盆のあたりは西にし堀ぼりとは別種のイベントで忙しくなることだろう。追及するとヤバいのでやめておく。頑張ってくれ。

　そんな、これからの四十日間への期待に胸を膨ふくらませた部員たちが待つ部室に──反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるがやってきた。

　数時間前の結果発表のときには青ざめていた顔は、いまやすっかり生気を取り戻している。いや、むしろ普段よりもずっと朗ほがらかに見えた。普段、厳げん粛しゆくな態度で部員を率いる反恋愛の鬼・領家といえども、夏休みというのは嬉うれしいものなのだろう。それに、

「皆、よくがんばってくれたな！　みごと作戦成功だ!!」

　そう、成績レースで首位を取ってリア充どもの合宿を妨ぼう害がいする作戦は、綿めん密みつな策を練ったわけでもないのになぜか大成功してしまったのだ。

「大して頑張ったわけじゃないんだけどな」

　俺が言うと、他のみんなも続いた。

「いつも通りやった」「特にこれといって対策はしませんでした」「今回、簡単だった気がするよ～」「日々の鍛たん錬れんの成果です！　あっ……勿もち論ろん先生の発案なさった『勉強会』も奏そう功こうして……」

　領家はそんな部員の反応に、ふぅ、と息をついた。

「皆、もともと優秀なようだな。むしろ、そんな優秀さがあるからこそ、恋愛という概念の欺ぎ瞞まんに気がつけた、と言うこともできるかもしれない」

　領家はそう言うが、俺には成績がいいことと非リア充であることの相関の方が気になった。だがそこを追及すると悲しい結論に至る気がするので、俺は考えるのをやめた。

「我々が事実上の首位を取ることによって、宿泊施設の使用権が他の団体に渡るのを防ぐことができた──これほど嬉しいことはない。海辺での合宿など、考えるだにおぞましきリア充行為だ。これを渡さぬことによって、この夏成立するカップルを一組でも減らせたのなら、我々は本望である」

　拍手が巻き起こる。「先生！　先生!!」天あま沼ぬまが叫ぶ。なんだかすごく負のオーラ漂う空間な気がするが、めちゃくちゃ居心地が良かった。

　俺は皆を見回して、言った。

「これで安心して夏休みに入れるな。反恋愛活動もしばしの休息だ」

　うんうん、と皆が頷うなずく──その中で、領りよう家けだけはただ一人、きょとんとしていた。

「何を言っているんだ高砂たかさご、休みなんてないぞ」

　俺は笑いながら返答する。

「領家、忘れたのか。明日から夏休みだ。ホームルームで担任も、さんざん『夏休みの注意』をしていたじゃないか」

「そんなことは知っている。だが反恋愛活動には、そんな区切りなど関係ないだろう」

　血の気が引いた。

「待て待て、夏休みには生徒はほとんど学校に来ない、運動をやっても効果はかなり薄いだろ？　そこはしっかりと休暇をとって、学園祭や体育祭、それにクリスマスのような、大イベントを多数擁ようする二学期に向けて英気を養ってだな……」

　俺がそう反論すると、ビキッ、と領家のこめかみに青筋が浮かんだ。

「馬鹿もの！　そんなたるんだ態度で革命を遂すい行こうできると思っているのか!!　もちろんお前の言うとおり、夏休み中はこれまでのような生徒に向けての運動を行うことはできない。しかしそれは逆に、我々に鍛たん錬れんの時間が与えられた、と肯定的に捉とらえ直すこともできる──そう、我々はこの長い休みの期間を用いて、反恋愛思想への理解をより一層深め、来きたるべき全非リア充武装蜂ほう起きに向けて訓練を行わねばならぬのだ！　むしろ忙しくなるくらいだぞ!!」

　部員が静まり返るなか、領家は印刷機へと向かい、手製のプリントを人数分刷すった。

「……これは？」

　俺の問いに、領家が頷く。

「明日から行われる、合宿のしおりだ。元々は学校で泊まりこんで行うつもりだったが、今回の勝利によって宿泊施設を使うことができるからな、そこで行うぞ。もう先方に連絡は入れ、許きよ諾だくを得ている」

　呆あつ気けにとられる他の部員などお構いなしに、領家は宣言する。

「これはほんの始まりにすぎない。リア充が遊び呆ほうけるこの夏季休暇に研けん鑽さんを積むことによって、来学期は生徒会を打倒し、この学園を反恋愛で覆おおい尽くしてみせようじゃないか！」

　領家のその計画は、俺の夢だった「ダラダラと過ごす最高の夏」を、完かん膚ぷなきまでに粉ふん砕さいするものだった。

　だが、いつも大げさに言う癖くせのある彼女のことだ。合宿が終われば、夏休みはあるにちがいない。活動を行うにしても、毎日ってことはなく、せいぜい週二日がいいとこだろう。そうに違いない。おそらく、たぶん、きっと……。俺は心のなかで、そう祈った。
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　電車に揺られて二時間とちょっと、俺らはその宿泊施設の最寄り駅に降りたった。神しん明めいさんにそそのかされて危うく房ぼう総そう半はん島とうを数時間かけて大回りしそうになったが、千葉駅でなんとか気付いて回かい避ひできた。

　海沿いの街というのは、独特の雰囲気がある。境界をはっきりと劃かく定ていしてしまう巨大な海という自然物が、そこにある色々なものごとに深く影を落としているからだろう。

「あまり東京から離れていないというのに……なんだかすごく、遠くへ来た感じがするな」

　ボストンバッグを片手に、領りよう家けはぼそりと言った。返事を期待していない、独り言のような口ぶりだ。

　部員は皆、その言葉にめいめいに頷うなずく。急きゆう遽きよ決まった半強制的な合宿だが、誰一人欠くことなく集まっていた。

　瀬せヶが崎さきは携帯電話で旅館に連絡を入れ、車を寄越してもらえるよう手配している。

　駅前は、東京から来るとカルチャーショックを受けるくらいに寂さびれているが、一いつ軒けんだけ開いているんだか開いていないんだかわからない、雑貨店があった。おみやげ、と書かれたのぼりを掲げている。

「ねぇ、お兄ちゃん、おみやげ」

　俺の手を引いて、いま来たばかりとは思えぬそんな台詞せりふを吐はくのは、女児だった。昨日慌あわてて合宿の準備をしているところを、目ざとく見つけられてしまい、結局連れて来ることになったのだ。

「帰りに買えばいいだろ」俺は女児をそう叱しつ咤たしてから、他の部員に向き直る。「それにしても、なんというか……みんな、本当に申し訳ない。部活の合宿だというのに」

　俺が、女児を連れて来てしまったことを改めて謝罪すると、

「べつに、小さいから気にならない」「むしろ賑にぎやかでいいよ！」「幼時から領りよう家け先生のご指導を賜たまわることができるとは……なんと幸運な妹いもうと君ぎみでありましょうか」

　そんな反応が返ってきた。議長である領家は、

「うむ、この子には反恋愛の英才教育を施すことによって、次の世代の運動をそのリーダーシップのもとに主導する、立派な反恋愛戦士になってもらわなくてはな！」

　そう言って、女児の頭をぽんぽん、と叩たたいた。

　彼女らの反応はこのように温かい感じだが──問題は、瀬せヶが崎さきだ。もちろん、彼だって女児が合宿に参加する、ということに関して嫌な顔はしないだろう。むしろ、逆だ。あまりにも彼が女児に親しみすぎてしまうがゆえに、俺は少し心配だった。

　電話を終え、瀬ヶ崎が俺らのもとへ戻ってくる。

「お待たせしました、すぐに来て頂けるそうです」

　駆けて来てそう言った彼の足に、女児がまとわりついた。

「三十分も歩かなくていいの？　やった！」

　女児が瀬ヶ崎の太ももを摑つかんで揺すると、彼は普段の冷静な様子からは想像もつかないくらいに、顔を赤くして取り乱した。

　本当に、大丈夫なんだろうか……。




　迎えに来たマイクロバスに乗ってしばらく行くと、宿泊する予定の旅館に到着した。さすが大たい性せい欲よく賛さん会かいの関与する施設だけあって、敷しき地ちも広く、荘そう厳ごんな母おも屋やは圧巻だった。ただし築年数がかなりいっているのか、ちょっと古びた感じは否いなめない。それも含めて、風格のある旅館だった。

「うむ、反恋愛主義青年同盟部の合宿を行うには、申し分のないところだ。むかしの運動家は人目を逃れて、古くからある温泉街で党の結成式などを行おこなったという。これなら権力の目を逃れて、存分に反恋愛思想の点検を行うことができるだろう」

　領家はそう言うが、若しやつ干かんビビっているのか声が震ふるえていた。

　入り口をくぐると、着物をまとった女性が出迎えてくれた。

「お待ちしておりました」

　柔らかい口調でそう言って笑みを見せるその人は、女将おかみというやつなのだろう。そんな風に歓迎される経験はこれまでにないから、どうしても戸惑う。

　先程まではあれほど意い気き軒けん昂こうとした様子だった領りよう家けだが、今や一言も発することなく、オドオドとしていた。俺と同じで基本コミュ障なのだから仕方がない。

　部屋に案内され、宿帳に記入する。部員はしばらくの旅の緊張からようやく解放され、表情を緩ゆるませている。

　しばらくすると、宿帳を回収しに宿の人が部屋を訪れた。人数分のお茶と菓子をお盆に載のせてやってきたのは、自分たちと同い年くらいの少女だった。

「この家の娘なんです。まだ高校生だけど……家の手伝いをしていて」

　わずかに不満の色をのぞかせながら、彼女はそう言った。

「なにか御用があったら、気兼ねなくおっしゃってくださいね。同じ高校生だし、大人の人よりは皆さんに寄りそえると思うので」

　同年代の人間ということでわずかに心を開いたのか、領家が応こたえて言った。

「うむ、私たちの方こそ、何か手伝えることがあれば遠慮せずに使って欲しい。金を払わずに寝泊まりするのは、なんだか気が咎とがめるからな」

　少女はその言葉に、にっこりと笑みを浮かべるだけで応え、それから深々とお辞じ儀ぎをして部屋を後にした。
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　しかし、反恋愛主義青年同盟部の「合宿」とはなにをやるものなのだろうか。昨日配布された領家手製の『しおり』には、三泊四日の日程中、起床から就寝まですべての時間が、『思想の再確認』か『訓練』ということになっていた。たぶん、まだ何も考えていない。

「ひま」

　柱に背をもたせかけて足を伸ばし、完全にだらけきった様子で西にし堀ぼりが言った。

　天あま沼ぬまも時間を持て余しているのか、白い布に赤い糸で一針一針結び目をつくり、『武運長久』の文字を刺し繡しゆうしようとしている。女児と神しん明めいさんもそれに興味を示して、手伝いはじめた。慣れない手つきで針仕事をする女児を、瀬せヶが崎さきが穏おだやかな笑顔で見つめている。要するにみんな暇だった。

　領家はといえば、先ほど何の断りもなく出て行ったきり、戻ってこない。どこかへ散歩にでも出掛けたのだろうか。

　窓の外をみると、青空が広がっていた。当初の俺の予定どおり、こうして冷房の効いた部屋の中でだらだらとするのも良いんだが……せっかくこんな所まで来ているのだから、少しは外に出てみるのも悪くないだろう。

「暇ならちょっと……海まで行ってみないか？」

　西にし堀ぼりに向けて言った言葉だったが、すぐさま他のメンバーからも賛成の声があがった。

「たかさごにしては良い提案」「せっかく浜辺の近くに来ましたからね」「日焼け止め塗らなきゃ！」「先せん輩ぱい、赤あか褌ふん一丁で浜辺を走り回るんですか！」

　俺の提案に一番喜んだのは女児で、もう何故か浮き輪を装着していた。

「やった、海だ！」

　女児はそう言って走りながら、部屋の出入り口へと向かう。

　が、その一歩手前で足がぴたっ、と止まった。見るとそこには、戻ってきた領りよう家けが立っていた。傍かたわらには、どこから運んできたのか、キャスター付きのホワイトボードが置かれている。

「待て、どこへ行くつもりだ」

　氷点下の声こわ音ねで領家が言った。女児はしかし、屈くつ託たくなく答える。

「海！　お兄ちゃんがみんなに、行こう、って！」

「ふふ、そうか、高砂たかさごが……」

　領家は不敵に笑いながら、ホワイトボードを部屋の中に運び入れた。その周囲には、不ふ穏おんなオーラが漂い始めていた。

　先ほどまでは浮かれて海へ行く準備を始めていた部員たちは、今や厳げん粛しゆくな面おも持もちで、俺と領家とを交互に見み較くらべていた。

　ホワイトボードを床とこの間まの前に設置し終えた領家は、俺の方に向き直って問うた。

「高砂よ、この合宿の目的は覚えているな」

「ああ、えっと……反恋愛思想の総点検と、武装蜂ほう起きのための訓練、だったな」

「そうだ。それなのにお前は、皆をそそのかし海で遊ぼうとしたのだな……？」

「いや、そんなわけじゃ……お前が戻ってくるまで、暇をつぶそうと……」

「暇などあるか！　我々が呆ほうけているこの時にも、刻一刻と、世界ではカップルが成立しているのだぞ!!　しかも、友人らと海へ繰り出すなどというのは、通常の恋愛信奉者もおののくような、最悪のリア充行為ではないか！　高砂、自己批判を要求する!!」

「いや待て、悪気があったわけじゃ……」

「悪気がなくてこのような行為に及ぶとは……貴様の頭の中には、どうやらリア充思想が知らぬ間に蔓延はびこっていたようだな。心配するな、この合宿を終える頃には、お前も立派な反恋愛戦士として生まれ変わっていることだろう！　さぁ、自己批判書を書くんだ!!」

　結局、俺は板の間に正座の上、自己批判書を書くことになってしまった。

　こうして俺の、最高の夏休みが始まったのだ……。




　燦さん燦さんと照る太陽、雲一つない青空、歩けば数分で海水浴場へ出られるという絶好のロケーション。

　そんな中でいま俺らは、カーテンを締め切った鬱うつ々うつとした室内で、反恋愛主義の理論的土台について勉強していた。講師は勿もち論ろん、反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだ。

「……そう、パノプティコンと化した恋愛信奉者たちの世界を、現代的な位い相そう幾き何か学がくと微分幾何学、解かい析せき学がくの諸定理を用いて分析することによって、我々は『反恋愛』という世界を覆くつがえすための鍵を、発見的に得ることができるだろう。例として二次元平面を考える──元々平へい坦たんだった世界＝認識は、そこに無限遠点｛∞｝を付け加えることによって、[image: Ｓ２]球面へとコンパクト化される。この作用こそ、彼らが信奉する『恋愛』の力能に他ならないのだ。十次元の世界のうち六次元が複素三次元のケーラー多様体としてコンパクト化され、あたかも四次元と錯さつ覚かくされている──それと同じことが、その認識の中でも行われているのだ。それは我々の世界を極端に矮わい小しよう化かし、窮きゆう屈くつなものへと変化させてしまう。互いが互いを監かん視しし、束縛し合う世界が、こうして構築されてしまったわけだ。問題は、それを如い何かにして内部から突き破るのか、という点に集約される。我々自身もその内側に閉じ込められている、というのに、果たしてそれを破壊することなどできるのか──しかし我々には数学という、最強の友がいるではないか！　球面から球面への連続写像には、必ず不動点が存在する──この、フラットな平面の時には存在しなかった性質を暴き立てることによって、『恋愛』なる擬ぎ制せいを詳つまびらかにし、以もつて世界の再構築を企くわだてるのだ!!」

　領家は色々な図や数式をホワイトボードに書いて説明しているが、正直なにを言っているのか全く分からない。しかしあからさまに悪態をつくとまた自己批判書をとられるので、俺は真面目に聴講しているフリをしていた。

「……ここまでで、何か質問はあるか？」

　領家のその問いに、シーン、となってしまった。窓の外から入り込んでくる蟬せみの鳴き声が、その静せい寂じやくを際立たせる。

　何も質問しないというのも気まずい感じがしたので、俺はおずおずと手を挙げた。

「なんだ高砂たかさご、言ってみろ」

「その革命理論と、ゲーデルの不完全性定理との関係が知りたい。論理式のゲーデル数化と不動点定理が、証明のキモだよな？　共通点はあるんだろうか」

「高砂、それは良いポイントだな。もちろん、不完全性定理はこのことを別の視点から問い直したものであるから、これを用いて反恋愛を……」

　俺らの反恋愛理論はこうやって、近代科学に裏打ちされた最先端のものであるということが分かっていき、自分のやっていることになんとなく自信がついてくるのであった。
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　こうして一日目は過ぎ、二日目に入ってもまだ講義は続いた。夕食と翌日の朝食は、宿に頼んで部屋の入り口に置いてもらうニート型戦法でやり切り、この間トイレと風呂以外は部屋の外に全く出られなかった。

　そして二日目の午前も反恋愛学の学習に費やされ、流石さすがにそろそろ気が滅め入いってきた。だが領りよう家けはずっと講義をしていてランナーズ・ハイのような状況になっているのか、これ以上ないくらいに元気そうにしている。

「さあ、少し休きゆう憩けいした後は、実際の戦術についての勉強にうつるぞ!!」

　領家は分厚いノートをパタンと閉じながら、活き活きとした声でそう言った。

「まだ座学が続くのか……」

　思わず漏もれてしまったそんな声を、領家は耳ざとく聞きつけていた。

「高砂たかさごっ、なんだその態度は！　せっかく反恋愛理論に興味を示しているな、と感心していたら……やはりまだ心の片隅でお前は、リア充のことを羨うらやましく思っているんだろう！　海で遊びたいと思っているんじゃないのか!?」

　領家はそんな風に俺を詰なじりながら、こちらに詰め寄って来る。

　……と、出入り口の戸から、「失礼します」と声が掛かった。なんとか領家の追及を逃れるきっかけをつくろうと、俺は「どうぞ」とその声に応じた。

　入ってきたのは、初日に宿帳を取りに来た、俺らと同年代のあの娘だった。

「もうお昼の時間ですが……どうなさいますか？　簡単なものならこちらで作れますし、出前もあります」

　そう言って彼女は、出前のメニューを差し出した。

「あ、ありがとうございます。そういえばみんな、腹が減ってるよな！」

　俺はそれを受け取り、テーブルの上にばら撒まいた。他人の前で俺を罵ば倒とうし続けるわけにもいかず、領家はふてくされたような顔をして壁を睨にらんでいた。

「勉強会ですか？　……期末テスト、終わったばかりなんじゃないですか」

　彼女はホワイトボードに記された複雑な数式や図を眺めて、そう言った。

「まぁ、勉強といえばそうですね。なんというか、学校の教科とは違う勉強をしていて……」

「ずいぶん難しい学問をなさっているんですね……ちっとも分からないや」

　彼女はそう言って、前掛けの裾すそを握って恥ずかしそうに笑った。

　……最初に来たときはあまりちゃんと見ていなかったが、かなり整った顔立ちをしている。ショートカットの髪は、動くたびに快活に揺れ、ぱっちりとした目鼻立ちによく似合っていた。海によく出るのか、肌は浅黒く焼けていた。そんな少年的な印象とは裏腹に、身体つきは、出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいた。あまり周りには見ないタイプだ。

「……どうかしました？　私、なんかおかしいですか」

　俺がぼけっと眺めていると、彼女はそう言って訝いぶかしみ、自分の身体を点検しはじめた。見えにくい部分を無理に見ようとして身体をねじったり、足を持ち上げたりするものだから、その引き締まった身体が余計に強調されてしまう。

　と、こほん、とわざとらしい咳せきが鳴った。見ると、領りよう家けがホワイトボードの前に立ち、俺をキツく睨にらみつけていた。

「高砂たかさご、後で自己批判書を提出してもらうからな」

「なんでだよ!?」「問答無用だ、理由は自分で考えろ」

　領家はそう言ってフン、と鼻を鳴らすと、少女のほうを向いた。

「さて、旅館の娘、我々の勉強している内容について気になっていたようだから教えよう。我々は……」領家は説明をしかけたが、そこから敵に情報が漏もれる可能性に気づいたようだ。「旅館の娘よ、お前は『大たい性せい欲よく賛さん会かい』という組織を……知っているか？」

　領家の問いに、彼女は首を傾かしげた。「たい……せ？　聞いたことがないですけど……」

　どうやら背後にある組織に関しては、彼女は知らない様子だ。天あま沼ぬまも彼女の言葉に頷うなずいている。末端には知らされていないことが多いのだろう。

「ならいい、忘れてくれ。……さて、勉強している内容だったな。我々はこの合宿で、反恋愛理論の総点検を行おこなっている。我々、反恋愛主義青年同盟部は、人々が無根拠に信じきっている『恋愛』なる概念の欺ぎ瞞まんを詳つまびらかにし解体することを目指している。そう、この高砂という冴さえない男も部員のひとりであり、恋愛には全く興味がないのだ」

　何故か俺のことを強調しながら、領家はその旅館の娘と対面する。すると彼女は、はっ、と気づいたようにして問うた。

「……彼氏、なんですか？」

　それを聞くと領家は一いつ瞬しゆんで耳まで赤くしながら、勢い込んで反論した。

「何を聞いていた！　我々は反恋愛を標ひよう榜ぼうしているのだぞ!!　そんな我々が恋に焦こがれ、あまつさえ彼氏・彼女というような関係にあるなど、自じ家か撞どう着ちやくも甚はなはだしいじゃないか!!」

　領家のその言葉を聞くと、旅館の娘はクスクスと笑った。

「なんだか楽しそうですね。私もちょっと、仲間に入れてもらいたいかも」

「……ぜひ勉強していくといい。今のような突拍子もないことは、言わなくなるだろう」

　そう応ずるのを聞いて、彼女は領家の手を取って自己紹介した。

「私、文ふみ、って言います。なにか困ったことがあったら、気兼ねなく私に言ってね。ちょっとの間だけど、みなさんと仲良くなりたいです」

　そんな率直なもの言いに戸惑いながらも、領家は彼女の人の良さに押されたのか、頷うなずく。

「私は反恋愛主義青年同盟部議長の領家薫かおるだ。宿泊中いろいろと迷惑をかけるかもしれないが、よろしく頼む。仕事が無い時には、ぜひ我々の教練を覗のぞいていってくれ、この地に反恋愛の種を蒔まくことができたなら、合宿の成果としてそれ以上のものはない」

　領家と文とはそう言い交わして、固い握手を結んだ。そして俺はその後、よく分からないまま自己批判書を書かされることになった。
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　さて、文ふみが去って後、部屋では侃かん々かん諤がく々がくの議論が行われていた。もちろん、昼飯をどうするかについてだ。出前をとる派、外に食べに行く派、近くのコンビニで弁当を買ってここで食べる派が、いずれも互いに引けをとらずに渡り合った。領りよう家けはただ一人、「昼飯を食べないことによって、ハンガーストライキの耐性をつける」ということを主張していたが、誰にも受け入れられなかった。

　空腹による苛いら立だちによって議論は加熱、そしてさらに腹が空すくという悪循環を引き起こした。たかが昼飯──そう思われるかもしれないが、せっかく海の近くへ合宿に来たのに部屋に閉じこもって勉強ばかりしている俺らにとって、昼食というのはもはや唯一の楽しみであり、そこに真剣になってしまうのは当然だった。

　かつてないほどの険悪なムードが漂う中、突然、沈黙を貫いていた女児が、ぽつり、とこう漏もらした。

「海の家で食べたい」

　それは晴天の霹へき靂れきだった。海の家で食事をすることにすれば、空腹も満たせる上に、海に来た、という気分に浸ひたることもできる。

　が、そんなリア充スポットへ赴おもむくことを、非リアの番人・領家薫かおるが許すはずもなかった。

「駄目だ。そもそも海の家というのは、恋愛至上主義という欺ぎ瞞まんが作り上げた、最悪のシステムのひとつではないか。異性と仲良くなるために出かけた海、しばらく遊んで疲れた二人は自然と海の家で休きゆう憩けいすることに。なんだか割高感のあるメニュー、しかし背に腹は代えられぬとしぶしぶ支払う。……こうやってリア充は搾さく取しゆされ、余裕を奪われ、自らの行動を見つめなおす機会を持つことも許されず、恋愛という虚構の深みの中に嵌はまっていく。そんな悪魔のシステムに自ら金を落とすなど、全くもって考えられぬことだ」

　領家は、女児が相手とあって口調こそあまり強くないものの、いつも通りの理論を展開して、その提案を否定しにかかった。俺ならここですぐ同意し、自分の意見を引っ込めてしまうだろう。

　だが、女児は違った。

「りあ充の人たちはいまこうしている間も、海で楽しく遊んでるんでしょ？」

「そうだろうな、全く虫むし唾ずが走る。見ただけで鳥肌が立つだろう」

「でも、それを批判しにいかなくていいの？　海に行って、直接いわないとだめだよね」

　女児はそんな問いを、領家に投げかけた。その理屈は単純だったが、だからこそ非常に効果が高かった。領家はぐっ、と言葉に詰まると、目線を空中にさまよわせ、少し考えた後でしどろもどろに答えた。

「確かに海で遊ぶリア充は批判されるべきだ。だが今は、その時ではない。こうして勉強・訓練を積み重ね、人員を拡充し、しかるのちに……」

「しってるよ、そういうの、日和ひより見み主義、っていうんだよね？」

　女児のその反論に、領りよう家けは完全に言葉を失っていた。

「そんな消極的な態度で、ほんとうにりあ充に勝てるの？　先延ばしにしてるだけだよね？」

　反恋愛主義青年同盟部議長・領家薫かおるが、見た目小四の女児に論破された瞬しゆん間かんだった。

「じゃあ海の家にいってご飯たべて、それからりあ充を批判しようね」

　女児のその言葉に、もはや異論を投げかける者はいなかった。
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　そんなわけで俺ら反恋愛主義青年同盟部の面々は、宿から徒歩ですぐの場所にある海水浴場へと来ていた。普段着のままでは我々の素す性じようを怪あやしむ者がいるかもしれない。最悪、盗撮の嫌疑をかけられて警察に声をかけられ……なんてことにもなりかねない。

　従って我々は、海水浴客の中へ紛れ込み運動を円えん滑かつに行うことができるように、浜辺での正装であるところの、水着に着替えることになった。

　遊ぶこともあるだろうという目もく論ろ見みの下で水着を用意してきた俺らはともかくとして、それを批判しストイックな合宿を推進した当の本人であるところの領家も水着を持ってきていたのは意外だった。

「なんで水着なんて持ってきているんだ、海へ行く予定はなかったんだろう？」

　俺がそう問うと、領家は若じやつ干かんの間の後に、こう答えた。

「革命を闘たたかい抜く者の心得として、あり得べき状況には常に対処できるようにしておかなくてはならない。浜辺の近くでの合宿──当然、海でリア充と戦闘する、ということが考えられる。その際に機動力で劣おとるわけにはいかないからな、水着の用意は必須だろう」

　なんだか色々と前の発言と矛盾している気がするが、それ以上深く突っ込むと泥どろ沼ぬまになりそうな気がしたのでやめた。




　男女で分かれて更衣室に入り、浜辺で待ち合わせることになった。

　俺と瀬せヶが崎さきは早々と着替えを済ませて外に出る。青い空の下に砂浜が広がり、その先にはもちろん、海が見える。押し寄せる波は絶え間なく砂浜を濡ぬらし、そのたびにあちこちで「きゃー」だの「つめたい！」だの甲高い声が飛び交っていた。リア充である。

　花火の燃えカスがあちこちに散らばって砂浜を汚しているのと全く相似形に、リア充どもは浜辺のいたるところでパラソルを差し、自然の雄大な景観を台無しにしていた。人間の造形物に囲まれた生活から、母なる海にゆすられるにまかせて一時の回帰に心休ませようと思って海岸を訪れても、そこにはリア充がひしめいているのだ。パラソルの下で寝転がるリア充、浮き輪やボートで波間に漂うリア充、ビーチボールを男女２：２で突き上げて笑声をあげるリア充。リア充、リア充、リア充。どこを向いてもその姿が視界に入ってきてしまう。逃れようと青空を見上げると、眼球の中のゴミが映る。それを何気なく追って目線をずらしていくと……またリア充が視界に入ってきてしまのだ！　はっきり言おう、これが公害でなくて、何だというのだ。

　この憤ふん慨がいを共有しようと瀬せヶが崎さきの方へ目を向けると、彼は今までに見たこともないくらい真剣な面おも持もちで、家族連れのパラソルの位置の把は握あくに努めていた。転がってきたボールを取ってあげたり、膨ふくらまない浮き輪で困っているところを手助けして年とし端はもいかぬ少女と仲良くなろうと計画しているのだろう。得体のしれない不安が心の中に去来し、リア充への怒りはいつの間にか霧む散さんしていた。

　瀬ヶ崎はいつの間にか借りてきたパラソルを手に、「この辺にしましょうか」などと言って家族連れの近くの少し空あいたスペースに穴を開け始める。俺はなんとか難なん癖くせをつけて、ちょっと他の人たちから離れた場所に刺させるのが精一杯だった。

「おまたせ～」

　いかに瀬ヶ崎を制御すべきか本気で考えていると、神しん明めいさんのそんな声が後ろから飛んできた。

　振り返ると、そこには水着姿の女性陣がいた。

　西にし堀ぼりはタンクトップとパンツを組み合わせた水着だ。下には短いスカートのようなひらひらがついており、その裾すそからは健康的に引き締まった太ももが伸びている。露ろ出しゆつは控えめだが、彼女によく似合っていた。

　神明さんは、ビキニにパレオを巻いていた。エスニックな織物風の淡い色の模様が施されており、海の非日常感もあって、なんだか異国に来たような錯さつ覚かくをしてしまう。それに加え、今更言うまでもないことだが、凄すさまじい物量だ。直視し続けるのは、多感な男子高校生にとって酷こくだった。

　天あま沼ぬまは競泳用の水着をまとっていた。露出こそ少ないものの、体にぴったりと寄り添い、その形状をありのままに伝えていた。かわいらしい水着とはまた違った魅力がある。がっつりと泳ぐつもりなのか、肩を伸ばして準備運動をしていた。

　女児。なぜかスクール水着だった。胸元にはご丁てい寧ねいに、『４─３高砂』とあまりうまくない文字で書かれた名札が縫ぬいつけてある。それに、学校での泳力級を示す黄色のリボンもつけられていた。これがマニアには堪たまらないのだそうだ。昔、瀬ヶ崎が熱く語っていたことを思い出した。本当に大丈夫かな……？

　そして領りよう家け──ぶかぶかのパーカーを羽は織おっていた。薄手の生地だったので、目を凝こらせば中身が分かるような分からないような……

「高砂たかさごっ！　じろじろと見るんじゃない!!」

　領りよう家けはそう言って、砂を蹴けり上げた。なんとかまぶたを閉じて眼に入ることだけは回かい避ひしたが、顔にピシッ、と砂がかかる。振り払って落とすが、唇が少し開いていたのか、口の中がなんかジャリジャリする。




　ともかくまずは食事をしないことには始まらない。いくつかある海の家の中で、空すいていそうなところを見つけて早速入った。

　少し時間が遅いせいもあって、なんとか七人で掛けられる席が空あいていた。開放的な店内からは、ビーチと海とを眺め渡すことができた。

　昼時は過ぎたというものの、シーズン中の海水浴場だけあって、それなりに混雑している。もちろん家族連れの姿も散見されるが……やはり、カップルが目についた。既に海で遊んだ後なのか、少し気だるげな態度で相手に接し、街で見かけるのとはまた違う打ち解け方をしていた。それにどちらも露ろ出しゆつの多い格好をしているということも相まって、傍はたから見ると鬱うつ陶とうしいことこの上なかった。

「許せん……あんなにベトベトと、公衆の面前だというのに」

　軽くくすぐり合っていたカップルを見て眉根を寄せながら、領家は小声で言った。

「革命により非リア充独裁が成功した暁あかつきには、露出の多い水着の販売は禁止しよう。そもそも海水浴場というものを全廃しても良いかもしれない」

「それはちょっと……厳しすぎるんじゃないかな。そういう締め付けをすると、むやみに反・反恋愛感情を煽あおる結果に……」

　神しん明めいさんをはじめとした女性陣の水着を見回しつつ、俺は領家に反論を入れる。水着姿が拝めなくなってしまうというのは、惜しい気がした。

「そんな容よう赦しやなど必要ない！　リア充というものは、こちらが目を離した隙すきにいつの間にか繁はん殖しよく行動を行おこなっている、単細胞生物なのだ。高砂、もしやお前、リア充が異性を陥おとしいれる際の常じよう套とう手段である『肌の露出』に幻惑されているのではあるまいな……？」

「……そんなわけないだろう！　不ふ撓とう不ふ屈くつの反恋愛精神をもってすれば、たとえ全裸の女が目の前に現れたとしても、少しも動じることはないだろう。況いわんや水着をや、だ！」

　俺らがそんなよく分からない口論を繰り広げている間、西にし堀ぼりは神明さんの身体をつついたりして鼻の下を伸ばし、楽しそうに遊んでいる。天あま沼ぬまは女児がスクール水着であることを馬鹿にしているが、女児は天沼の競泳水着も大して変わらないと涙目になって反論している。瀬せヶが崎さきは先程女児のスク水姿を見た瞬しゆん間かんから心神喪失し、目は虚うつろ、口を半開きにしている。大丈夫じゃない。

　そんな混沌とした状況のテーブルに、注文した料理が運ばれてきた。

　具の極端に少ないカレー、肉が一ひと欠片かけらしか見当たらない焼きそば、母親が作ったやつに限りなく似たべちょっ、としているチャーハン、そして半ば麵めんが伸びかけており具も少ないラーメン。そういったものが次々と卓に並んでいく。

　想像はしていた事態だったが、ここまで酷ひどいとは思っていなかった。

　が、もはや仕方がないことだ。全員分の注文が揃そろってから、俺らはお通つ夜やのような静せい寂じやくさでもって淡々と食事を始めた。

「この食事を介して、我々は反恋愛戦士として新たなる段階へと進むのだ。決して安くはない、むしろ高いくらいに感じる価格でこのような杜ず撰さんなものが提供されているのは、恋愛至上主義の結果に他ならない。我々はこの怒りを革命への闘とう志しへと転化し、必ずやリア充の支配を打ち砕くのだ」

　恋愛至上主義の仕掛け人に他ならない女児だが、このように悲惨な料理が運ばれてきてしまったことを受けて、海の家で食べるのを提案したことを心の底から悔くやみ、皆に謝罪していた。
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　残念な形とはなったが一応食事を終えた俺ら反恋愛主義青年同盟部は、その後しばらくの休きゆう憩けいを経へて、いよいよ浜辺での作戦行動を開始した。

　当初は海での活動に消極的だった領りよう家けだが、ここまで来てしまった以上何もせずに帰るのは癪しやくだ、という結論に至ったらしい。

　俺と瀬せヶが崎さきは海に入り、遊泳部分を区切っていたロープを、こっそり海岸の方へと近づけていく。しばらくするとロープは大分浜辺へと近づいたが、そうすると当然、監かん視し員いんが気づきはじめる。

「おい、なにやってるんだ！」「捕まえろ!!」

　砂浜に立つ高い台の上で見張っていた監視員は勿もち論ろんのこと、その異常事態を受けて詰め所からも続々と人が出てきた。

　狙ねらいはそこにあった。空あき家や同然となった監視員の詰め所を、乗っ取るのだ。

　しばらく逃げまわっていると、ウゥゥゥウ、とけたたましいサイレンが、海水浴場に響ひびき渡った。無事詰め所に侵入した部員が、計画通りサイレンの操作を行おこなったようだ。何事か、と海で恋人と戯たわむれていたリア充が、浜辺へと引き上げていく。

　監視員が俺と瀬ヶ崎を追ったため空からになっていた監視台──そこは今、いつもと同じヘルメットをかぶりサングラスで目元を隠した、領家が乗っ取っていた。かなりシュールな出いで立たちだが、身元を隠すためには致し方ないことだった。

　領家は海水浴客が浜辺に上がるのを見計らう。そして備え付けの拡声器から、彼女の声が浜辺全体に響きはじめた。

「海で恋人と戯たわむれるリア充諸君──君たちは間違っている！」

　ざわざわ、と海水浴客の視線が、領りよう家けの乗った高台へと集まっていく。監かん視し員いんたちは、俺や瀬せヶが崎さきを追っている最中にその演説がはじまり、また詰め所をも乗っ取られていることに、混乱しているようだった。

「我々は反恋愛主義青年同盟部である！　普段は都内で活動を展開しているが、この夏の盛りに海でのリア充諸君らの活動が目に余るため、こうして出張し啓けい蒙もうしに来た。今までの自分の行動を真しん摯しに振り返りつつ、傾けい聴ちようせよ!!

　諸君らは今日こうして異性とともに海水浴場へと赴おもむき、ひと夏の大切な思い出を形成しようと奮戦している。恋人同士ならば、いかにして相手の好感を得るか、未いまだその前段階にある男女ならば、この機会で相手を自らの手中に収めようと苦心惨さん憺たんしていることだろう。恥を忍んで露ろ出しゆつの高い水着をまとう、それだけで十分に自己疎そ外がいであるというのに、諸君らはその水着を着るために、人間の根本欲求であるところの食欲を封じ込め無理なダイエットを挙行し、自分の身体を痛めつける。我々は諸君らのこのマゾヒストぶりには、全く閉口するばかりである。

　そんな風にしてやっと達成することのできた海でのデート──しかしそれは本当に、楽しいものなのだろうか？　砂浜は花火の燃えカスや空き缶が散らばり、お世辞にも綺き麗れいとは言えない状況だ。それに浜辺では君と同様の目的でやってきたカップルが所狭しとパラソルを開いており、まるで海ではなく人間を眺めに来たような倒錯的な状況が待ち受けている。海に入っても遊泳領域は制限されて常に監視の目が存在し、諸君らは芋いもの子を洗うような様相で海に漂っている。このような奇態を見ていると、笑いを通り越してむしろ悲しくなってきてしまう。

　そして極めつけは、食事である。人間というのは食べ物を燃料にして動く機関であり、食事の質というのは生活において非常に重要な意味を持っている。諸君らの『デート』でも、いかに恋人と楽しく美お味いしい食事をとるかというのは、大きなポイントのひとつに違いない。──が、この海水浴場という悪魔的な搾さく取しゆの場においては、その重要な『食』という要素が、これ以上ないくらいに蔑ないがしろにされているではないか！　安くはない、むしろ高くすら思えるくらいの金額を払って、我々が手にする食事は、極めて粗そ末まつな代物なのだ!!

　諸君らは騙だまされている！　搾取されているのだぞ!!

　リア充の諸君らは『海で恋人と過ごした』という情報に心酔しているにすぎないのだ！　そこにあるのは実質を全く伴わない、ただの証拠作りではないか!!

　君たちは被害者なのだ！　恋愛という虚構に幻惑され、自分自身を見失い、そして奴ど隷れいとして上部構造にこき使われているのだ──それに気付けないということこそ、この問題を本当に深刻ならしめている真の原因だ!!

　リア充爆発しろ！　諸君らは自らに、自ら自身にそう叫びかけ、自己批判を行わなければならぬ。そうして自分のうちにある矛盾した心性を詳つまびらかに曝さらけ出すことによって、初めてこの恋愛至上主義という癌がんを体内から叩たたき出すことができるのだ!!

　リア充爆発しろ!!」

　海水浴場全体に、そんな領りよう家けの絶叫が響ひびき渡った。海水浴客はみな、ぽかん、とした顔になって、監かん視し台だいの上のシュールな格好で演説する領家の姿を見上げていた。子連れの家族は、「見ちゃいけません！」と子供を目隠しし、あるいはそっぽを向かせている。その一方で、アトラクション的な面白さを嗅かぎつけた子供たちが、親の監視をすり抜けてワイワイと領家の近くに集まっている。

「ぼくもやる」「わたしが先なの！」「りあじゅーばくはつしろー」

　そんな風に群がる子供たちは、駆けつけてきた監視員を妨ぼう害がいするのに役立った。

　既に海から上がっていた俺は退路を確認し、領家に合図した。

　彼女は小さく頷うなずくと、たんっ、と高台の上から飛び降りた。羽は織おっていた薄手のパーカーがはためき、下に着ていた水着がチラリと見えた。心臓がどきり、とひときわ大きく脈打った。

「こっちだ！」

　俺は領家の手を取り、砂浜を駆け出した。監視員が追いかけようとするが、領家がいなくなった後の監視台に登ろうとする子供たちに手を焼き、人員をこちらに回すことができないみたいだ。

　その間にこちらは砂浜を走りぬけ、人気のない岩場の陰へと到達していた。これで姿をくらますことができただろう、と一息つく。

「……手、いつまで握っているつもりだ」

　息を整えながら、領家は小声でそう言った。そっぽを向いており、その表情を窺うかがうことはできない。

「す、すまん」

　パッ、とすぐに俺が手を離すと、領家は「ん」と返事なのかよく分からない声で応こたえ、ヘルメットとサングラスを外した。ここに置いておき、ほとぼりがさめた後で取りに来ればいいだろう。

「そういえばそのパーカー、カモフラージュのためだったのか。水着で犯人が同定されてはかなわないから……てっきり恥ずかしいだけだと思っていたが、やはり領家のことだ、考えあってのことだったんだな」

　薄手のパーカーの裾すそをぎゅっ、と握っている領家に、そう声をかける。

「も、もちろんだとも！　見られて恥ずかしい、などというのは恋愛至上主義の価値観に身を置く者の発想だ」

「しかしそれは、ここに置いておいて誰かに持っていかれてしまうのは惜しいな。……そうだ、かわりに俺が着ていけば、こちらの方の変装にもなって丁度いいんじゃないか？」

「そ、そうだな。なかなか気が利きくじゃないか」

　領家はそう返し、またぎゅっ、と裾を伸ばすように引っ張って下を向いた。

「どうした？　早いとこここから退散しないと、もしかしたら追っ手が来ているかもしれないし……」

「うるさい、分かっている！　あっちを向いていろ……」

　よく分からない怒られ方をしながらも、俺は仕方なく領りよう家けに背を向けた。しゅるしゅる、と衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

「……これだ。ほら、着たらいいだろう」

　振り向くとそこには、脱いだばかりのパーカーが差し出されていた。その差し出した手の向こう側には、当然ながら、領家の水着姿があった。

　顔を赤らめて俯うつむく領家は、もう一方の手で胸元をおさえている。だがそんなことで隠しきれるわけもなく、むしろ圧迫されてその柔らかな弾力が強調されてしまっていた。

　ホルターネックの、シンプルな構造のビキニだった。あまり派手な装飾などはないが、丁てい寧ねいに縁ふち取どりが施されていたりして、なんだか上品な印象だった。こうして見ると、領家もかなり凹おう凸とつがはっきりしている。なによりも、恥じらって顔を赤くして目に涙を溜ためているのを見ると、こう……来るものがあった。

「ジロジロと……見るな」

「す、すまない」俺は慌あわてて目を逸そらす。「でも、似合っているぞ」

　取とり繕つくろおうと思って咄とつ嗟さに言葉を継いだのだが、それがさらに領家の怒りを買ってしまったらしい。
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「だ、誰もお前に見てもらいたいなんて言ってない！　勝手に批評するんじゃない!!」

　そう言って領りよう家けは、ぽこぽこと俺の背中を叩たたいた。




　　　　◯




　監かん視し員いん詰め所の制圧を行おこなっていた他のメンバーも無事に逃げおおせたらしく、反恋愛主義青年同盟部はこうして成功裏に海水浴場での最初の作戦を完かん遂すいすることができた。先ほど刺しておいたパラソルの場所で落ち合い、無事を祝う。

　因みに俺らを妨ぼう害がいすべき立場にいるはずの女児だが、先ほどの食事のあまりの酷ひどさに落胆し、俺らにちょっかいをかける気力を失っているみたいだった。

「……なんか、間違ってたのかも」

　自らの推おし進めた恋愛至上主義の結果として粗そ末まつな食事を提供されることとなり、自分の方針に疑問を感じ始めているらしい。こうして改心してくれたら言うことなしだが、おそらく一晩寝たらもうすっかり忘れているに違いない。

　瀬せヶが崎さきは、そんな風に落ち込んだ女児をなんとか慰なぐさめようと思っているのだが、掛けるべき言葉を探しあぐねていた。クラスの好きな子にうまく声をかけられない思春期のもどかしさみたいな感じになっているが、相手は見た目小四の女児だった。

「そうだ、なにか飲み物を買ってきますよ！　せっかく作戦成功したんですし、少しくらいお祝いしないと」

　瀬ヶ崎は健けな気げにもそんな提案をした。普通の男女混合グループならここで、買い出しに行った奴やつの居ぬ間に好きな女の子が他の男と仲良くなってしまうルートに入ることだろうが、今は他に俺しか男がいないし、何よりも相手が見た目小四の女児だったので競合相手のいるはずもなかった。

　いつもなら、「打ち上げなど、そんなリア充じみた真似ができるか！」などと叱しつ咤たする領りよう家けだったが、

「ああ、頼む。気が利きくな」

　と、提案を快かい諾だくした。なんだかどことなく顔が緩ゆるんでいて、嬉うれしそうに見える。海水浴場で演説を成功させたことを喜んでいるのだろうか。

「俺も一緒に行く。一人じゃ大変だろ」

　俺はそう声を掛け、瀬ヶ崎の横に並んだ。

「ありがとう。それじゃ、行こうか」

　浜辺を横切って自動販売機の置いてある場所まで向かう。コンクリートの舗ほ装そうがなされている場所まで上がると、足が急に軽くなった。砂に足を取られながら歩くのに慣れてしまっていたのか、違和感がある。

「あそこで買おうか……なにか、彼女が好きな飲み物って、あるかな？」

　健けな気げな様子でそう言う瀬せヶが崎さきだが、不思議と親身に相談に応じる気にはなれなかった。

「甘いものだったら、何でも好きだぞ。あ、炭酸はダメだけどな。……みんなに訊きいてからくればよかったな。まったく、こういうところで、普段非リア充をやっていることの支障がでるな……」

　自じ虐ぎやくをしつつ、部員が飲みそうなものを想像する。

　と、そんな風に迷っている最中だった。

　女児に何を買うべきか真剣な顔つきで長考に入っていた瀬ヶ崎に、なんかゴテゴテした女が二人近づいてきた。

「ねー無理、まじイケメンなんだけど」「ヤバ、あれじゃん、モデルとかやってる系？」

　よく分からない方言で話しかけられ、瀬ヶ崎は曖あい昧まいな愛想笑いを返した。

「いま二人？　だよね？」「じゃ、ちょーどいいじゃん、遊ぼ遊ぼ」

　何故か勝手に話が進められている。そして俺の方にはほとんど目もくれていない。なにより瀬ヶ崎が、思考のリソースを「女児にどんな飲料を買うべきか」に割さきすぎていて、まともに応対できていない。

「ちょ、ちょっと！　俺らは……」

　仕方なく俺が、どもりながらそう言って瀬ヶ崎の腕を摑つかむ。すると、その女二人組はぷっ、と吹き出した後、ゲラゲラと笑った。

「てか、嚙かみすぎ」「てか、君には訊きいてないっていうか～」「そーそー、なんかドーテーっぽいし」

　なぜか貞てい操そうが透視されてしまっていた。

　リア充がよく攻撃に使う『童どう貞てい』というパワーワードの直ちよく撃げきをくらい、俺がたじろいでいる時だった。

　ぬっ、と俺の背後におどろおどろしいオーラが広がる。その瞬しゆん間かん、笑っていたチャラい女二人組が、「ひっ！」という悲鳴と共に表情を引きつらせた。

　恐る恐る振り返るとそこには、憤ふん怒ぬの形相で仁に王おう立だちする反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるの姿があった。

「消えろ」

　そう一言発すると、女子二人組は不自然な笑みを浮かべながら、そそくさと退散していった。

「領家……助かったよ、ありがとう」

　普段は俺以上にコミュ障な領家だが、議長としてのモードに切り替わっているからか、リア充に対しても怯ひるまずに対たい峙じできていた。

「なんだか遅いと思って見にきたら……あんな奴やつらなど、無視すれば良いのだ。何故、口をきいた」

「なんというかその……俺の、非リア充としての卑ひ屈くつな部分が出てしまってな」

「違うな、初めて女に声を掛けられ、舞まい上がっていたんだろう！　後でまた自己批判書を提出してもらうからな!!」

「そんな……」

　リア充に絡まれた上に何故か自己批判を要求されるという、散々な目に遭あってしまった。




　反恋愛主義青年同盟部の面々は、パラソルの下でひしめき合いながら飲み物を片手に休きゆう憩けいしていた。強い日差しというのは非リア充にとって大敵だ。まず、普段から建物の内部に引きこもっている時間が長いため、急に光を当てられると身体がびっくりしてしまうのだ。それに、日光を浴びているとなんだか朗ほがらかな気分になり、リア充を憎む気持ちが弱まってしまう。

　狭い場所に身体を寄せあっているので、相手との距離が若じやつ干かん近い。しかも水着で露ろ出しゆつしている肌面積が多いので、下手に動くと肌と肌がくっついてしまう。

　そんな中、海水に足をつけながらビーチボールを撥はね上げて遊んでいるリア充男女四人組を見てギリギリと歯ぎしりをしていた領りよう家けが、耐えかねたようにこう提案した。

「せっかくこうして思想の再確認のための時間を割さいてまで海に来たのだ、ここで恋愛至上主義打倒のための戦闘訓練を行うのが良いだろう」

　彼女はそう言うと、手にしていた飲み物を、喉のどを鳴らして一気飲みした。

「訓練って……でも、何するんだ？　戦闘に関わるようなことをこんな公衆の門前で展開したら、すぐに国家権力の知れるところとなってしまうぞ」

　俺が言うと、領家はしかし自信満々に返答した。

「心配ない。ちゃんとこの海水浴場に馴な染じみ、かつ実戦的訓練となる方法がある。準備をするから、少し待っていろ」

　そう言って彼女は、売店のある方へと駆け出していった。




　数分後に領家が戻ってくると、その両手には、身長の半分くらいの長さがある立派な棒ぼうと、ネットに入った大玉のスイカがあった。

「スイカ割りだ！」

　朗ほがらかな顔で領家が言う。たしかに海水浴場ではおなじみの遊びで、少なくとも怪あやしまれることはないだろう。しかし……

「それがどうして、訓練に繫つながるんだ……？」

　俺が問うと、領家はふんっ、と鼻を鳴らしてから応じた。

「高砂たかさご、やはりまだ勉強が足りないようだな。昔の活動家の間では、ゲバ棒ぼうで敵対者の頭を割ることを『スイカワリ』と呼称していたのだ。このスイカ割りという行為は一見、リア充の遊ゆう戯ぎとみなされがちだが、実は古くから伝わる由ゆい緒しよ正しい戦闘訓練なんだぞ！」

　なんだかいろいろとおかしい気がするが、俺は「なるほど……」と適当に相あい槌づちを打っておいた。

「で、スイカ割りって、どういう遊びなんだ？」

　話には聞いたことがあるが、実際にやったことはない。俺が問うと、領りよう家けがこちらを小馬鹿にした口調で応じた。

「なんだ高砂たかさご、やったことがないのか。これだから非リア充というのは難なん儀ぎだな。まぁいい、スイカ割りというのはな……この棒ぼうで……その、スイカを割る競技……？　だ」

　あからさまに曖あい昧まいだった。領家もやったことがないに違いない。

「そんなことは知っているよ。あと目隠しもするんだろ。それで他人に言葉で誘導されながら、スイカのある場所へと向かうんだ。俺が知りたいのは、どうやってそれを多人数で楽しむのか、その行為のどこにゲーム性があるのか、ってことだ。決して安くはないスイカを、包ほう丁ちようで切れば綺き麗れいに切断でき皆で快適に食べられるというのに、わざわざ棒で割るなどという野や蛮ばんな方法にしてしまう代だい償しようとなるだけの面白みがなければ、いかに頭の弱いリア充だってそのような愚行に及ぶことはあるまい。もっと何か、俺らの知らないルールがあって、それが『スイカ割り』を面白くしているんじゃないかと思ったわけだ」

　俺の指摘に、皆が考えこむ。

「たしかに」「そうですね、そんな下らない遊びに興じるとは、さすがにリア充といえども考えにくいです」「割れちゃったらそれで終わりで、他の人は遊べないもんね」「さすがは非リア充の鑑かがみ、高砂先せん輩ぱいです！」

　なんだか天あま沼ぬまに軽くディスられた気がするが、一々つっこんでいては身がもたない。

　領家も俺の意見に同意だった。

「その指摘は正せい鵠こくを射ている。いかに恋愛至上主義に骨抜きにされてしまったリア充といえども、『皆でわいわい楽しめれば何でも良い』というほどの低知性には陥おちいっていないだろうからな……。誰も知らないのなら、仕方がない、我々でルールを想像し、反恋愛主義青年同盟部式スイカ割りを作り上げようじゃないか！」

　こうして俺らは独自のスイカ割りルールを制定するべく議論を開始した。論戦は白熱し、一時は「スイカとは何か」「球形とは」「『割る』ということの意味」「意味とはそもそも何なのか」にまで遡そ及きゆうしたが、なんとか決着をつけることができた。

　ルールは以下の通りだ。






（イ）甲こう乙おつの二つのグループに分かれてゲームは行われる。

（ロ）ゲームは複数のターンによって構成される。ターン内で甲と乙は攻こう撃げき側がわ・守備側に分かれてゲームを進行する。

（ハ）ゲームの開始は次のように行う。




（１）コイントスによって先攻・後攻を決める。

（２）攻こう撃げき側がわは打者を一名選出、守備側はその打者を目隠しし、スイカから十メートル以内の任意の地点に移動させる。




（ニ）ゲームは以下の手順により進行する。




（１）【ターンの開始】打者は開始地点において、棒ぼうを支えにして十回転する。守備側はこのとき、十回転に満たないと思われた場合に異議を申し立てビデオ判定に持ち込むことができる（チャレンジ）。チャレンジ成功の場合は、打者にさらに十回転のペナルティが加えられ、失敗の場合は守備側のチャレンジ可能回数を減じる。一ゲームでのそれぞれのチームのチャレンジ可能回数は、二回である。

（２）【誘導】誘導は守備側により行われ、三回のインストラクションが可能である。




（Ａ）インストラクションとは単一の命令文であり、日本語で書き下したときに十文字以内に収まっている必要がある。

（Ｂ）攻撃側は誘導の間、任意のタイミングで、そのターンに一度だけインストラクションを行うことができる。




（３）【行動】打者は一度のインストラクションにつき三歩以内で、自由に動くことができる。また、棒を振り下ろすことができる（スイング）。

（４）【ターンの終了】スイングによりターンは終了する。




（Ａ）スイングによりスイカが割れた場合、攻撃側の勝利となる。




（あ）スイカが割れる、とはスイカに入った亀き裂れつの長さが、スイカ全体を包含する最小の球の大円の長さの半分を超えることである。




（Ｂ）スイカが割れなかった場合、攻守は交代する。このターンの打者のスイング地点に次の攻撃側の打者が立ち、（１）に従ってゲームを再開する。




（ホ）ゲームに利用されたスイカは、甲こう乙おつの別なく、協力して完食しなくてはならない。








　以上が反恋愛主義青年同盟部式のスイカ割りである。ゲームの肝きもは、誘導が守備側によって主に担になわれている、と分かっている点だ。スイカの反対方向へばかり誘導していては見透かされて逆方向へ行かれるし、何より、攻守交代した際に自分たちも遠いところからスイカを狙ねらいに行かなくてはならなくなる。

　また、むやみにスイカに近づいた状態でスイングしニアミスすると、相手側に大きなチャンスを与えてしまうことになる。攻撃側に与えられた一回のインストラクションは主にスイングの指示のために用意されているが、時として次の敵側の攻撃に備えて、敢えて打者をスイカから離す、という戦術をとることも可能だ。

「完璧なルールが完成した！　こうして原始的な要素をうまくスポーツへと昇華できるのも、我々反恋愛主義青年同盟部の知力のおかげだ、リア充ではこうはいかないだろう！」

　単純な遊びに対して難しく考えすぎだったのでは、という不安が一いつ瞬しゆんよぎったが、皆が満足そうな顔をしているので言い出し辛づらかった。

「さぁ、早速このルールでスイカ割りを試してみようじゃないか！　……あれ、スイカと棒ぼうはどこへ行った？」

　見ると、先程まで近くに置いてあったスイカと木の棒がなくなっている。スイカを包んでいたネットだけが無残にもそこに放置されているが……

「あっ……あれです！」

　天あま沼ぬまが鋭するどくそう言って指をさす。

　その先には、棒を振りかぶった女児。そしてその足元には、大玉のスイカ──

　おそらく俺らの結論が遅すぎ、じれったくなったのだろう。

　パラソルで安あん穏のんとしていた反恋愛主義青年同盟部の一同は、即座に駆け出した。しかしそれは、女児が棒を振り下ろすのには全く間に合わず……

　パンッ、と小気味の良い音が響ひびいた。

　次の瞬間そこには、綺き麗れいに真っ二つに割れたスイカと、満面の笑みでこちらを見る女児の姿があった。




　　　　◯




　女児が割ってしまったスイカを、借りてきた包ほう丁ちようで分割して皆で食べる。そういえば今年はこれが初めてのスイカだ。なかなか美う味まい。

「まぁ、未来の反恋愛主義を担になう者の訓練になったのだから、それで良しとしようじゃないか」

　シャクシャクと音を立ててスイカにかぶりつく合間に、領りよう家けがそう結論づけた。皆も少し惜しそうにしながらも、年少の女児を咎とがめる気にもなれず、領家の総そう括かつに頷うなずいていた。

　天沼は、目隠し用に準備しておいた「武運長久」の手ぬぐいが不要になったのが悔くやしいのか、ハチマキとして頭に巻いてスイカにかぶりついている。

　スイカを食べ終わった西にし堀ぼりは、パラソルより少し海の側に寄った場所で、砂で何かを作っている。同じく早々に食べ終えてしまった女児は、何やら気に入っているらしい彼女に絡もうとするのだが、西堀の方ではそれを鬱うつ陶とうしがって邪険に扱っている。突き放されてしまった女児を神しん明めいさんが構おうとするのだが、主に胸の件で敵視されているので、逃げられてしまう。海水浴場に来たというのに、完全にいつもの構図だった。

　瀬せヶが崎さきはパラソルから離れて遊ぶ女児を、少し離れた所で見守っている。どうやら自分からはグイグイと行けないタイプらしい。彼のシャイな一面が垣かい間ま見みえ、ほっこりするエピソードのように思えるが……相手が女児であることを考えあわせると、げんなりしてしまう。

　領りよう家けはといえば、久しぶりに強い直射日光を浴びたからかバテていて、パラソルの下でぐったりとしている。炎天下で演説したことも、その消しよう耗もうに大きく影響していることだろう。俺は団扇うちわでその顔を扇あおいでいた。

「スイカまだ余ってるぞ、食べるか？」

「……いらない」

　普段、反恋愛運動に勤いそしんでいるときは活発そうに振ふる舞まっている領家だが、教室では口数少なく目立たない非リア充だ。体育の成績も下から数えた方が早いくらいで、基本的には非リア充一般に見られるような虚弱体質なのだ。

「あんなに無理するから……」

　俺がそう言いかけると、領家は弱々しい声で応じた。

「無理など、してはいない。ただ私は自らの意志の赴おもむくままに、行動したにすぎないのだ。……反恋愛革命を成し遂とげんとする、私の内なる炎が……」

　言葉はそこで途切れ、領家は目を閉じて息を整えている。

「……少し、寝てろ」

　俺の言葉に領家は、今回は素直に従った。

「そうする。……すまないな」

　しばらくすると領家は、静かな寝息をたてはじめた。もしかしたら合宿での講義のための準備やら何やらで、ここ二日ほどあまり眠れていないのかもしれない。

　何事にも手を抜くことができない領家は、議長という役職にふさわしく、まさしくこの部の指導者であり精神的支柱だ。俺らは引っ張っていってくれるそんな彼女につい頼りがちになってしまうが、しかし領家は一方では、ごく普通の女子高生にすぎないのだ。

「どうしてそんな……頑張ってしまうんだろうな」

　俺は領家の寝顔を扇ぎながら、ぽつりとそんな独り言を漏もらした。

「……センパイ、私の存在、忘れてません？」

　と、スイカを片手に持った天あま沼ぬまが、横からひょっこりと顔を出してきた。

「わ、忘れてるわけないだろう」

「じゃあ、今の独り言っぽいやつも、私に聞かれてもいいと思って言ってたんですね？　薫かおるちゃんに伝えちゃっていいんですね？」

　天沼は俺とふたりきりになると、こうして急にフランクな態度になる。それは鬱うつ陶とうしいといえば鬱陶しいが、それだけ気を許されている、という考え方もできるわけで……いや、無理があるな。

「すみませんでした。領家には言わないでください」

　態度の悪い後こう輩はい女子を注意できないばかりか、敬語で真剣に懇こん願がんしてしまっていた。

「まぁいいですよ、サゴっち先せん輩ぱいですからね、薫かおるちゃんにしか目がいってないっすからね」

「……そんなことはない。ちゃんと古参メンバーとして、部員ひとりひとりのことを見ている」

　俺がそう応こたえると、天あま沼ぬまは胡う散さん臭くさいものを見るようにしてこちらの顔を覗のぞき込んだ。

「噓うそくさいっすね。じゃ、テストしますよ。昨日から私、いつもとちょっと違うとこありませんでしたか？」

「前髪を切ったんだろう」

　俺が即答すると、天沼はちょっと驚いたように目を丸め、ぱちぱちと拍手をした。わずかにだが頰ほおが染まっている。

「てかセンパイ、気づいたら言いましょうよ。そーいうところが、非リア充の非リア充たる所以ゆえんなんですよ」

「待て、気づいて指摘したとして、『うわ、細か。てかなんで私のことそんな注目してんの。キモ』って思われたらどうするんだよ。ストーカー疑惑が持ち上がるぞ」

　俺のその反論に、天沼はケラケラと笑った。

「そうやって自己評価低すぎるところとか、本当カワイイっす」

「う、うるさいな！」

　そんな風に天沼と会話……いや、一方的に俺がからかわれていると、神しん明めいさんがとぼとぼとこちらのパラソルに向かって歩いてきた。
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　どうやら女児と仲良くなることに、またしても失敗したらしい。よく見ると、水着で際立った胸の谷間に砂がたくさん付着している。おそらく女児に投げつけられたのだろう。

　俺がそんな姿に心を痛めて、その谷間をじっと眺めていると、横にいた天あま沼ぬまに「てりゃ」とチョップされてしまった。

「なんで嫌われちゃったんだろう……私、何か悪いことしたかな？」

　神しん明めいさんが悲しげな面おも持もちで問いかけてくる。まさか「胸が大きいせいで、女児に妬ねたまれている」などと言うわけにもいかず、俺は適当に笑ってごまかした。

「あっ、薫かおるちゃん寝付けたんだね、よかった。ね、高砂たかさごくんも皐さつきちゃんも、遊んでおいでよ。こっちは私が見てるから」

　神明さんはそう言って、俺の手から団扇うちわを奪った。

「ほらほら、こういうのは先せん輩ぱいの役目なんだから」

　そう言って笑い、領りよう家けに優しく風を送りはじめた。普段、領家がリーダーシップをとってしまっているから神明さんがあまり表立って先輩としての役割を果たすことはない。しかし誰よりも皆をよく見て、気付き、それとなく繊せん細さいに配慮してくれるのが彼女だ。

　俺と天沼は、領家を任せることにして、他のみんなが集まっているあたりに向かった。




　　　　◯




　西にし堀ぼりは砂で禍まが々まがしい城を黙々と築きあげていた。トゲトゲがやたらと生えており、どうやって作ったのか全く想像がつかない。

　女児はもうそれには飽きたのか、今は天沼の方にかまってもらおうと躍やつ起きになっている。天沼は天沼でマイペースに、「のし」と呼ばれる古式泳法を駆使して自由自在に海を泳ぎ回っていた。女児はそれに追いつこうと必死でクロールを泳ぐのだが、天沼は変な泳ぎ方のくせに異常に速く、追いつけない。

　女児は疲れてきたのか、クロールがおぼつかなくなって溺おぼれかける──が、すぐに瀬せヶが崎さきの手が差し伸べられ、無事に浜辺へと送り届けられた。

　……なんだか統一感を欠いた海水浴風景だったが、まぁこれが型にはまらない反恋愛主義青年同盟部方式だろう。

　俺は海に潜もぐって綺き麗れいな石を探していた。旅行に行くたびに、宝石っぽいガラスが嵌はめこまれたキーホルダーと旅先で拾った綺麗な石を持ち帰るのが習慣になっている。かなり幼よう稚ちだと自分でも思うのだが、小さい頃からやっているので、ここで止めてしまうのも惜しい気がするのだ。

「何をやっているんだい」

　ぷはぁ、と海面から顔を出した俺に、女児が問いかける。今は他のメンバーが近くにいないから、いつもの尊大な口調に戻っていた。

「綺き麗れいな石を探しているんですよ。持って帰ろうと思って」

　どうせ馬鹿にされるだろうと思っていたが、意外にも女児は、「うむ」と頷うなずき理解を示した。

「それは確かに重要な仕事だ。君もなかなか、人間にしてはいい目線をしているじゃないか。どれ、私も手伝ってやろう」

　こうして女児と俺は、海に潜もぐったり浮かんだりしながら、海底にある綺麗な石を見つけ出し、品評して、至高の石を探し求めた。とても高校生のやる遊びとは思えないし、なによりも人類を駆使して地球を征服せんとしている女児のやることではない気がするが……まぁ、割りと楽しかった。




　満足のいく石が見つかって陸おかへ引き揚あげると、そこには神しん明めいさんと領りよう家けの姿はなく、代わりに西にし堀ぼりが留守番をしていた。

　二人の行方を問うと、西堀は少々不安げな顔で答えた。

「お手洗い、って聞いた。……でも、なんか時間がかかりすぎてる」

　領家が途中で倒れたりしているかもしれない。念のため、俺と瀬せヶが崎さき、天あま沼ぬまは、バラバラに分かれて捜索を始めた。

　歩みは自然と速まる。領家のことだから大丈夫だろう、という楽観的な気持ちと、もし万が一なにかあったら、という不安とがないまぜになっていた。

　と、俺はすぐに領家と神明さんらしき人影を、海の家近くに見つけた。壁に沿うように自販機が並んでおり、二人はその横に、壁に背を預けるかたちで立っていた。そして彼女たちを追い詰めるように、茶髪の男二人組が迫っていた。

　先ほどと、逆パターンだ。

「いやー、二人とも可愛すぎるっしょ？」「てか高校生？　俺ら大学生なんだけど」

　そう言いつつ、二人は領家と神明さんを追い詰めていく。領家はキッ、と相手を睨にらみつけ、神明さんは領家の手を握って、助けを求めるようにキョロキョロと辺りを見回している。

「そんな警けい戒かいしなくてもいいって、仲良くなりたいだけ」「せっかく海に来たんだからさ、開放的に遊ぼうよ～」

　先刻逆の立場で迫られていた時には強く出られなかった俺だが、今は何も考えずに駆け出していた。

　ジリジリと距離を詰めていたリア充と二人の間に、俺は身体をねじ込んだ。

　油断しきっていた男二人組は、いきなりの闖ちん入にゆう者しやに驚き、一歩退しりぞく。

「……何だァ、テメェ」「今、俺らが話してんだよ」

　少し慌あわてながらも、二人はチンピラ風の変な巻き舌を使った声でこちらを威圧してくる。しかし俺は一切の躊ちゆう躇ちよなく、領りよう家けの手を取って言い放った。

「こいつ、俺の彼女なんで。こっちはその友達」

　領家の手をぎゅっ、と握り、神しん明めいさんに目配せをする。

　そのまますごすごと引き下がるのが癪しやくなのか、一方の男はペッ、と地面に唾つばを吐き捨て、もう一人の方は片眉を歪ゆがませて俺に顔を寄せ、睨にらみつけてくる。

「その事と、俺らがコイツらと喋しやべるのと、何の関係があンだよ」

「だいたいな、テメェみてえな冴さえない奴やつには不釣りあいだろ。二人だって、ガキよりも金も余裕もある俺らと遊んでる方が楽しいに決まってんだろ。分かったらさっさとおウチ帰ってアニメでも観てシコって寝てろ」

　二人はそう言うと、ゲラゲラと笑った。そしてぽん、と俺の肩に手を載のせる。

　しかしその手は、パンッ、という鋭するどい音とともに弾はじき飛ばされた──俺の後ろにいた領家が、払いのけたのだ。

「……高砂たかさごに、触れるな」

　領家の声は震ふるえていた。それは怯おびえからではなく、強い怒りを感じさせるものだった。

「あァ……？」「なんだこのアマ」

　手を叩たたかれた男が、領家の腕を摑つかもうと迫る。俺はとっさに、その手首を摑んだ。

　自分への罵ば倒とうは軽く聞き流せるが、領家への暴言は絶対に許せなかった。俺は手首を握りしめたままで、怒りに任せて罵声を浴びせかけた。

「ダサいんだよ、お前ら。どうせ大学で同年代の女性に相手にされないから、高校生狙ねらってんだろ。それに何か垢あか抜ぬけないチャラさだ。おおかた大学入るときに髪染めたりしたんだろ。高校の卒業アルバムで、地味な容姿のお前らがにこやかな笑顔で他の奴らと一緒にピースサインを作っているのが目に浮かぶんだよ。大学の奴らから、きっとお前らの入れてもらってないＬＩＮＥのグループで、『大学デビュー』とか『キョロ充』って渾あだ名なで呼ばれてネタキャラ化されてるぞ。『デビューからご飯誘われたんだけどｗ』『（笑い転げてるスタンプ）』『（卒業アルバムの写真をクリップした画像）』『草』『やめろ、デビューの純じゆん朴ぼくな心を弄もてあそぶな！』『キョロっちのツイートをミュートしてる奴のセリフじゃねえｗ』『デビューくんの一挙手一投足、心の底から興味ない』たぶんこんな感じだぞ」

　俺のその言葉に、一いつ瞬しゆん二人の顔が曇くもった。おそらく何か心当たりがあったんだろう。

「てめえ、調子くれやがって！　いつも学食の席取りなんてやらされてねえぞ！」

「そうだ、俺が家でぼんやりツイッターみてたら、知らされてない飲み会の画像が回って来たりなんかしてねえ!!」

　二人はそんな悲しい情報を開かい陳ちんしながら、殴りかかってくる。

　──が、その拳こぶしが俺に届く前に、すこーん、とビーチサンダルが一足ずつ二人の顔に直ちよく撃げきした。

　飛んできた方向を見ると、天あま沼ぬまがいた。

　いきなり飛来したサンダルにしばらく怯ひるんでいた男たちだったが、すぐにまた俺に襲おそい掛かってくる。

　一方、天沼はその間にもう、こちらとの距離を詰めていた。流れるように二に閃せん、足払いを入れると、男たちは面白いようにすっ転んだ。それから器用にサンダルを足だけ使って履はくと、仰あお向むけに倒れた男のみぞおちに足を載のせた。

　冷え冷えとした眼差しで、天沼は男たちを見下ろしていた。その目には女子高生とは思えない、異様な威圧感があった。

　男は二人とも言葉を失い、寝そべったままで硬直している。

「こいつらどうしますか？　一応、監かん視し員いんに引き渡しておきます？」

　天沼はハチマキで二人の腕をきつく縛りながら、俺に問うた。

「そうだな。恨うらまれてまた仕返しされないとも限らないし……」

　そんな風に返答すると、横合いから女児が話しかけてきた。

「ねぇ、もう疲れた。宿に戻りたい」

「それはわかるが、こいつらをどうにかしないと……」

　そんな風になだめるが、女児はいたく不満らしい。そんななか、天沼が二人を縛り終えて一いつ瞬しゆん視界から外した時──二人の姿が、忽こつ然ぜんと消えた。

　へたり込んで、「もっと私がちゃんとしてれば」と自分を責める神しん明めいさんを慰なぐさめた後で、天沼が戻ってくる。

「あれ、あの二人、どこ行っちゃったんですか？　逃げた？　センパイ、ちゃんと監視しといてくださいよ～」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらも、天沼の言葉に作り笑いを浮かべて応こたえる。

「……そうだな、すまん」

「しょうがない、じゃ、帰りますか」

　天沼はそう言ってまた領りよう家けと神明さんの所へと向かい、二人と一緒に俺らのパラソルへと向かっていった。

　女児は俺の横で、「ふわぁ……」と欠伸あくびをしている。

「……何をした」

　問うと、女児は目をこすりながら応える。

「ちょっと彼らに移動して貰もらっただけだよ。待っていられないからね、君たちの手間を省いてあげたんだ。要するに、彼らが我々に、危害を加えられないようにすればいいんだろう？」

　俺は言葉を失う。そうだ、彼女は見た目こそ小四の女児だが、その実体は人類の創造主にして超越者なのだ。最近あまりに女児女児しい側面ばかり目立っていたから、頭から抜けていた。

　それと時を同じくして、とある河原に海パン姿の男二人が突とつ如じよとして現れていた。そこでは彼らの仲間がちょうどバーベキューでわいわいと盛り上がっており、二人はそれを知らされていなかったという。俺はそのことを合宿から帰った後、ネットに流れる胡う乱ろんなうわさ話として知ることになった。




　いろいろとあったが結局大した問題もなく、俺らは海での作戦を終えた。

　宿への帰路、俺と領りよう家けは並んで歩いていた。領家は先ほどの事件のあとで口数が少なくなっており、歩くのも心なしか遅い気がする。俺はそれに合わせるようにして、歩幅を小さくして歩いた。

「あの、お前が割り込んできたとき、言ってたが……なんか、私が、お前の彼女だとかなんとか」

　領家はぼそぼそと、そう喋しやべりはじめた。

「ああ……そんなことも、言った気がするな」

　俺がそんな風に応じると、領家はぎゅっ、と両手に握りこぶしを作って、憤ふん慨がいしたように言った。

「……私は、いつお前の彼女になったんだ！」

　横で並んで歩く領家の横顔が、ほのかに赤く染まっている。確かにもうちょっとマシな噓うそをつけばよかったかもしれない。

「悪かったよ、あの時はあれくらいしか思いつかなかったんだ。……あとで、自己批判書でもなんでも提出する」

　俺が頭を搔かきながらそう言うと、領家はしかし、

「……べつに、いい。その件に関しては……不問に付す」

　と言って、それきり黙ってしまった。
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　こんな風にして様々なことが起こった海水浴場での作戦を終えて宿へと帰ると、その家の娘である文ふみが出迎えてくれた。

「お帰りなさい。ここの海はどうでしたか、楽しめました？」

　にこやかな笑顔でそう問う。どうやって誤ご魔ま化かして答えたものかと思案していると、領家が代わりにその質問に応じた。

「我々は反恋愛主義青年同盟部だからな、海でチャラチャラと遊ぶリア充はすべて敵だ。奴やつらを『恋愛』なる幻想から引きずり出すための闘とう争そうを行おこなってきたのだ」

　あまりにストレート過ぎる物言いだったが……文は、領家の話に純粋な興味を抱いていたようだった。

「なにそれ、おもしろそう！　ね、もっと詳しく聞かせて」

　人見知りするタイプの領りよう家けは、そんな同年代の女子からの親しみを感じさせる言葉に若じやつ干かんもたつきながらも、「い、いいだろう」と頷うなずき、部屋に彼女を招待した。




「こうして我々は大おお晦日みそかと元日にまたいで行われる初はつ詣もうでにおける偵てい察さつを皮切りとして、放送室占拠による部員倍増作戦を展開し、学校をバリケード封ふう鎖さしてバレンタインを完かん膚ぷなきまでに粉砕した！　さらに、おぞましきリア充製造工場と化していたスキー合宿を妨ぼう害がい、新入生歓迎イベントを台無しにし、我が校における恋愛至上主義を徹底的に打ち負かしたのだ！　そして次に我々が目をつけたのは、この国の全土、その端たん緒ちよとしてリア充の巣そう窟くつ、海水浴場での反恋愛運動を行おこなっている。ゆくゆくは世界各地へと運動を広げていき、全世界同時革命を目指していくのだ！」

　領家の喋しやべりは、最初こそ訥とつ々とつとしていたものの、文ふみと打ち解けていくに連れて雄弁になっていき、最後にはいつも以上に勢いづいた語り口になっていた。

　聞き手の方の文も乗せ上手で、適度に相あい槌づちをはさみながら領家の話を巧みに引き出していった。普段よく耳にするリア充の空くう疎そな応答とは違い、本当に興味深そうに聞く。長年この家の娘として仕事を手伝ってきたからなのか、なんだか洗練された技を感じさせた。

「今日も活動したんでしょう、どんなことをやってきたの？」

　文が楽しそうに目を輝かせながら聞くと、領家は「うむ」と大きく頷いてから、今日の作戦を朗ろう々ろうと語った。

「海水浴場には、監かん視し員いんが周りを見渡すための台が立っているだろう？　あそこから演説を行ったのだ！　海でチャラチャラと遊んでいたリア充にとっては晴天の霹へき靂れき、突とつ如じよ我々によって突きつけられた真実に、奴やつらは海よりも顔を真っ青にしながら、ダラダラと脂あぶら汗あせを全身から流し、隠れていた岩をどけられてしまったフナムシのように一目散に浜辺から退散していった！　普段、大勢に付ふ和わ雷らい同どうするだけで何も考えていない恋愛至上主義者は、自分へ向けられた批判に対応することができず、こうしてオロオロとしてしまう他ない。そんな彼らの弱さを用いれば、恋愛至上主義者を駆く逐ちくすることなど造ぞう作さも無いことなのだ！　我々はこうして、反恋愛主義青年同盟部の運動が、校外でも十分に通用することを確認できたわけだ！」

　実際には、「なにあれ……」「夏の暑さで頭をやられたんだろ」「海水浴場でヘルメット着用って、変態くさいな」などという反応が大半で、演説後も楽しそうに海水浴をエンジョイしていたのだが……わざわざツッコミを入れるような野暮な真似はしない。

「楽しそう！　私も見たかったな……」

「それだけではないぞ、我々はさらに、戦闘訓練も行った！　……」

　領家がそうやって語るのを聞く文の顔に、羨せん望ぼうの色が滲にじんでいた。

　しばらく楽しそうに聞いていた後で、彼女は時計を見上げ、慌あわてたように立ち上がった。

「晩ごはんのお手伝いに行かなきゃ！　……また後で聞かせてくれる？」

「うむ。いくらでも話そう」「絶対だよ」

　文ふみはそう言って領りよう家けに手を振って笑い、部屋から出ていった。
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　豪勢な夕食を終えると、海に入った疲れもあって異様に身体が重くなってきた。一方、部屋に帰ってきてすぐにお昼寝を始めた女児はまだ元気があり、「建物の中を探検したい」などと言い出した。

　一人で行かせると何をしでかすかわからないので、仕方なく俺もついていく。

「……やはりこういった年季の入った建物には、趣おもむきがあるな」

　俺と二人きりになったのでいつもの尊大な口調に戻ったが、怖いのか若じやつ干かん声が高い。

　木造のその建物は、たしかに長い年月を感じさせる風格を備えている。梁はりや柱は黒々として、古くからそこで家を支えていたことを思わせる。見方によってはそれはおどろおどろしく映るのかもしれないが、新築の派手派手しさには表現できない重みは、むしろ落ち着いた穏おだやかな印象を呼び起こすようでもある。

　夏の暑い盛りではあるが、長い板張りの廊下は、とくに夜になると不思議と冷えた。ひたひたと足に伝わる冷感が、火ほ照てった身体に心地よく染み入っていく。

「これ、すたすたと先に行くんじゃない！　こちらの歩幅を考えろ!!」

　女児はそう言って怒りながら、とてとてと俺の方へ向かって駆けてくる。自分で探検するなど言い出したわりに、やっぱり怖いらしかった。

「まったく……そういうことに配慮ができないから、女子からモテないんだぞ」

「はいはい」

　そんな下らない会話を交わしている時だった。行く手にある部屋から、何やら物音が聞こえる。女児は「ひっ」と短く悲鳴をあげて、俺の腰に抱きついてきた。

　耳を澄ますと、二人分の声が聞こえる。声は高くなったり低くなったり、不安定に揺れ動いている。どうやら言い争いをしているらしかった。

「別に、おばけじゃねーよ。あんまり盗み聞きするのも趣しゆ味みが悪い、そろそろ戻るぞ」

　俺は女児の頭にぽん、と手を載のせ、そう言った。女児はギュッ、と俺の腰元に抱きついたまま、頷うなずく。

　と、漏もれ聞こえてきていた声が一段と高く、大きくなった。かと思うと、ダンッ、ダンッ、と床ゆかを荒々しく踏ふみ鳴らす音が続く。

　まずい──そう思った時にはもう、戸が開いてその部屋から人が飛び出してきていた。

　泣いているのか、手の甲で目のあたりを押さえている。俺たちに気付く様子もなく、こちらに向かって駆けてきた。

　それを避よける余裕もなく、ドンッ、と俺の胸板に、その人の頭がぶつかった。

「す、すみません……失礼します」

　その人は他でもない、先ほど俺らの部屋で楽しげに話を聞いていた文ふみだった。

　俺はほとんど反射のように、その手首をつかまえた。細く、しかしそれとは裏腹な強さを感じさせる腕だった。仕事をしている腕だ、そう思った。

「あっ……反恋……部の……高砂たかさご、さん……？」

　文はしゃくり上げながらそう言った。泣いているところを見てしまったバツの悪さから、何を言えば良いのか戸惑っていると、彼女の方から謝ってきた。

「……すみません、こんな、みっともないところ見せてしまって」

「そんな、こっちこそ……勝手に宿の中、歩きまわったりして」

　女児が無言でハンカチを渡す。と、文は小さく「ありがとう」と言ってそれを受け取った。俺自身はハンカチなんて携けい行こうしていないが、いつも女児には持たせていたことが功を奏した形だ。

「後で、洗って返しますね。本当にありがとう」

　涙を流しながらも文は、女児に笑いかける。その顔と、先ほど部屋に遊びに来た時の、明るいながらもどこか陰のある様子が重なる。

　他人に干渉しすぎるのは良くないことだ──そうやって自分に言い聞かせて自制しながらも、しかし結局そのまま放っておく気にはなれなかった。

　俺は女児の頭をくしゃっ、と撫なでてから、言った。

「この後、もしよかったら俺らの部屋に来ませんか──俺、待つんで。文さんが、泣き止むまで」

　彼女ははっ、と息を吞のんで俺をみると、またぽろぽろと大粒の涙をこぼし、しゃくり上げた。




　文が落ち着くまでしばらく待ってから、彼女を引き連れて自分たちの部屋へと戻った。

　俺が文を連れているのを見つけると、皆はじめは喜んでいたが、次第に彼女の様子がおかしいことに気づき、静かになった。

　俺は文に座布団を勧め、神しん明めいさんは彼女にお茶を淹いれた。ふぅ、と一息ついてニッコリ笑うと、文はしずかに語り始めた。

「こんなこと……お客様である皆に聞いてもらうなんてとても図々しいことだと思うんだけど……でも、私、他の誰にも相談できなくて」

　そう前置きして始めた彼女の話は、かいつまむと次のようになる。

　この旅館の主人と女将おかみの娘である文には他の兄弟姉妹もなく、半ば強制的に跡継ぎになるように言われて育ってきた。その事自体については、文ふみは別に不満を抱いていないらしい。

　問題はその、配はい偶ぐう者しやのことだった。

　見ての通り、この旅館は築年数も相当かさみ、最近では近くの新しい旅館に客をとられ、閑かん古こ鳥どりが鳴くこともしばしばだという。

　そんな中、良縁がまとまりそうになっている。相手は、ホテルグループを経営している実業家の三男だという。そもそもこの旅館の立ち上げに際して金銭的援助をしてくれたのが、そこの創業者であり、頭が上がらない相手なのだ。そして今回、その縁談がまとまり次第またこの旅館に資金を投入し、全面的に改築するのだという。

　ホテルグループは現在、ビジネスホテルを主力にしているが、今後高級旅館など高所得者向けの展開を画策しており、既に旅館として長年ノウハウを積み重ねてきたここを活用することで、その足がかりを作りたいのだという。かたや旅館側としては老ろう朽きゆう化かのためか年々客足が遠のいており、その提案は垂すい涎ぜんのものだ。こうして両者共に得になる縁談だったのだが──そこには文本人の意志が、一切反映されていなかった。

　文はそう語り終えると、また大きく息をふぅ、っと吐き、お茶を啜すすった。

「そうか……なんだか、私たちには想像のできない世界だ」

　領りよう家けの言葉に、文が頷うなずく。

「私だって、こんなことになって驚いている、っていうのが本当なんです。家を継ぐのは構わないし、それに私、この仕事が、この家が気に入っていて。……でも、いきなり縁談だなんて」

　なんだか思っていた以上に深刻な話だった。いままで俺らが関わってきた問題は、純粋に個人の心のあり方に動かされているものばかりだったが、今回は大きな金が関わっている。文自身としてもこの旅館を残したいと思っている以上、どうするのが正解なのか分からない。

　思い起こせば、いま俺らがここにいるのは、生徒会の企画に参加してその一等を獲とったからで、背後には大たい性せい欲よく賛さん会かいが関わっている。おそらくその立ち上げに資金を工面し、そしていま縁談を持ちかけているのも、その関係者なのだろう。だから文のこの話は、間接的に大性欲賛会との闘たたかいということになる。

　天あま沼ぬまの方を見ると、その顔には複雑な思いが見てとれた。俺が見ているのに気づいて、彼女はしかめ面を返してくる。

「私、どうしたらいいんでしょう……」

　途方に暮れたように、文が言う。領家はその目をしばらく見つめて、静かに問う。

「文は、他に誰か好きな男、いたりするのか」

　ストレートなその問いに、文は一いつ瞬しゆん顔を赤くしたが、茶化さずに実直に答えた。

「それが、いないんです。好きな人がいたら、もっと答えを出すのは簡単だったと思うんです。でも、私にはそういう人がいなくて……だから母は、『それなら、丁度いいですね』なんて言ってきて。でも、私……」

　文ふみが言葉を途切れさせると、領りよう家けが優しい声で応じた。

「分かるぞ。皆が心酔している『恋愛』というものが、いまいちピンと来ていない。けれども、それを経へずに結婚を決められてしまうのも、嫌なんだろう」

　領家の言葉に、文は大きく頷うなずいた。

「私、わがままなのかな。母は、『結婚なんてそんなものだ』と言います。『大人になれば、今の選択が良かった、ってわかる』とも。でもなんだか……ダメなんです」

「ちなみに、相手の男については、どう思っているんだ」

「実は……一度も会ったことがないんです。ただ縁談がまとまった、ということしか知らされてなくて。親も、詳しくは知らされてないんじゃないかな」

　凄すさまじい世界だ。一度も顔を合わせたことのない、なんの情報もない相手との縁談。

　領家は深刻な顔で俯うつむきしばらく考えてから、文を真正面から見た。

「かなり厄やつ介かいな問題だが、できるかぎりの協力をさせてほしい。反恋愛主義青年同盟部として、文のような人間を見過ごすことはできない」

「ありがとう！」

　文は、ぱっ、と明るい笑顔になって言い、しかしすぐにその笑みをしぼませながら、続けた。

「でも、どうやって……」

「とりあえず、回答を延期するのがいいだろう。『はい』とも『いいえ』とも返事をせずにおき、先送りにするのだ。その間にまた状況が変わってくるのを、待つ。白黒をつけることの出来ない愚策だが、こういう場合に取りうる策というのは、これくらいしかない」

「そうですね……でも母は、私に『理由』を求めていて……それがなければ、縁談が勝手にまとめられちゃうから……」

「『理由』か、そうだな……」

　領家は思案顔で顎あごに手を当て、長いまばたきをした。それから頷いて、結論を出した。

「それでは、ダミーを使おう」




　領家の作戦とは、文の「好きな人」を捏ねつ造ぞうすることによって、その『理由』を作り出すというものだった。現在の恋人、であって、心に決めた結婚相手、というほどでもないので、断るには弱いだろう。だが、留保を引き出すには、その程度の理由があればいいのではないか、という考えだ。

「しかし、恋人役はどこで探してくるんだよ。文さんのクラスメイトとかだと、禍か根こんを残すことになりかねないぞ」

　俺がそう問うと、領家は「うむ」と返事をして、それからしばらく目を閉じ、黙りこんだ。

　長い黙考のあとで、領家は目を見開き、俺を見据えて口を開いた。

「高砂たかさご、お前がやれ」

「……俺？」

　確かに文ふみが泣いているところを見てここに連れてきたのは俺なのだから、何か手助けが必要とあらば率先してやるのにやぶさかではない。

「でも、客として来た男がいきなり『恋人』っていうのは、かなり無理があるんじゃないか」

「因いん果がを逆転させればいい。昔から好き合っていた文に会うために、ここに合宿に来たのだ。数々の難関をくぐり抜けて、な。そしてお前は、文の縁談を待ってもらおうと説得しに来た、とする」

　領りよう家けは静かにそう言った。なんだか合宿を使って恋人に会おうとする、公私混同のクソ野郎のような気がするが、よく考えると現実のリア充も大差ないことをやっている例がある。逆にリアリティが出るかも知れない。

「分かった、俺はそれで構わない。が……文さんの方はどうなんだ？　そんなにうまくいく公算が高いとも思えない作戦だけど」

　俺が問うと、彼女は少し慌あわてたようにまばたきを繰り返しながら、おずおずと返答した。

「私の方は、大丈夫……お客さんにそんなことまでしてもらって良いのかな、っていう心苦しさはあるけど。でも、議長さんは……それでいいの？」

　文は領家の方を見て、問うた。確かに部員を供出することになるわけだから、反恋愛主義青年同盟部の活動に支障をきたすかもしれない。議長に是ぜ非ひを問うのは、もっともなことだった。

　領家は若じやつ干かん戸惑ったあとで、小さな声で言った。

「ぎ、議長としては……構わない」

　断だん腸ちようの思いだったのか、わずかに頰ほおが赤くなっている。

「今日はもう遅い。それに文は親との話が決裂したばかりで、冷静な議論もしにくいだろう。作戦はまた明日から展開することにしよう」

　そんな領家の号令とともに、合宿二日目の活動は終わりになった。
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　三泊四日の日程中の、三日目。昨日の晴天が噓うそのように、今日は空一面が雲に覆おおわれている。いまにも雨が降り出してきそうな空模様だった。

　今日はまた部屋で反恋愛理論の座学をやる──予定だったが、昨日の文からの依頼を受け、その作戦を練ることになった。

　まずはストーリーをしっかりと固めなくてはならない。特に移住することもなくこの辺りで育った文と、東京から来た俺とが、どこで知り合いどうやって愛を育んできたか、という筋書きだ。ここが確実になっていないと、噓だということがすぐに露ろ呈ていしてしまう。また、ここで恋愛感情の深さを演出することができれば、縁談に「待った」をかけることに対する、強い説得力となるだろう。

「みなさん、よろしくお願いします」

　これから、自分が主人公のありもしないラブストーリーを捏ねつ造ぞうされることになる文ふみが、そう言ってお辞じ儀ぎをした。一晩寝た後だから、昨日よりもずっと顔色が良い。

「うむ。我々は反恋愛のプロフェッショナル、したがってその攻撃対象である恋愛については、リア充以上に知ち悉しつしている。大船に乗った気持ちでいるといい」

「はい！」

　領りよう家けの言葉に一いち抹まつの不安を覚えつつも、「やるしかない」という決意を新たにして俺は議論に臨んだ。

「まずは高砂たかさごと文とが、如い何かにして出会ったか、だが……」

　領家がそう切り出してホワイトボードに『出会い』と書くと、これまでずっと黙りこんで存在感のなかった西にし堀ぼりが、スッ、と手を挙げた。

「優ゆう、なにか提案があるのか」

　西堀はコクリ、と頷うなずき、口を開く。

「私たちの学校は長年、この旅館を合宿に使っている。それを上手に使えば、説得力のある『出会い』のシナリオを、作り出すことが可能」

　西堀の案は、次のようなものだった。俺には姉が存在し、その昔、彼女が高校生のときには俺らの学校に通っていた。そこで今回の俺らと同じように、ここで合宿を行う権利を手に入れた。文と俺の姉とは、そうやって知り合い、打ち解ける。それ以降何度か文通を重ねるうちに二人の仲は接近、文は姉の援助を得て、ひとり俺の家まで遊びに来る──そこで弟の俺に、見み初そめられたのだ。

「なるほど、我が校の伝統をうまく活用した案だな。よし、この線で考えていこう！」

　領家はそう言い、皆も頷く。

　だが……西堀のことをよく知っている俺には、なんだか引っかかるところがあった。というかこのシナリオだと、文が俺と付き合ってるの、絶対カモフラージュだ。姉と文との「仲」を秘するために、俺が利用されている形にしか見えない。精神的なところで、完全に自分の姉に寝取られていた。

　とはいうものの、表面上は理屈の通る西堀の案に、反対する決定的な根拠もなく代案もなかった俺は、何も口を挟めなかった。

「しかしこれだとやはり、高砂と文との繫つながりがまだ弱いような気がするな。……縁談を止めるくらいだから、相当結びつきが強くなくてはいけない」

　領家がそう言うと、すぐさま瀬せヶが崎さきが口を開いた。

「それは時間の長さでカバーできるのではないでしょうか。例えば、姉との年齢はかなり離れており、その弟と文さんとは小学生の頃から知り合いだった……とか」

　瀬せヶが崎さきのその案に、領りよう家けは大きく頷いた。

「うむ、大変良いシチュエーションだ。幼い頃からの恋れん慕ぼ、というのは洋の東西を問わずロマンスの題材として利用されるほど、恋愛に深みを与えるからな」

　瀬ヶ崎の「幼おさな馴な染じみ」設定に、他の皆も同意して賛辞を与える。

　だが待って欲しい。それは彼の趣しゆ味みじゃないのか。そして西にし堀ぼりのものと組み合わせると、俺の姉は小学生の文ふみに興味を持って文通し、金を送って自分の所へ来させたことになる。そして小学生だった俺の純情を弄もてあそび、水面下で文と秘密の愛を育んでいたのだ。どんだけ鬼き畜ちくなんだよ、俺の姉。

「だんだん設定が固まってきたな。しかし、それにしても遠距離恋愛だ。二人はどうやって、金銭的自由のない小さい頃から、これだけ愛を育むまで逢おう瀬せを重ねてきたのだろうか」

　これはかなり難問だ。しかしすぐさま神しん明めいさんが挙手、提案する。

「大回り乗車を駆使して、二人の住む中間点の大きな駅で逢あってたんじゃないかな？　それならどちらとも、初乗り料金だけで済むよ」

　大回り乗車とは、ＪＲ近きん郊こう区間の経路不問の例外を活用して、極小の料金で長い距離列車を乗り回すテクニックだ。

「なるほど、それは良案だ。やはり上級生だけあって、発想力が私たちとは比べものにならない」

　領家に続いて、他のメンバーも神明さんを褒ほめ称えた。

　しかしこの旅館の位置を考えるに、文は逢うたびに房ぼう総そう半はん島とうを一周しなくてはならなくなる。鉄道ファンにとってはそれすら至福の時間なのかもしれないが、一般人からしてみればあまりに辛つらい。

　そしておそらく、俺と同じ行程で姉もやってきており、俺がいなくなった後で文と交流するつもりだ。もしかしたら「大回り」というのは俺向けの方便で、そこで姉から往復の電車賃を貰もらうのかもしれない。駅の中で俺と文があまり長くはない密会をしたあとで、姉は文とともに改札を出て、おしゃれなカフェで喋しやべったりウィンドウショッピングを楽しむのだろう。カモフラージュに使われている俺が可哀想すぎた。

「なかなか設定が煮詰まってきたな！　あともうひとつくらい、高砂たかさごと文との出会いを運命づけるものがあると良いんだが……」

　そんな領家の言葉に、文が思い出したようにこう発言した。

「そう言えば……この家は曾そう祖そ父ふ・曾祖母の時代から始めたんだけど、曾祖母は結婚するまでは東京にいたみたい。たとえば……高砂くんの曾祖父と、うちの曾祖母が知り合いだった、とか……？」

　文のその提案を聞くと、ロマンチックだ、と褒める声が方々から挙がる。が、即座に天あま沼ぬまが付け足しを行おこなった。

「大変結構な案だと思います。しかし、その当時共学はあまりないから……ひいお祖ば母あさま同士が、同じ女学校の先せん輩ぱいと後輩の関係だった──というのでどうでしょう。さらに浪ろ漫まんが加わったのではないでしょうか！」

　皆が天あま沼ぬまの補足に、「おぉ！」と唸うなる。

　しかし俺の頭にある裏のシナリオでは、最も早はや数え役満のような状況で、俺の疎そ外がいが確定されていた。天沼は純粋に昔のものが好きなだけなのだろうが、「女学校」という響ひびきが既にヤバい。隣となりを見ると西にし堀ぼりの顔が完全に緩ゆるみきっていた。大好物に違いない。曾そう祖そ母ぼの時代のいわゆる「エス」の文化が、現在の俺の架空の姉と文ふみとの百ゆ合りと、パラレルになっているのである。そこにはもう完全に、俺の入っていく余地はなかった。いよいよただの道化である。

「完璧だ、このシナリオで行こう！」

　領りよう家けは朗ほがらかな声でそう言い、ぽん、と手を叩たたいた。当事者のひとりである文も納得し、設定をがんばって覚え始めている。

　一方俺は、フィクションの中とはいえ自分の境遇があまりに惨みじめで、なんとなく身を入れて取り組むことが出来ずにいた。

「どうした高砂たかさご、設定の綻ほころびが露ろ呈ていしたら、絶対にうまくいかない作戦なのだぞ！」

　俺の気乗りしない様子を見て、領家はそう叱しつ咤たしてくる。

「それは分かっているんだよ……でもな」

「何を迷うことがある。早く設定を完璧に覚えこむんだ！　三十分後に親との会話のシミュレーションをするからな、それまでに仕上げておけ！」

　仕方なく俺は心にモヤモヤを抱え込んだまま設定を暗記して自分の姉を想像の中にでっち上げ、文と一緒に受け答えの練習に打ち込んだ。
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　そしてその夜、俺と文とは満を持して親の所へ談判しにいくことになった。

「うむ、我々がやれることは最大限やり尽くした。高砂、あとはお前にかかっているぞ！」

　そう言って領家は、ぱん、と俺の腰を叩いた。

「まぁ、頑張れるだけ頑張ってみるよ」

　俺はそう返事をして、出口へと足を向ける──が、領家の手が俺のシャツの裾すそを握って、それを引き止めた。

「……領家？　どうした」

　問うが、彼女はしばらくそうしたままで俯うつむいて、何も言わなかった。文はそれを見て優しく微笑ほほえむと、領家の傍そばに寄って何事か二言三言、耳打ちした。

　それから領家は手を離し、顔を上げる。その頰ほおは心持ち染まっているように見えた。

「高砂たかさごさん、それじゃ、行きましょう」

　文ふみはそう言って領りよう家けに軽く頭を下げ、出入り口へと向かっていった。すぐに俺も、それを追う。

　夜になると蟬せみ時雨しぐれも鳴り止み、この辺りは張り詰めたように静かになる。耳を澄ますと遠くに、波の打ち寄せる音が聞こえた。

　廊下を歩む二人の足音が、静せい寂じやくの中で際立った。その音に耳を傾けているうちに、俺はだんだんと文に声をかけ辛づらくなる。すると余計に沈黙が気になって、身体中がぴりぴりと音に鋭えい敏びんになっていった。

「ねぇ、高砂さん」

　昨日、女児と渡った廊下に差し掛かる──そんな時に、文は歩調を緩ゆるめて、そう話しかけてきた。

　緊張していた俺は、いつもより高い声で「はい」と返事をする。それを文は、クスクスと楽しそうに笑った。

　文は俺の前を行ったままで、振り向かずに問う。

「どうして……最初、私のことを気にしてくださったの？」

「それは、えっと……なんというか、泣いている人を放っておけない、というか」

「それじゃああなたは、泣いている人がいたら、誰でも助ける？」

「……なんだか意地悪な質問ですね」

「ごめんなさい」

　謝りながらも文の口調は、どこか楽しそうだった。

「とにかく、放っておけなかったんですよ。理由は……自分でもよく、分かりません」

　早口で俺が言うと、先行して歩いていた文はわずかに首を捻ひねってこちらに横顔を見せ、「そう」と言って薄く笑みを作った。俺らの前では努めて同年代の子供らしく振ふる舞まっている文だが、その仕草は頭をくらくらさせるような、洗練された香りがした。




　案内された部屋には、文の母親……つまりこの旅館の女将おかみがいた。初日に出迎えられたときに会っていたが、こうして改めて見ると、気品と風格を備えた人だった。和装が板についている。

　作戦としては、俺はほとんど喋しやべらずに説明は文に任せる、というものだった。そのほうが、初めて相手の親と対面し緊張してしまっている彼氏、を演出することができ、逆に好印象を与えるだろう、という魂こん胆たんだ。

　硬い表情のままで文を見つめ、時折俺の方にも目を向ける母に、文は臆おくすることなく滑なめらかな口ぶりで、経緯を説明した。

「……なるほど、あなたの言い分はよく分かりました」

　女将おかみは静かに、しかし冷れい徹てつというほどの印象でもない淡々とした声こわ音ねで、そう言った。

「そして高砂たかさごさん、わざわざ娘のためにご足労頂き、ありがとうございます」

「い、いえ……」

　俺は緊張しながら、最低限の言葉だけ返し、会え釈しやくをした。

　文ふみの母はそれからまた、静かに口を開いた。

「確かにわたしたちは現在の旅館の経営に苦心していますが、それ以前に、文、あなたの親です。この宿が代を重ねるということに、あなたの意志を踏ふみにじってまで固こ執しつする理由は、ありません」

「……お母さん」

　文は安あん堵どの笑みを見せる。横でそれを見ている俺は、騙だましていることに少し良心の呵か責しやくを感じていた。

「ですが……すぐに結論を出すことはしません。所しよ詮せんは若い人同士の恋愛です、ひどく脆もろく、移ろいやすい」

「そんなっ！」

　文は憤ふん慨がいして見せるが、ここまで台本どおりだ。内心ではガッツポーズをしていることだろう。

「先方にはもう少し待って頂けるよう、お願いすることにしましょう。理由は、文、あなたが大学でしっかりと経営について学びたいと考えている、とでもしましょうか。……これまで唯い々い諾だく々だくと先方の条件ばかり聞き入れていたので、こちらからも意見を差し挟む、良い機会でもあります」

　ちょっと本音が漏もれかけてきている。やはりこれまでずっと経営してきた者として、外から口を出されることになるのは面白くないに違いない。

「……それでいいですね」

　有無を言わさぬ口調でそう言われ、文は若じやつ干かんの悔しさを抑えてゆっくり頷うなずく──という演技をした。俺もそのあとに、頭を下げる。

「よろしい、それではそのように、先方には連絡しておきます」

　これにて一件落着だ。ほとんど筋書き通りにことが進み、拍子抜けしてしまうようだった。

　女将おかみは早速人を呼び、手配を始めた。てきぱきとしたその手際には、惚ほれ惚ぼれしてしまう。文と会話しているときにも、時折そういった才覚の片へん鱗りんを垣かい間ま見みることがあった。

「それと……」

　文の母親は数人に指示を出し終えるとまた、俺ら二人に対面し──これまでより幾分か、柔にゆう和わな笑みを見せた。

「伝統と格式は当然重んじられるべきですが、全てにおいて保守的では時代についていくことはできません。ですので……あなた達の間のことについては、あまり堅苦しいことを言わぬことにします」

　何を言いたいのだか今ひとつわからぬそんな言葉のすぐ後で、俺と文ふみの後ろで「ご用意ができました」と呼ぶ声があった。

　訳のわからぬままその従業員の案内に従って歩いて行くと、布団が二つ、寄り添うように並べられた和室に案内された。

　俺らを案内した彼女に、文は真っ赤になりながら小声で何かを言うが、にっこりと笑うだけで返事をしない。文の頭をあやすように撫なでてから、俺にいわくありげに目配せをして、深々とお辞じ儀ぎをしてから部屋を退出した。

　部屋には、文と俺だけが残された。

「…………」

「…………」

　沈黙。文の方に顔を向けることができない。視界の端にうつる文の方もそれは同じようで、顔が赤く染まっている。

　ほとんど計画通りにことが進んでいたのだが、最後の最後で非常に大きな誤算が待ち受けていた。

「……すみません、母が」

　消え入りそうな上ずった声で、文がそう言った。

「いえ、別に……それに、協力するって言い出したのは、そもそも俺ですし」

　俺の返事を聞くと、文は両手で顔を覆おおいながら、早口に言葉を継いだ。

「母は何事も手際が良くて手回しが早いんです。その事自体は私も尊敬してて、見習わなきゃ、って思ってるんだけど……なにも、こういうところにまで、それを発揮してくるなんて……」

　手持ち無ぶ沙さ汰たなのが耐えられなかったのか、彼女は部屋の中をうろうろと歩きまわって、最終的に窓際の板の間に置かれた、籐とう椅い子すに収まった。俯うつむき、ぐったりとしている。

　低いガラス天板のテーブルを挟んだ向かい側に、俺も座る。

　しばらく塞ふさぎこんだ後、文は顔を上げて辛つらそうな苦笑を浮かべながら言った。

「高砂たかさごさん、私がなんとでも言い訳をしておくから、自分の部屋に戻っても……」

　文がそう言いかけると、丁ちよう度ど俺の携帯電話が鳴った。文に短く謝り、俺は電話に応答する。

「もしもし」『……私だ』

　電話口のその領りよう家けの声は、いやに不機嫌に聞こえた。とりあえず現状を説明しようと口を開くが、領家に先を越されてしまった。

『文と一緒の部屋に入れられたそうだな。宿の人が来て、楽しそうにそう伝えていった』

　本当に手回しが早い。俺らの会話を聞いていた文が、また顔を手で覆った。

　俺は領家に応こたえて言う。

「聞いていたのなら話は早いな。まぁ、大体のところで作戦は成功だ。これから俺だけ部屋に戻る」

『…………』

「どうした……？　切るぞ」

『待て、戻ってくるよりも、そこで一夜を明かしたほうが確実だろう』

「……は？」

　俺は素すで問い返してしまう。聞いていた文ふみも、領りよう家けのその言葉に愕がく然ぜんとしている。

『せっかくここまで成功したのだ、最後の最後で詰めを誤あやまってはならない。この作り話に信しん憑ぴよう性せいを持たせるためにも、お前と文とは極力仲なか睦むつまじく振ふる舞まう必要がある』

「そりゃそうだが……」

『なら分かるだろう、高砂、文とそこで一夜を明かすんだ。それとも貴様──誇り高き反恋愛主義青年同盟部員だというのに、自分の理性が信じられないのか。隣となりに女が寝ているからといって、性欲に打ち負かされてしまうほどやわな精神の持ち主は、反恋愛運動を闘たたかいぬくことはできない！』

　言葉を返す間もなく、通話はそこで途切れた。

　文と俺は無言で、机の上に置かれたスマートフォンの画面を見続けた。

「あの……」文は申し訳なさそうにしながらも、核心に切り込んでくる。「領家さんって……もしかして、かなり面倒くさい方ですか？」

　文は悪口という感じでもなく、純粋にそう問うた。それは、これまで見たことのない生き物を目まの当たりにしたときのような、単純な好奇心を感じさせる物言いだった。

　俺は苦笑をしながらも、確信を持って頷いた。
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　しばらくすると緊張や戸惑いも和やわらぎ、文との間に普通に会話を交わすことができるようになった。

　文は反恋愛主義青年同盟部に非常に強く興味を持っているようで、活動の詳細を聞きたがった。俺は、領家がしたように虚きよ飾しよくするのではなく、いつも失敗ばかりの、俺たちの運動のありのままを語った。文は時に笑い、時に同情しながら、注意深く話を聞いた。

「私はあまり、学校の部活とかには関われなかったから……そんな話を聞いているだけで、すごく面白いの」

　文は明るい声でそう語った。家の手伝いをするために、部活や生徒会活動などに関わる余裕はなかったのだろう。

「こんな駄目な部員たちの、変な活動の話でも、楽しいですか？」

　俺のそんな問いに文は優しい笑みを浮かべた。

「完璧な人たちのやる型通りの活動の話なんて、きっと聞いても面白くないよ。君たちの部活みたいな、ちょっと変わった活動のほうが、ずっと面白い」

「……そんなものですか」

「そうだよ。君たちは今、その当事者だから分からないかもしれないけど……いつかきっと、それが大切な思い出になると思うな」

　文ふみはそう言い切ると、机の上に置かれていたお茶を飲みきった。

「さ、寝ようか。眠れずに目の下にクマなんてつけて明日出て行ったら、領りよう家けさんに問いつめられちゃうよ」

「……領家がどうして、関係するんです」

　慌あわてながら言うと、文は意地悪げな笑みを見せた。俺はそれ以上なにも抗こう弁べんすることなく、布団に潜もぐり込んだ。
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　──とは言っても、そうやすやすとは眠れるはずもない。隣となりの布団では、文が静かに寝息を立てているが、そのことが俺の心にひっかかって眠りに落ちるのを妨げていた。

　少し散歩にでも出よう。俺はそう思い立って、ラフな格好のままで旅館の下げ駄たを履はき、海の方へ向けて歩いていった。

　海岸に近づくに連れて、波の音が大きくなっていく。潮しおの匂いが強くなる。

　すぐに海水浴場に出た。昼間は人で埋うめ尽くされていた砂浜は、真夜中の今はがらんとして、波打ち際を遠くまで見通すことができた。空高くに、欠けた月が浮かんでくっきりと映え、冴さえかえっていた。砂に足をとられながらそれを見上げていると、身体が支えを失って、奇妙な、浮遊感にも似た錯さつ覚かくにとらわれる。

「高砂たかさご、か……？」

　突然の呼ぶ声に驚き、その方向へと振り向く。暗い中で人影が近づいてくると、輪郭が次第にはっきりとしてきた。

　領家だった。

「どうしたんだ、こんな夜中に」

　彼女は近づいてきて、俺にそう言った。

「お前の方こそ……というか、一人で夜に出歩くなんて、危なすぎるだろ！」

　俺がそう言って怒ると、彼女はむっ、とした顔で「お前も同じだろ」とつぶやくが、すぐにむず痒がゆそうに唇をもぞもぞとさせた。頰ほおが緩ゆるみそうになるのを、堪こらえているみたいにも見える。

　立って話すのもおかしい気がしたので、俺たちは舗ほ装そう路ろと砂浜との境目にある、コンクリートの階段に並んで腰掛けた。

　自販機で買ったジュースのプルタブを引き開けながら、領りよう家けは言う。

「ちょっと、眠れなくてな」

「俺もそうだよ、どうにも寝付けない」

　そんな風にぽつぽつと、二言三言交わした後で、会話はすぐに途切れた。しかしその静せい寂じやくは、決して気詰まりなものではなかった。会話が続かない、というよりも、ただ言葉を交わさずにいるのだ。領家と俺との間には、こんな風に心地の良い沈黙が流れることがしばしばあった。

　長い間俺らは、同じ方向を見て、同じ星空を眺めていた。はるか彼方かなたにある天体から、気の遠くなるような年月をかけて伝でん播ぱしてきた光子の一粒一粒が、最後に俺の目の水すい晶しよう体たいを通って網もう膜まくで吸収されてしまう。そんな風に考えると、それはなんだか勿もつ体たい無ないことのような、そしてこれ以上ない贅ぜい沢たくなことのような、変なくすぐったい感覚に襲おそわれる。眠れずにむやみに冴さえた頭で、そんな益やく体たいもないことを考えていた。

　しばらくして、領家が静かに、独り言のような口ぶりで、言った。

「昨日……この、海水浴場で作戦を展開したんだよな」

「ああ、あれだけいた人が全然いないと、同じ場所だとは思えないほど印象が違って見える」

「そうだな……よくもあれだけ、人が集まるものだ」

　会話が少しの間途切れ、波の音が入り込んでくる。

「……私が茜あかねと一緒に、その、変な男に絡まれていたとき」

「ああ、そんなこともあったな」俺は思い出し、笑う。「あれは災難だった」

「うむ……」

　領家は頷うなずき、そのまま俯うつむいて、両手の指を組み合わせた。

「あの時、お前が助けてくれて……その、嬉うれしかった」

　消え入るようにそう言うと、彼女はわずかに首をひねって、俺から顔を背けた。

　その様子を見ると、なんだかこちらも照れてきてしまう。俺は火ほ照てった頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、応こたえた。

「まぁでも、当然のことだ。部員が危険な目に遭あっていたら、助けるのが普通だろう。それにあの時は他の皆もお前らを探していて、たまたま俺が見つけたにすぎない。そして最後に締めてくれたのは、天あま沼ぬまだった。だから感謝するとしたら──」

　自分でも話の行き先を見失いながら早口で俺がそう捲まくしたてていると、領家は途中でそれを遮さえぎって、少し声を張って言った。

「それでも……嬉しかった」

　そう言うと領家は、下を向いていた顔を起こし、こちらを見た。その目は微かすかに潤うるんで、まばらに並んであたりを照らす街灯の光を反射していた。

「領家……」

　何かを言おうとしたけれど、それ以上は言葉が詰まって出てこなかった。

　また波が打ち寄せる音が、二人の間に入り込んできた。

　彼女の長いまつげの一本一本が、はっきりと見て取れるほどの距離だった。

　黒々とした瞳ひとみに、俺自身が映り込む。そこから目線を下へ向けていくと、くっきりとした鼻の隆りゆう起きがあり、そして赤い、柔らかそうな唇が続いていた。

「た、たかさご……」

　その唇が開かれ、俺の名を紡つむいでから、またそっと閉じられた。

　吸い込まれそうになる。心臓が、高鳴る。

　領りよう家けはそれから、ゆっくりとまぶたを閉じた。その長いしなやかなまつげが、その動きに従って閃ひらいた。

　──と、静せい寂じやくを突き破るように、プルルル、と電子音が鳴った。

　領家はぱっ、と俺から顔を背け、携帯を取り出した。

「……優ゆうから着信だ」

　彼女は操作し、通話をはじめる。なんだか図ったようなタイミングでの着信だったが……もしかして西にし堀ぼりはどこからか覗のぞいているんじゃなかろうな。

「ああ、私だ。……うん、少し散歩。すぐ帰るから……うん」

　領家は立ち上がって尻を軽く叩たたくと、俺に向けて手を差し伸べた。

「さぁ、戻ろう。早く文ふみの待つ部屋に戻らないと、怪あやしまれるかもしれない」

　軽口のように笑いながらそう言った。俺はその手をとり、つられて苦笑しつつ立ち上がった。




　　　　◯




　こっそりと部屋に戻ると、文は起きて俺の帰りを待っていた。

「起きたら、布団がもぬけの殻からだったから、心配したよ」

　文はちょっと怒ったようにそう言うと、またお茶を淹いれてくれた。

「すみません、なんだか眠れなくて……砂浜まで、散歩に行ってました」

　しばらくの間があったあと、唐突に文は言った。

「領家さんと会ったの？」

　なんの脈絡もなく言い当てられ、俺はお茶を吹き出しそうになった。

「……なんで分かったんですか。……あ、偶然出くわしただけですからね」

　咳せき払ばらいをひとつしてから俺がそう応こたえると、文は明るく笑った。

「だってなんだか、嬉うれしそうだったから」

　自覚がなかった俺は、顔に手を当てて頰ほおの緩ゆるみを確かめる。その様子を見てまた文は、カラカラと笑った。

「こうやって一緒の部屋で寝ているのに、抜け出されて別の女の子と逢あわれちゃうっていうの……なんだかものすごく、負けた気分になる」

「何言ってるんですか、ただ流れの都合上一緒に寝ざるを得なくなっただけでしょう」

「いや、そうなんだけどさ……なんかこう、割り切れないところがあるよね」

「それに、別に会いにいったわけじゃないですからね。散歩に行ったら、たまたま領りよう家けがいたんです」

「それでも、だよ。……と言うかそっちのほうが、私としては負けた気になる。だって、運命、っぽいじゃん」

　そう言って文ふみはまた、笑った。

「運命、ですか」

「そう、なんかそういうのって、憧あこがれるよ。私はひたすらこの家を継ぐことを考えて、これまで坦たん々たんと人生を送ってきたからさ」

　文はそう言って、目を細めた。

　部活などに参加することもなく、同い年くらいの仲間と一緒に過ごす時間をあまりとれなかった彼女にとって、俺らが普段何気なく過ごしている些さ細さいな日常ですら、宝物に見えるのだろう。

「普通のサラリーマン家庭に生まれた俺からすると、文さんのような生き方がそもそも、非日常っぽくて憧れますよ」

　俺がそう返すと、文はちょっと驚いたように目を丸めた。それから思案するように人差し指を唇に当てて、そして俺の顔を真正面から見据えた。俺もしっかりと彼女の目を見返す。晩に見た彼女の母親、この旅館の女将おかみにそっくりの、くっきりとした目鼻立ちだ。

「なるほど」

　文はそれだけ言うと、空からになりかけていた俺の湯のみに、急須から茶を注いだ。

「君たちみたいに青春を謳おう歌かしたい、って気持ちもあるんだけど……でも、今の立場を捨ててそうしたいか、っていったら、そうでもないんだよね」

　文は訥とつ々とつと、自分の思考を編み上げていくようにしてそう呟つぶやいた。

「……やっぱりこれって、わがままかな」

　独り言のような調子だったが、わずかに語尾が上がっていた。

「わがままでも、いいんじゃないですか」

　そう応こたえると、文はふふっ、と短く笑った。

「……そっか。いいかな」

「基本はこっちで、でもたまには、他のことにも浮気して……そんな風に欲張りでも、いいんじゃないですか。俺は、そう思います」

　文は俺がそう言うのを聞くと、お茶をすすり、ふぅ、と大きく息をついた。

「なんだか、気が楽になるなぁ」

　彼女はそう言うと、また大きく息をすって、吐いた。それから音もなく滑なめらかに立ち上がる。綺き麗れいな所しよ作さだった。

「さ、もう寝ないと」

　その言葉を聞くと、思い出したかのように眠気が襲おそってきた。

「そう、ですね」

　俺は重い身体をなんとか動かして、布団に潜もぐり込む。文ふみが電灯を消すと、急速にまぶたが重くなった。




　真っ暗な中まどろんでいると、文の声が聞こえた。

「高砂たかさごくん」

　俺は曖あい昧まいな意識のままで、返事をした。

「……なんですか」

　しばらくの間のあと、耳をくすぐるような、微かすかな優しい笑い声のあとで、返事がきた。

「なんでもない。おやすみ」

　それから俺はすぐに、深い眠りへと落ち込んでいった。




　　　　４




　翌朝、合宿最終日、俺達は思いもかけぬ急転直下の事態に見み舞まわれることになった。

　文と過ごした一夜を終え、反恋愛主義青年同盟部に割り当てられた部屋で皆と一緒に帰り支度をしていると……真っ青な顔をして、文が飛んで入ってきた。

「……私の縁談相手が、これからここにやって来るそうです」

　これから少しだけ反恋愛理論の復習をして帰ろうと思っていた我々は、その知らせに面食らった。昨日、少しだけのイレギュラーを除けば予想通りにことが運んだことで、完全に油断していた。

　泰たい然ぜんとしているのは、昨日の俺らの活動に一切興味を持たず関与もしていなかった女児だけだった。もう帰る準備万端で、麦わら帽ぼう子しまでかぶっている。早すぎる。

「昨晩縁談を待ってくれるよう連絡を入れたんだけど……そのことについて話し合いたいから、と」

　これまでの活力あふれた様子とは違い、文は完全に狼ろう狽ばいしていた。

　領りよう家けはそんな文を落ち着かせるためか、文の両手に優しく手を載のせた。

「母君は何と言っておられるのだ？」

　冷静な口調で領りよう家けが問うと、文ふみは唾つばをごくりと飲み込んでから頷うなずき、答えた。

「母は、私に任せると言っています。どうなっても構わない、それを受け入れると。私の思う通りにやりなさい、と……」

　昨日の応対からも分かっていたが、文の母は、別に自分の思う通りに文を縛り付けたがっているわけではない。彼女に幸せになってほしいだけだ。女将おかみにとって用意しうる最良の選択肢が、この縁談だったに過ぎない。文が新たに道を作り出しそれを選びとるならば、それに反対する道理はないのだ。

　だからこそ文は、不安になる。まだ遊びたいざかりのこの時期に、重大な選択を迫られることに。

「なるほど、難しいな。やはりとりあえずは、決定を留保してもらう方向性で交渉する感じがいいか。縁談などという話は抜きで、資金援助だけを受けるようにする、というのが理想だろうが……虫がよすぎる話だな」

　領家の言葉に、文は頷く。普段なら「縁談と金銭を結びつけるなどという下げ郎ろうのやることに、耳を貸す必要はない！」などと一刀両断するところだろうが、単なる議論ではなく実際の、そして知り合ったばかりとはいえ、友人の困難を目の前にして、妥協しつつも真剣に向き合っている。それは不徹底との謗そしりを免まぬかれないのかもしれないけれど、そんな領家の優しさを俺は肯こう定ていしたい。

　領家の後に続けて、俺も言った。

「出たとこ勝負になるな。理屈で詰めたら勝てそうにない、感情論で相手の同情を引き出すんだな。助けになるか分からないけど、俺も一緒に闘たたかいますよ」

「高砂たかさごくん……」

　と、遠くから微かすかに車のエンジン音が聞こえ、だんだんと大きくなってきた。

「たぶん、これです。もう来たみたい……！」

　文は顔をいっそう青くし、玄関へと向かって駆けた。俺たちもそれに続く。




　門の前に、黒塗りの高級外車が停まった。よく磨みがかれた車体は、陽の光をギラリと照り返している。

　運転席と助手席から、黒いスーツを身にまとってサングラスを装着した、がっしりとした体格の男たちが出てくる。運転手と付き人なのだろう。文の相手が乗っているのであろう後部座席は、窓に遮しや光こうフィルムが貼られていて見通すことができない。

　黒服の男はこちらに一切目をくれることもなく、まず胸ポケットから携帯を取り出し、電話をかけて短くやりとりをした。

　無駄な動きなくキビキビと行動するその様は、くねくねした動きで周囲を威い嚇かくするチンピラよりも、ずっと威圧感があった。

　男たちはアイコンタクトを交わしてから、後部座席の扉を開いた。

　俺らの側に、目に見えて緊張が走った。

　一体、どんな奴やつが縁談の相手なのだろうか。相手方の都合が悪いのか、その詳細は文ふみにも知らされていない。

　皆が固かた唾ずを吞のんで見守るなか、その人物が車から足を出す。品の良い黒革靴は汚れ一つなく、金属の留め具が獰どう猛もうに光った。足と、それを包む仕立ての良いスーツは、洗練された印象を与える。まだ足だけしか見えていないというのに、圧倒的な存在感だった。

　それから顔がチラリと見えた。小顔だ。ハーフなのか髪は自然な栗くり色いろで、遠くから一いつ瞬しゆん見えただけなので良くわからないが、はっきりとした目鼻立ちのように思えた。

　そしてようやく、全身が車の外に出た。惚ほれ惚ぼれするほどスーツをきっちりと着こなしている。華きや奢しやな体たい軀く、細くスラッと伸びた手足。知性を感じさせる眼差しは、空に向けられている。今日は昨日の曇どん天てんから一転して、からりと晴れていた。眩まぶしいのか、目が細められる。

　まず間違いなく、尋じん常じようでなく容姿の整った人物だ、と言えた。百人に聞けば百人が、そう判断するだろう。

　しかし俺を──俺たちを本当に驚かせたのは、そこじゃなかった。

　皆が呆あつ気けにとられてその姿を眺めていると、彼は黒服を後ろに従えて、つかつかとこちらへ向かって歩いてきた。

　そして文の目の前に至り、立ち止まる。

「君が文か。写真で見たよりもずっと綺き麗れいだ」

　歯の浮くようなそんな台詞せりふを吐いて、彼は平気でいた。やはりいろいろと尋常ではない。

　本来ならばここは文が顔を赤らめたりする場面なのかもしれない。だが彼女はそうではなかったし、俺たちの中の誰もが、そんな反応をするとも思っていなかった。

「ひとつ……不ぶ躾しつけな質問をさせて頂いて良いでしょうか」

「何でも聞き給たまえ。夫婦の間に秘密など、あってはならないからな」

　またもや、すらすらっ、とそんな言葉を述べ立てる。だが文は、それには反応しない。それよりももっとずっと、突っ込むべき重大なポイントがあったからだ。

「失礼ですが……お幾つですか？」

　彼は「そんなことか」と前置きしてから、言った。

「十一歳だ。もうすぐ十二になる」

　──小学生だった。

　こちら側の全員が呆ぼう然ぜんとする中、彼は何一つ動じることもなく、文の顔を見て、それから宿の建物を眺め回した。

　身長は百六十センチ弱か、小学六年生の平均よりは少し高いくらいだろう。ハキハキと喋しやべる様子は彼の明めい晰せきさを示している。容姿にしても相当整っており、これから成長していけば周りの女子が絶対に放っておかないだろう。

　が、小学生だった。他に何を付け足そうとも決して覆くつがえせない事実として、彼は小学生なのだった。

　なんだか尊大な喋しやべりでムカつく感じを醸かもしているが、その姿を見ながら声変わり前の女の子みたいな声でそう言うのを聞いていると、無理して背伸びしているみたいで、むしろ逆に可愛らしく思えてくる。

「かわいい～」

　神しん明めいさんが後ろでぼそっ、とそうつぶやくのを、少年は耳ざとく聞きつけた。ギロッ、と彼女の方に顔を向けて睨にらみつけるが──すぐに目を逸そらしてしまった。心なしか頰ほおが赤く染まっている。思春期に入りかけているのだろう、その気持ちは良く分かった。自分の心の中で、友人たちに「うわ、エロだ～」と囃はやし立てられているに違いない。

　文ふみは、事態のあまりに斜め上な展開に困惑しつつも、問いかける。

「あの……縁談といっても、まだ小学生では」

「今は小学生だが、七年後には法的に結婚可能な年齢となる。今から契ちぎりを結んでおけば、滞り無くその後の結婚生活に移行できるだろう」

　どうやら縁談というのは本気のことらしい。

　考える土台からしてひっくり返されたこちら側は、どんな言葉で応対していいのか判断しかねていた。

「延期することに何か特別な効果があるとは思えないな。それよりもすぐに縁談をまとめてしまうメリットのほうが大きいと思うのだが、どうだろうか？」

　少年がそんな風に切り出した、その時だった。

「ねぇ、まだ帰らないの。ひま～」

　部屋にいたはずの女児が、俺の足にまとわりついて不満気にそう言った。麦わら帽ぼう子しまで装着済みで、完全に帰る気満々である。

「こ、こら、部屋でおとなしくしてなさい！」

　俺は小声でそう注意するが、女児は執しつ拗ように駄だ々だをこねる。

「昨日からなにやってんの、つまんないよ」

　女児は文の件に一切関わっておらず、現状も全く把は握あくしていない。

　と、女児のふらふらしていた視線が、ぴたっと定まった。

「あ、こどもだ。何年生？　どこからきたの？」

　女児は、文の相手の少年の方へと駆け寄り、屈くつ託たくのない笑顔で話しかける。

「おい、邪じや魔まするんじゃない！」

　俺は言うが、しかし女児は少しも気にしていなかった。

　居い丈たけ高だかな少年の、さらなる怒りを買ってしまう──そう思って血の気が引いた。

　が、彼はすぐに声を荒げて叱しかり飛ばしたりはせず、じっと女児の顔を見つめていた。それから、顔を下に向け、くぐもった声で返答した。

「ろ、六年生だけど。東京から来た。おまえは？」

「私は四年生。こっちも、東京だよ」

「……そうか、一緒だな」

　明めい朗ろうに喋しやべっていた今までとは別人のように、彼はもじもじしながら女児に応対している。一いつ瞬しゆん、何が起こっているのか理解できなかったが──俯うつむいた頰ほおが、りんごのように真っ赤に染まっている。どうやら、そういうことらしい。

「君は、その、後ろの男とはどういう関係なんだ」

　俺のことを指差して、少年は尋たずねる。

「ん？　お兄ちゃんのこと？」

「兄か。そしてその兄は、ここに何をしに来ているのだ」

　俺へのその問いかけに、文ふみが代わりに答えた。

「彼はここに合宿に来ていて……それで、私の、恋人……なの」

　そんな言葉に、少年はまったく動じることなく、「ふむ」と頷うなずく。

「なるほど、合が点てんがいった。だから縁談について消極的だったのだな」

　そして彼は「待てよ……」と呟つぶやいたあと、女児、俺、文、という順に視点を動かし、そしてまた女児に目線を戻し、さらに頰を染めた。

「そういう経路も、あるわけだな」

　彼はひとりごちるようにそう言うと、深く頷いた。

「縁談についてのこちらの提案が、少し強引だったことを認めよう。この旅館は、我々にとっても大きな財産となりうる。もっと広こう範はんな視野をもって、色々な可能性を検討し、適切な判断を行おこなっていくことにしよう」

　少年はそう言い、文に手を差し出す。理解が追いついていない文は、戸惑いながらもその手を取り、握手を交わした。

　それが終わると、彼はまた大おお仰ぎような足取りで、門前に停とめられた車の方へ向けて歩いていった。黒服二人が慌あわてて駆け、扉を開けて準備をする。

「もう帰っちゃうの」

　車に乗り込もうとした少年の背中に、女児がそんな風に声を掛けた。彼は上げかけていた足を下ろし、振り向く。

　女児はにっこりと笑って、彼に手を振った。少年はその眩まぶしさに目がくらんだみたいに一瞬俯いたが、意を決して女児に向き直ると、にへら、と笑って小さく手を振り返した。

　皆が急激なことの成り行きに啞あ然ぜんとする中、瀬せヶが崎さきだけはその少年をしっかりと睨にらみつけていた。完全に敵てき愾がい心しんを抱いている感じだった。
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　なんだか良くわからないうちに事態が悪化し、そして好転した。俺らはそんな急激な流れに翻ほん弄ろうされていたが、最後には結局いい感じにまとまったので、それで良し、ということになった。

「皆さん、本当にありがとうございました……」

　この急転に一番心を疲れさせたであろう文ふみは、苦笑を浮かべながら掠かすれかけた声でそう言った。

　帰り支度をして荷物とともに玄関先に集まった反恋愛主義青年同盟部の一同は、それぞれに彼女にねぎらいの言葉をかける。

「本当に、みんなが来てくれて、良かった。こんなの、どうやってお礼したらいいか……」

　そう言う文を、領りよう家けは制した。

「礼などいらない。我々は、我々の信念のおもむくままに行動をとったにすぎないのだからな。それよりも文、お前は我々の反恋愛思想を学んだ、部外では最初の人間ということになる。ぜひこの地に思想を根付かせ、世界へと反恋愛を拡大していく足がかりを築いてほしい」

「ええ、絶対。泊まりにきたカップルがいい感じになりそうなのを察したら、用事をつくって声をかけたりするね！」

「うむ、心強い味方ができたな」

　それは旅館経営者としてどうなのだろうか、と思いつつも、楽しそうに領家と笑みを交わし合う文を見ていると、茶々を入れる気にはなれなかった。

「それでは我々はそろそろ、おいとましよう。色々と迷惑をかけたな」

「こちらこそ！　絶対にまた来てね」

「ああ、約束しよう」

　そして部員はそれぞれ別れの言葉を告げ、玄関を出ていく。

　最後の俺が文に別れを告げ、去ろうとした時だった。

「あっ、高砂たかさごさん」

　文は俺をそう呼び止める。

「本当に、ありがとうございました。……あと、あの……これから先、もしかしたらまた恋人のふり、続けなきゃいけないかもしれないですよね」

「ああ、確かにそうだ。とりあえずのことが解決出来て、気が緩ゆるんでいました」

　頰ほおを搔かきながら俺が言うと、文はポケットから携帯を取り出し、突き出した。

「だから……連絡先、交換しませんか」

　俺はその提案に同意し、自分のスマートフォンを取り出して連絡先のやり取りをはじめた。別に本当に付き合ったりするわけではないのに、なんだか気恥ずかしくて相手の顔を見ることができない。

「おい、高砂たかさご、どうした？」

　ちょうど交換が終わって携帯をしまったタイミングで、領りよう家けが戻ってきて俺を急せかした。

「今行くよ」

「もたもたするな、電車が来てしまうぞ。……何をやっていたんだ」

　そう問う領家に、俺の代わりに文ふみが応こたえた。

「なんでもない。また来てね」

　そう言って彼女は笑顔で手を振った。少々釈しやく然ぜんとしない顔をしながらも、領家も「ああ」と返事をし、もたもたしていた俺の手を引っ張って玄関を出た。




　帰りは途中まで鉄道で行き、そこからフェリーを使うことになった。何故内うち房ぼうから都内へ帰るのに久く里り浜はまを経由しなければならないのかわからないが、この案を提案した神しん明めいさんは頑がんとして譲ゆずらなかった。

　旅館の最寄り駅から数駅先で降り、そこから少し歩いてフェリーのりばへ向かい、乗船する。神明さんは何度か乗ったことがあるのか、手慣れた様子で俺らを案内してくれた。

　女児は初めて船に乗ったのが嬉うれしいのか、かなりテンションが高い。

　神しん明めいさんは「ほらね、喜んでもらえたでしょ」と自分の提案を正当化するためにその事実を用いた。

　瀬せヶが崎さきは女児が船内を探検するのについてまわり、粗そ相そうをしないかどうか見張っていてくれた。自分の欲望のためかもしれないが、見張りになってくれるならありがたい。

　西にし堀ぼりは寝ていた。夜は緊張したりいろいろ妄もう想そうしてしまったりして、あまり眠れなかったのかもしれない。

　天あま沼ぬまは意外にも船が苦手なのか、ぐったりとした顔つきで遠くの方を眺めている。

「なかなか有意義な合宿だったな！」

　隣となりに座った領家がそう言った。

「それは何を『有意義』と定義するかに、大きく依存するが……」

　あまり全面的には肯こう定ていしづらかったので俺がそう言うと、領家はちょっとむすっ、とした顔になった。

　夜中まで反恋愛理論を勉強し、海で校外活動を展開し、そして文を手助けした──色々とあった合宿だった。バラエティに富んだ内容、といえば聞こえが良いが、統一感に欠いていた、というのが実情に近いだろう。

「でもまぁ……楽しかったよ」

　俺がそう言うと、領家は一いつ瞬しゆん顔を緩ゆるめて、しかしすぐに厳しい顔つきに戻って、咳せき払ばらいをした。

「学習と訓練のために合宿に行ったんだ、楽しんでどうする！」

　そんなストイックなことを言う彼女だが、一番この合宿を楽しんでいたのは、誰よりも領りよう家け自身に違いない。その顔は、合宿に行く前よりもずっと精力に満ちあふれていた。

「しかしこれでやっと、反恋愛主義青年同盟部も、夏休みだな」

　俺はそう言って、息を大きくひとつ吐いた。これでようやく、本来の学生が過ごすべき夏休み、ぐだぐだと家で過ごす、を敢かん行こうすることができる。とりあえず明日は昼過ぎまで寝て、家から一歩も出ないことにしよう。

　そんな風に脳内で明日の予定を立てていると、領家はわからない、といった風に首を傾かしげながら、言った。

「何を言っているんだ？　前にも言っただろう、忘れたのか。我々に夏休みなどない、八月もずっと活動を続けるぞ」

　当然、という感じのその言葉に全身から力が抜けていく。

「あれ、本気だったのか……？」

「本気に決まっているだろう。夏休みこそがライバルである恋愛至上主義に差をつける、最大のチャンスなのだからな」

　学習教材の宣伝文句のようなその言葉で締めくくった領家は、ノートを取り出し、今後の予定を書き出していく。白紙がインクで真っ黒に染められていく様を見て、俺の希望はまたもや完全に打ち砕かれたのだった。
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　領りよう家けの宣言は忠実に実行へと移された。夏休みだというのに俺たち、反恋愛主義青年同盟部はほとんど毎日部室へと集まり、二学期以降の作戦について検討を重ね、着々と準備を行おこなっていった。

　気ままに過ごすことのできたはずの夏休みに、このように召集をかけられることに、確かに不満はある。去年のたるみきったぐうたらな日々が恋しくて、枕まくらを涙で濡ぬらす日もあった。

　しかし、反恋愛主義青年同盟部の仲間と頻ひん繁ぱんに顔を合わすことができるというのは、それを補って余りあるくらいの、メリットなのかもしれない。個性的な面々だが、それだからこそ一緒にいると楽しい。それに、順調に成果が積み上がっていく様子を見ていると、漠ばく然ぜんと日々を過ごしていた去年の夏には得られなかった、達成感がある。

　珍しく部の活動が休みになった今日、俺は家のリビングでぼんやりとテレビを見ながら、そんなことを考えていた。

「久しぶりに今日はずっと家にいるんだね」

　ソファの隣となりでだらしなくポテチを食べていた女児が、興味なさそうにそう言った。

「今日は休みです。また明日からずっと活動ですよ……盆休みもないそうです」

　俺が言うと、女児はやはりちっとも興味なさそうにあくびして、ボリボリと腹を搔かきながら返事をした。

「精が出ることだな。まぁ、頑張ってくれたまえ」

　そんな風に気のない会話を交わしているうちに、いつの間にか次の番組が始まっていた。どうやらホラー番組らしく、ナレーションがおどろおどろしい雰囲気を演出している。夏の風物詩だ。

　世のカップルは二人並んでこの番組を視聴し、女は怖いシーンで男に抱きついたり、ぎゅっ、と手を握り合ったりするのだろうか。「ね、チャンネル変えない？」「何、怖いの？」「べ、べつに、そういうわけじゃないけど……」番組は進行し、そして視聴者をビビらせる演出が入る。「きゃっ！」抱きつく女。男は軽く笑いながら、女の頭に手を載のせる。「やっぱり怖いんじゃん」「…………（ムッとした表情）」「大丈夫だよ、ユミには俺がついてるから」「……たっくん♡」爆発しろ。俺は自分の頭のなかでイチャつく仮想カップルに怨えん嗟さの罵ば倒とうを浴びせながら、暗い気持ちでぼんやりとテレビを眺めていた。

　不気味なＢＧＭと暗い画面は、いかにもホラーという感じだ。

「ふ、ふむ……いつの間にか番組が変わっていたようだな。チャンネルを変えたほうがいいんじゃないか？」

　くつろいだ姿勢から一転、強こわばった様子で背せ筋すじをピンと張りながら、女児がそう言った。

「なんだ、怖いんですか？」

　俺がなんの気なしにそう言うと、女児は俺の肩をパシン、と叩たたいた。

「わ、私がこんな物を怖がるはずなかろう！　大体な、人間というのは私が創りだしたのだ。その人間の空想に、どうして私が怯おびえなくてはならないのだ？　第一、幽ゆう霊れいなどという不条理なもの、全く実感を持って見ることができない。笑止千万だよ」

　なんだかやたらと早口で、女児はそうまくしたてた。最後の方は声が若じやつ干かん震ふるえていた。

「じゃあチャンネルは変えなくていいですね」

　そう言って女児の提案を却きやつ下かし、俺はその番組を見続ける。女児は自分が怖がっていると思われるのが嫌なのか、俺の横でそのまま画面をじっと睨にらんでいる。

　番組の間中ずっと女児は強ばった状態で、時折ビクッ、と身体を震わせたり、無意識に俺の服の袖そでを摑つかんだりしてきたが、当人はそれが俺にバレていないと思っているようだった。

　終わった後、女児はふんぞり返りながら番組をこう評した。

「……ふん、やはり大したことのない番組だったな。所しよ詮せん、人間の作るものなど、この程度なのだ」

　口調こそ尊大な感じだったが、声は完全に衰弱していた。いろいろといじりたいところだったが、あいにくもう眠くなっていたので、そのまま流すことにした。

「俺はもう寝ますよ」

「……そうか、私もそろそろ床とこにつくことにしよう」




　ベッドにはいって目を閉じると、すぐに意識が薄れていった。昨年の夏は自じ堕だ落らくな生活から昼夜逆転してしまっていたが、今年は部活があるので規則正しい就寝・起床を余よ儀ぎなくされている。こうやって日付が変わる前に眠くなることもしばしばだった。

　──と、途切れかけていた意識が、揺り戻される。呼ぶ声が聞こえた。

「……おい、もう寝てしまったのか。おい……おい！」

　女児だった。ちょっと困った風に眉まゆを八の字にしながら、もじもじしている。

「……寝てますよ」

「起きてるじゃないか！　なんで噓うそをつくんだ」

「もう寝るんですよ。あなたも早く寝ないと、明日ちゃんと起きられませんよ。おやすみなさい」

　そう言って会話を打ち切りにかかると、女児はいっそう強く俺の身体を揺すぶってきた。

「なんなんですか、一体」

　諦あきらめて俺が問うと、女児は目を逸そらして口をすぼめながら、答えた。

「……トイレ」
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　漏もらされても困るので一緒に階下へと降り、便所までついていった。

「ちゃんとそこにいるな？　勝手に戻るんじゃないぞ!?」

　ドアの向こう側で、女児が偉そうな口調でそう言った。内容的にはもう完全に威厳など崩ほう壊かいしている。

「いますよ」

　眠い目をこすりながら俺は、女児が用を足すのを待つ。しばらくすると水が流れる音とともに、女児が出てきた。ごく自然な動きで俺の手を握り、部屋へと向かって歩き出す。

「やっぱりさっきの番組が怖かったんじゃないですか」

　俺が言うと女児は、顔を真っ赤にして反論した。

「怖くなどない！」

「じゃあなんでトイレについて来させたんですか。いつも一人で行けるじゃないですか」

「うるさい！」

　もはや屁へ理り屈くつをこねることすらできなくなったらしく、女児はそう言うとそれきり黙だまってしまった。そんな態度を取りながらも、部屋に戻るといつも床ゆかに敷しいている布団ではなく俺のベッドに潜もぐり込んできたし、ぎゅっ、と背中に抱きついてきた。やたらと体温が高く、そのせいで俺は、寝苦しい一夜を過ごすことになった。
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　翌日、反恋愛主義青年同盟部の地上拠点にはいつものメンバーが集まっていた。風紀委員会を乗っ取った我々はいろいろとこじつけて生徒会から部室を獲かく得とく、以降ここを地上のアジトとして活用している。冷房があるので最近はこちらの方で活動することが多い。

　難点としては、風紀委員目当てでここを訪れる者が絶えず、我々はその度に切り替えを要求される。しかし今は夏休みということもあって訪問客は皆かい無むであり、作業はこれまでになく効率的に行われていた。

「高砂たかさご、この文面を打ち込んでくれ」

　領りよう家けから手渡された紙には、手書きの文字でビラに使う文章が記されていた。なかなか癖くせのある字で初見では判読しがたいが、長い間連れ添ってやってきたので、もう慣れた。

「おう」

　俺は原稿を受け取り書しよ見けん台だいに載のせて、それをキーボードで打ち込んでいく。カタカタと規則正しい音が部室に響ひびきだす。

　テキストデータになった領家の文章は、部内のファイルサーバを介して共有される。

「西にし堀ぼり、できたぞ」

「ん」

　ファイルの置き場所を西にし堀ぼりに示すと、彼女はそれをＤＴＰソフトに流し込んでいく。ここで実際のビラの紙面が作成されるのだ。

　こんな風にビラ作りが進行する一方、瀬せヶが崎さきは学校のスケジュールに合わせて運動を展開する計画を立てたり、風紀委員を装っての各種イベント参加の手続きをしたりなど、外との繫つながりを一手に担になっている。

　神しん明めいさんはハンダごてを片手に、演説用のメガホンの改修を行おこなっている。今日は内部に安価な手のひらサイズのシングルボードコンピュータを仕込むらしい。フラッシュＡＤＣとかデジタルシェーピングとか言っていたが、詳しいことはよく分かっていない。この人の興味範はん囲いは本当に謎が深い。

　達筆な天あま沼ぬまは、横断幕にスローガンを大たい書しよしたり、取り込んでビラに使うための字を書いたりしている。

　リア充が夏の燦さん燦さんたる日差しを浴びて友や恋人と遊び、語らい、二度とは来ぬ高校生の夏休みを輝かがやかしい一生の思い出にしようと楽しむ中、俺らは日の当たらぬ室内で黙々と反恋愛運動推進のための作業に取り組んでいた。……明らかに青春を浪費している感があるが、そうする他に生きていく道が無かったのが、我々反恋愛主義青年同盟部なのだ。

「どうして……こうなってしまったのだろうな」

　文面を作成し終えて、一いつ瞬しゆん暇になった領りよう家けが、独り言のような調子でぼそっ、とそう言った。他のメンバーはそれが耳に入ると、作業の手を止めてしまった。

　だが、皆すぐに各自の仕事を再開する。それは何度も自問した問いだった。──どうしてこうなってしまったのか。もっと良いやり方があったんじゃないか──しかしいくら問えども、解答を出すことはできなかった。だから俺らはその根本的で不ふ可か避ひな問いを括かつ弧この中に入れ、闇やみ雲くもに先へ突き進んでいく他はないのだ。

　それは領家こそ、最もよく分かっていることだった。彼女はパシン、と自分の頰ほおを両手で叩たたくと、「よし」と気合を入れ直し、また次の作業へと猛もう烈れつな勢いで取り掛かっていった。他の部員もその様子に感化され、仕事への集中力を高めていく。

　そんなもの悲しくも力強い連帯感が醸じよう成せいされた反恋愛主義青年同盟部の部室に──コンコン、とノックの音が響ひびいた。

　思いがけない来客に、部員一同大おお慌あわてで「反恋愛」につながる物品を片付ける。『リア充殲せん滅めつ』などとおどろおどろしく書き殴られていたホワイトボードは裏返され、『風紀委員へようこそ☆』と丸っこい文字でファンシーに書かれた面が表にくる。

「ど、どうぞ……」

　若じやつ干かん声を高くしながら領家が言うと、扉が開き、学生服姿の女子が二人入ってきた。

　一人は前髪が伸びて顔を半分隠しており、すさまじい猫背でとぼとぼと歩いてくる。もう一人は背が高く、澄ました感じで微笑ほほえみながら、悠ゆう々ゆうと足を運んでいる。どちらも非常に特徴的で、その組み合わせがさらに謎だった。

「……用件は、なんだ」

　警戒しながら領りよう家けが言うと、猫背の女が頷うなずき、口を開いた。

「超常現象研究部の部長・上かみ落おち合あいだ。今日は風紀委員の諸君らの助力を求めてここへやってきた」

　ぶっきらぼう、というよりも、かったるいから敬語を省いている、といった感じだ。しかし風ふう貌ぼうや態度とは対照的に、その声は驚くほど綺き麗れいだった。

「は、はい……我々が、できることなら……」

　上落合と名乗った彼女の圧倒的な存在感に気け圧おされたのか、いつも高圧的に振ふる舞まっている領家が下した手てに出ていた。

　俺は、棚から部活動便びん覧らんを取り出してこっそりと調べる。超常現象研究部──部長・上落合　茵しとね、部員数・不明、活動内容・不明、編集部員のコメント・『よく分からない』。役に立たないが、とにかくそんな部活らしい。

　上落合は勝手に椅子を引き出してどっかりと座り込むと、手でジェスチャーして飲み物を求めた。神しん明めいさんが慌あわててお茶を用意する。もう一人の部員の方はにこにこと笑ったまま、上落合の椅子に手をかけて後ろに立っている。これまで風紀委員として活動する中で色々な人間を見てきたが、この二人はその中でもかなり厄やつ介かいな部類に入りそうだ。

[image: ]

　お茶を一口含んだ上かみ落おち合あいは、ふぅ、と大きく息をついてから淹いれてくれた神しん明めいさんにお礼を言い、それから自己紹介を始めた。

「超常現象研究部では、超常現象を研究している。超常現象を研究することによって、超常現象への理解を深めるのが目的だ」

「なるほど」

　領りよう家けがそう相あい槌づちを入れるが、何が納得いったのかちっとも分からない。しかしツッコミ不在のままで、説明はつづく。

「この世界が超常現象で満ち満ちているのは周知の事実だ。超常現象は普ふ遍へん的てきに、そこいら中で見受けられる。そしてそれは、この学園内とて例外ではない」

　上落合はそう言い切ると、またお茶を一口飲んでから続けた。

「君たちは『学園七不思議』について耳にしたことがあるかね？」

　その問いかけに、こちらの部員が頷うなずいて口々に答える。

「『西棟三階の使用禁止トイレ』」「『家庭科室の血染めミシン』と、『二十三時五十九分六十秒の回かい廊ろう』について聞いたことがありますね」「『校門前の[image: かぎかっこ]通りゃんせ[image: かぎかっこ]信号』とか、『洗シー牌パイ女』とか、有名だよね」「一年生の間では、『ハリセンボン』、『第二軟なん式しき野球部の四球』、『月影研究会』などが知れ渡っています」

　俺もそのうちのいくらかは内容を知っていた。……というか七不思議のはずなのに、既に八つ挙がっているが、それでいいのだろうか。

「なるほどそれなら話が早い。我々は超常現象研究部として、この学校の七不思議について研究しており、文化祭でその展示や研究成果をまとめた本を配布しようと企画している。現在のところ、十八個の怪談が、七不思議として取り上げられていることを確認している」

　もはや七不思議でもなんでもないが、取り組み自体はかなり興味深い。上落合は話を続けていく。

「我々は超常現象を研究しているが、闇やみ雲くもにオカルトを信じこむスタンスは取らない。まずはその伝承がいかにして形成されたのかを可能な限り追跡し、それが本当に我々の常識を超えたものなのかを検証している。ほとんどは『枯かれ尾お花ばな』だ。例えば先ほど挙げられた『五十九分六十秒の回廊』については、うるう秒の挿そう入にゆうとそれへの対応の悪さが原因で起こった問題が、いつの間にか独り歩きして怪談になったらしい、ということがかなりの精度で確かめられた。そんな風にして七不思議のほとんどについて、その正体を突き止めることができた」

　上落合はそう言った後で、「ふわぁ」と気の抜けたあくびをした。態度こそ人を舐なめきっているが、活動はかなり硬派で好感が持てる。

「しかし……ひとつだけどうにも、分からないものがあってな」

　そう言って言葉を区切ると、彼女は飲み干したカップを掲げてお代わりを要求した。不ふ遜そんな態度だが、その話の面白さから今や部員はみな興味津々で聞いている。

　もう一人の部員は申し訳なく思っているのか、俺と目が合うとペコリ、とお辞じ儀ぎをした。こちらも軽く頭を下げて応じる。手にしたノートの端に書かれた名前が見えた──『円えん阿な弥み』という苗みよう字じだ。

　神しん明めいさんがお茶のお代わりを注ぐと、上かみ落おち合あいはゆっくりと喋しやべりはじめた。

「この部室棟には長い歴史がある。建て増しや内装工事は何度か行われたようだが、未いまだに落成当時の面おも影かげを残すところも多くあるそうだ。そして──そんな歴史ある建物には必ず、幽ゆう霊れいのひとつやふたつ、出るものだ。

　彼女は映画研究部員だった。部員たちと共に連日連夜部室棟に泊まり込み、映画の撮影や編集、そして映画談義に明け暮れたそうだ。そんな風に男女混じって密接な関係を築いていると、当然の帰結として、惚ほれた腫はれたの話が出てくる。映画研究部、そして彼女とてそれは例外ではなかった──

　夏休みというのは文化祭準備のために、文化部は大忙しだ。映画研究部も自主制作映画のために奮ふん闘とうしていた。そんなある日、夏季休暇中の登校日の前日、部員たちは久々に家に帰ると言っていなくなり、部室には彼女だけが残っていた。任されていた仕事にひと区切りをつけ、彼女も帰途につく。満月の夜だった。その月の光に照らされて、浴衣ゆかたに身を包んだ男女を道中見つけた。それは映画研究部の部員、そして男の方は他でもなく、彼女の想おもい人だったのだ。仲なか睦むつまじく歩く二人、かたや自分は一人、疲れきってとぼとぼと歩いている。……彼女はそれ以来、行方ゆくえ知れずとなったそうだ。

　その事件以降、この部室棟で男女がいかがわしい行為に及びそうになると、戸をノックする者があるという。慌あわてて身なりを整えて扉を開くと、そこには制服姿の女がいるのだそうだ。誰何すいかすると、彼女は何も答えない──と、カップルの女のほうは首に痒かゆみを感じはじめる。指で触ると、ぬるっ、と滑すべるのだ。搔かいた指を見ると、真っ赤に染まっている。男は気付く──自分の恋人の首が、縄なわの跡を描くように、血にまみれていることに。

　部屋の入り口を見ると、もう制服姿の女はいなくなっている──と、こんな内容の話だ」

　もの悲しい話だった。地じ縛ばく霊れいになるほど非リア充をこじらせるとは、我々の大だい先せん輩ぱいという他ない。恐怖とともに敬愛の情すら湧わいてくるようだった。

　領りよう家けは目に涙すら溜ため、「リア充爆発しろ」と小さく口の中でつぶやいていた。風紀委員目当てで来た超常現象研究部の二人がいなかったら、きっと大絶叫をかましていたに違いない。他の部員もそれぞれ、悲痛な面おも持もちで上落合の話を聞いていた──が、リア充にしか被害が及ばず我々は安全なので、怪談としての恐怖はかなり薄い。むしろ爽そう快かいにすら思える話だった。

「なかなか悲しい話ですね……ですが、それが私たち風紀委員と、どのような関係が？」

「うむ、それなんだがな」上落合はそう前置きすると、全く恥じる様子なく打ち明けた。「私は生まれてこの方かた、異性に恋愛感情など抱いたことがない。無論そんなことだから彼氏などいたためしもなく、いかがわしい行為に及んだ経験もない──この話にはまだまだ解明すべき部分が多く残されているのだが、そのことが調査の障害になるのでは、と感じた。なにしろこの話の核は痴ち情じようのもつれだ、私には全く想像もつかない領野にある。そこで──恋愛相談を生徒たちから広く受け付けている風紀委員に協力を仰あおごうと考えたわけだ。餅もちは餅屋、恋愛の話は恋愛の専門家に任せるのが一番だろう」

　そこまであけすけに言われると、いっそ清すが々すがしかった。彼女はそれまでと全く変わらぬ調子で自身の恋愛経験の無さを吐と露ろし、我々への協力要請へと結びつけたあと、またお茶のお代わりを要求した。呆ぼう然ぜんとしていた神しん明めいさんが、あくせくと働き出す。

「なるほど、しかし……」領りよう家けは少し焦りながら、上かみ落おち合あいの話に応じる。「我々は実際の恋愛問題を対象にしているのであって、怪談にそれが適用できるかは……」

「それでいいのだ。この話に一定のディテールがある以上、おそらく過去に実際にあった恋愛問題をもとに構築されたものに違いない。したがって君たちは、過去に実際に存在した生徒の恋愛問題を取り扱うこととなる」

　領家はその言葉を聞くと、しばらくじっと机の上に目を落として思案した後、頷うなずいて言った。

「分かりました、協力しましょう」

「うむ、頼むぞ。我々がこれまでに得た詳細な情報は、後ほど提供しよう。それでは、今日はこれで失礼する」

　上落合はそう言って大たい儀ぎそうに立ち上がり、静かに去っていった。もう一人の部員、円えん阿な弥みの方もニコニコとそれに続き、退出する際にペコリとお辞儀をした。

　部屋に沈黙が訪れる。あまりに存在感のある来訪者が去っていったあと、前にやっていた仕事にうまく戻ることもできなかった。

「……そうだ、連絡先を訊きいていない。今なら追いかければ間に合う、高砂たかさご、頼むぞ！」

　領家はそう言って俺にペンと紙を手渡した。一年生の天あま沼ぬまが入部したというのに、こういう雑用は未いまだに俺に任される。しかし文句を言っている間も惜しいので、俺はすぐに部屋を出て追いかける。

　階段の前で、背の高い方の部員、円阿弥の姿を捉とらえた。

「あの、すみません！」

　俺が叫ぶようにそう声をかけると、彼女は流れるような所しよ作さでくるりと振り向いた。先ほどと同じように穏おだやかに微笑ほほえんではいるが、驚いた様子で口を小さく開いている。

「連絡先を、訊いていなくて……超常現象研究部の部室も、知らないですし」

　俺が言うと、彼女は「そうでしたね」と言って軽やかに笑った。

「あの子、なかなか鋭するどいのですけど……ちょっと、抜けてるところもあるんですよ」

　円阿弥は部長の上落合をそう評してから、連絡先と部室の在あり処かを教えてくれた。俺はそれを書き留める。

「私たちも、この件に関してはほとんど諦あきらめているんです……だから、あまり根こんを詰つめすぎずに、気楽な姿勢でご助力いただければ、と思っています」

　彼女はそう言うと、「では」と最後に付け加えてお辞じ儀ぎをし、階段を降りていった。

　確かに手がかりは少なく、全てを詳つまびらかにできる可能性は限りなくゼロに近いのかもしれない。しかし──俺らと志こころざしを同じくするかもしれないその女生徒が主役の怪談を放っておくのは、反恋愛主義青年同盟部として許されることではない。

　そしてなによりも──その調査は俺にとって、とても面白そうに思えた。
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　教えてもらった連絡先をもとにメールを打つと、しばらくして上かみ落おち合あいから怪談についての詳細が送られてきた。どうやら過去の超常現象研究部員も調査したことがあるらしく、資料は多た岐きにわたっていた。が、どれも決め手に欠いており、実態は依然としてぼんやりしている。

「なるほど……なかなか手強いテーマのようだな」領りよう家けは資料に目を通しながら続ける。「あまりこれ以上探れそうな手がかりも見当たらない。そこでどうだろう、我々は傍ぼう観かん者しやとしての立場からのみこの件に関わり、積極的な調査はあちら側に任せる、という方針で行こうと思うのだが……」

　彼女にしてはかなり消極的な意見だったが、他の部員はそれに同調して頷うなずく。

「それがいい」「あまり実りもなさそうですしね」「深入りしすぎて、こっちまで呪のろわれちゃったら困るもんね」「こんなものは正式のお祓はらいをしてもらえば、それで終わりです」

　そんな消極的ムード漂う部員たちだったが……俺は個人的に、非常に強い興味を抱いてしまっていた。

「いや、待ってほしい。この怪談はかなり反恋愛と関わりが深い。俺らとしてもメリットのある話だろ」

　俺がそう反論すると、領家は顔をニヤけさせながら、からかってきた。

「そういえば高砂たかさごは星占いにも興味を持っていたよな。こういうオカルト系の話が好きなんだろう」

「いや、違う。そもそも領家こそ、怪談が怖いからこの話に関わりたくないんじゃないのか？　科学的反恋愛主義を標ひよう榜ぼうする我々が、心しん霊れい現象などを怖がっていてどうするんだ！」

　そう指摘すると、領家はぴくっ、と肩を震ふるわせた。どうやら図星らしい。

「俺の考えはこうだ。この怪談は言ってみれば、リア充がリア充行為に及ぼうとすると幽霊がやってきて妨さまたげる、という内容だ。これはそのまま、この学園のリア充化を抑よく制せいするために使えるだろう。この怪談を広く流る布ふさせることによって、リア充を怯おびえさせて、学校内での恋人との秘ひめ事ごとという、学生にしか許されない特権的シチュエーションで青春の一ページを飾ろうとするリア充を、撃げき滅めつすることが可能だ」

　俺は喋しやべりながら論理を組み立てていく。

「なによりも、この怪談の対象となった女生徒は、俺らの仲間だ。リア充によって虐しいたげられ、死を選ばざるをえなくなった、恋愛至上主義の被害者なんだよ──だから俺は、放っておけないんだ」

　適当に言葉を紡つむいでいるうちに、自分でもそうなんじゃないかと思い始めてきてしまう。

「高砂たかさご、そんな思いがあったのか……」領りよう家けは俺の言葉に感動したようで、目に涙を溜ためながら言った。「いいだろう。この件に関しては反恋愛主義青年同盟部としても全力で取り組もう。そして今回の作戦の指揮権は、高砂、お前に一任することとしよう！」

　他のメンバーに関しても気持ちは領家と同じようだ。俺の方を見て、みな頷うなずく。

　わりと駄だ目め元もとで言ってみたのだが、どういうわけかこうしてみんなを説得することができてしまった。

　怪談というのは夏の風物詩だ。二学期以降の反恋愛活動のための準備に明け暮れるのも良いが、たまにはこのような一見筋道から離れたものに没頭するのもいいだろう。

　こうして俺ら反恋愛主義青年同盟部は、俺の主導のもとで、部をあげて怪談の調査に乗り出すことになった。




　　　　◯




　上かみ落おち合あいから最初に聞いた話やその後もらった資料には、怪談の女生徒の境遇についてかなり仔し細さいな情報が盛り込まれていた。それは怪談に信しん憑ぴよう性せいを持たせるための創作上の工夫なのかもしれないが、それよりもむしろ、実際の出来事にもとづいていると考えるのが自然だ。この点に関しては、超常現象研究部とも意見が一致している。

　そこで俺は、この情報を更にこれまでとは別の観点から掘り下げることによって、女生徒の実像に限りなく肉薄しようと試みることにした。

　要素としては、既に情報が豊富に与えられている。あとはこの組み合わせについて、考えてみるのがいいだろう。




　まず俺は、助力を得るために天文研部室にその部長を訪ねた。

　前回、風紀委員会を掌しよう握あくするために、当時の風紀委員長であった天文研部長の助けが必要で、ここを訪れた。今回はしたがって、二度目の訪問となる。

　部室の入り口は相変わらず混沌とした様子だった。入り口に置かれているサンタ帽をかぶったトーテムポールを見ながら、俺は扉をノックする。

「ト・オン・ヘー・オン」

　いつも通りなんだかよく分からないが、おそらく入ってもいいのだろう。ノブを捻ひねって戸を開け、中に入る。

　この前来た時と変わらない整然とした部屋の中に、分厚い本を手にして天文部部長の彼が座っていた。ハーフリムの眼鏡を掛け、その大きな目は紙面をなぞるように追っていた。

　と、俺が入ってきたことに気づいたのか、本から目を離してこちらに顔を向けた。

「なんだ君か、随ずい分ぶん久しぶりだな」

　学校内では、まともに会話を交わすことのできぬ狂人として名高い彼だが、俺とふたりきりでいる限りではなぜかまともに喋しやべってくる。俺は軽くお辞じ儀ぎをして、「ご無ぶ沙さ汰たしてました」と応じると、部屋の中ほどへと進み入った。

　椅子を勧すすめられ座っていると、コーヒーを淹いれてくれた。透き通った味で、これならブラックで飲んでもおいしく感じられる。

「それで、今日はどういう用件で来たんだ？」

　一息ついた後でそう問われ、俺は風紀委員で怪談の調査をすることになった経けい緯いを説明し、その内容を簡単に紹介した。

「なるほど、その『満月の夜』という条件から、なにか情報を引き出そうと思っているのだろう」

　その女生徒の想おもい人と他の部員が仲良く歩いているのを見かけたのは、登校日の前日、そして満月の夜、ということだった。話を面白くするために付け加えられた意味のない装飾なのかもしれないが、試しに掘ってみてもいい情報だと思ったのだ。

「話が早くて助かります。……それでこれが」俺は鞄かばんの中から紙を取り出して、彼に見せる。「過去五十年間の、夏季休暇中の登校日のリストです」

　彼は紙を手に取るとじっくりと眺め、それから胸ポケットに挿さしてあった万年筆を取り出して、リストされた登校日の年月日に、いくつか丸をつけていった。

「条件に当てはまるのは、これくらいか」

　しれっとそう言ってのけながら、彼はまたペンを胸ポケットにしまった。

「あの……月の満ち欠けを覚えてるんですか？」

「何を言っているんだ、いくらか定数を覚えておけば、計算すれば分かるだろう」

　ずいぶん簡単に言ってくれるが、常人にとっては暗算でさらさらっとできる計算ではないはずだ。

「もっとも満月といっても幅はばがある。もっと条件を緩ゆるめれば、候補となる年はさらに多くなる」

「……そうですね」

「だがわざわざそういう情報が出ている、ということは何かあるのかもしれない。例えば……何か大切な日の夜が満月だったりしたら、その話は巷ちまたで話題になるだろう？　満月である、という以外に、他になにか、行事などがあった可能性がある」

「なるほど、それもそうですね」

　これをまた、他の情報と組み合わせることができるかもしれない。胡う乱ろんな怪談話だが、こうして調べ始めてみると、やっぱり面白い。

　それから俺はその彼としばらく雑談を楽しんだ。彼には、普通の人にはない独特の視点があって、日常的なことを話しているだけだというのに驚かされることがある。

「しかし君はやはり、数奇な立ち位置にいるな」彼はポットから二杯目のコーヒーを注ぎながら、そう言った。「むしろ解決の鍵は、その立場の特異性に着目することにあるのかもしれない」

　そんな抽象的な物言いに、俺が「はあ」と曖あい昧まいに返事をすると、彼は唇の片方だけを上げて独特の笑みを作った。
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　もうひとつの手がかりは、映画研究部にある。怪談の女生徒はそこに所属していた、と明確に伝えられており、そこから情報を引き出せる可能性がある。天文研で得た手がかりを組み合わせることができるかもしれない。

　映画研究部の方とも、我々は風紀委員として以前関わりがあり、超常現象研究部に任せるよりは俺らが行った方がスムーズに話が進むだろう。

　そんなわけで今俺は、映画研究部の部室の前に来ているのだが……なんか中から、怒声が漏もれ聞こえてきていた。

「これだから先せん輩ぱいはっ……センスが決定的に古いんですよ！」

「観客を置き去りにしたテクニックに走るのは、ただの独りよがりだ！」

「もはや先輩と一緒にやっていける気がしません！　出ていきます!!」

「上等だ！　二度と来るな!!」

　わりとヤバい感じで修しゆ羅ら場ばっぽくなっているが……ここで盗み聞きしながら待っているのも良くないと思い、戸をノックする。

　今まで漏れてきていた口論の声が、それとともにピタッ、と止やんだ。それからしばらくの間まがあった後で、聞き馴な染じみのある声が応じた。

「……どうぞ」

　中に入ると、二人の女子が気まずそうに立っている。一人は三年生に進級し部長になった上うえ峰みね、もうひとりはリボンの色から察するに、新入生だろう。どうやら新入部員を獲かく得とくしていたらしい。

　前に来た時よりもずっと物が増えて、賑にぎやかな感じの部室になっていた。

「あぁ、たしか、風紀委員会の……高砂たかさごさん、でしたっけ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた上うえ峰みねは、俺の姿を認めると頭を搔かきながら無理矢理笑顔を作って言った。一年生の方は、「誰？」といった感じを表情に漂わせながら、一応こちらにぺこりとお辞じ儀ぎをした。

　こちらも頭を軽く下げてから、応じた。

「お久しぶりです。すみません、なんかあの……お取り込み中に」

　俺がそう言うと、上峰は後こう輩はいの方をギロリと一度睨にらんでから、こちらにまた笑いかけた。

「いえ、いいんですよ。いつものことですから」

　……いつもこんな状態っていうのは、部として相当ヤバいんじゃないだろうか。他人事ながら不安になりつつも、とりあえず受け流して本題に入っていく。

「実は、今回はこちらからお願いがありまして……」

　そう前置きして俺は、超常現象研究部に協力することになった経けい緯い、そして問題の怪談の内容を簡かん潔けつに話した。

　後輩の女子は、最初は興味を示さず何か自分の作業をやっていたが、話が進むにつれて関心を持ちだしたようで、最後には集中して俺の話に聞き入っていた。

　上峰も俺の話にかなり好奇心をそそられたらしく、話を聞く顔が活いき活きとしていた。

「それで、映画研究部に何か手がかりがないかと思って来てみたのですが……」

「なるほど。でも、何年くらい昔の話なんでしょう？　なにぶん歴史だけは長い部活なので、大体の年代くらいは分からないと……」

　上峰にそう問われ、俺は天文研で得た手がかりのことを話した。

「リストはこれなんですが、新しすぎず古すぎない年代、というとだいたいこの辺りかと……」

　そう言って俺はおよそ三十年前のある年を指し示した。

「なかなか面白いことをやりますね。探偵みたい」上峰は笑いながらそう言った。「そうだ、もしかしたらまだ、その頃のフィルムが残ってるかも……」

　彼女はすぐさま部室の一いち隅ぐうにある、混沌とした物置場へと向かい、経けい年ねん劣れつ化かでボロボロになったダンボール箱を引きずり出し、中を探り始めた。

　上峰と喧けん嘩かしていたはずの後輩女子も、何事もなかったかのように手伝いはじめた。協力して効率よく作業しており、俺が手伝いに入る隙すきはない。

「あ、これですよきっと！」

　後輩が嬉うれしそうに叫んだ。上峰もそれを見て歓声をあげ、二人して手を合わせて喜んだ。

「早速映写してみましょう！」

　後輩女子と上峰はせかせかと部室の中を動きまわり、準備を整える。俺の意志とは関係なく事態が進展しはじめているが……まあこちらとしては、積極的な調査への協力は喜ばしいことだ。

　部屋の電灯が消され、夕暮れの赤い光がカーテン越しにわずかに入ってくる。

「行きますよ……」

　その合図とともに、リールがカラカラと軽快な音を立てて回り始めた。

「えっとこれは……お祭り、ですかね」

　フィルムが劣れつ化かしているのと画面が暗いのでわかりづらいが、どうやら祭りの様子を撮影したものらしい。浴衣ゆかた姿の男女、Ｔシャツ短パンで走り回る子供……どうやら夏のお祭りだ。

　出店の庇ひさしの下から漏もれてくる光が、夜の境けい内だいを絢けん爛らんに照らしている。それを背景に、祭りの熱気に浮かされた人々が歩きまわる。画質は悪いけれど、なかなか幻想的な映像だった。

　……と、映像は急に途切れてしまった。

「あれ、これだけですか？」

「なんだろう、まだ全然長さあるし、こんな勿もつ体たいない使い方するかな……？」

　後こう輩はいと上うえ峰みねはそんな言葉を交わす。

「そうだ、活動記録を見れば……」

　上峰はそう言いながら、乱雑にいろいろなものが挿さしてある棚へと駆け、暗いなかで一冊のファイルを抜き出す。

「うわ、バインダーぼろぼろ。あとで替えておかなきゃ」

　そんな風につぶやきながら、上峰はページを繰くっていく。暗くてよくは見えないが、部がどんな活動をしたか、どんな映像を撮とってどのようなタイトルを付けたかが簡単に記録されているみたいだ。

「……ない」

　愕がく然ぜんとした様子で上峰が言うと、後輩は、「ちゃんと探したんですか、先輩」などと言いながら、彼女と頭をひっつけるようにして確認しはじめた。

「ほんとだ、ここだけ、抜けてますね」

　その反応を受けて、俺もファイルを見せてもらう。

「これ、破られてるんじゃないですか……？」

　バインダーのリングに、紙片がわずかに残っていた。

「ほんとだ」「なんでしょうね、これ……」

　俺らがそんな風に活動記録のほうに気を取られていると──

　暗かった画面に、突とつ如じよ何かが映しだされた。ビクッ、と身体が震ふるえてしまう。

　上峰が「ひっ」と声を出すと、後輩は、

「せ、先輩、何ビビってんですか」

　と震えた声で言った。

　ただの白い影だったそれは、段々と陰影がはっきりしてくると、人影だということが分かった。髪の長い女性。はっきりとはしないが、美人だ。彼女は唇の端を微妙に持ち上げて、薄く笑う──

　その瞬しゆん間かん、ぷつりと映像が途切れた。

　部室に、静せい寂じやくが訪れる。

　誰も言葉を発することができなかった。

　しばらくして鼓こ動どうが落ち着き、ようやく俺は声を絞り出すようにして喋しやべった。

「な、なんだったんでしょうね」

「……さぁ」

　上うえ峰みねは掠かすれきった声でそう言った。後こう輩はいの方はまだ立ち直れていないらしく、何も映し出されなくなったスクリーンを、ただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。




　片付けを行おこなっているうちにだんだんと恐怖も薄れていき、終わる頃には「ただの撮とり損じだろう」という結論に落ち着いていた。

「ねえ、滅め茶ちや苦く茶ちやビビってたよね」

　上峰が楽しそうに後輩に言うと、

「先輩こそビビリまくりだったじゃないですか！　なんですか、『ひっ』って」

　と、後輩の方も負けじと言い返して口論になる。

　ドアを開ける前に声が漏れ聞こえていた時は修しゆ羅ら場ばなのかと心配していたが、どうやらそうではなく、これが日常茶さ飯はん事じらしい。

「ほら、無駄口叩たたいてないで、さっさと作業再開しますよ！」

「はいはい」

　一見すると仲が悪いようにも思える二人だったが、ちゃんとこうして中に入って見てみると、それはむしろ二人の仲が良い証拠なのかもしれない、と思えた。

　以前関わりがあったこの部が、上峰ひとりの状態から新しく部員を迎えてこうして仲良くやっている、というのは嬉うれしいことだった。俺は新しく得た情報とともに、そんな土産話を手にして、映画研究部の部室を後にした。
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　後日、これまでの調査結果を報告するために、俺は超常現象研究部の部室を訪れた。

　部室棟にある部屋数に対して、部活の数はあまりに多い。そのため、ひとつの部屋を複数の部活で共有する、ということが一般的に行われている。それは時に争いの火種となることもあるのだが、一方でその混合により独特の文化が形成されることもある。

　超常現象研究部は、農業研究部、自炊部、飼育部家畜パートと一緒の部屋だ。

　夜にほど近い夕方に部室を訪れると、上かみ落おち合あいは他の部活の面々とともに鍋を囲んでいた。何故か部屋の照明は極限まで落とされている。夏なのに鍋なんてやっているから凄すごい熱気だが、みな団扇うちわを使ったり水を張ったバケツに足を突っ込んだりして、なんとか耐えている。

　俺が部屋に入ってきたことに気づくと、上かみ落おち合あいは「おう」と軽く手を挙げて合図し、皿を取って鍋の中身を取り分け、割わり箸ばしと一緒に俺に手渡した。

「何やってるんですか……」俺はそう言いながら皿を受け取り、一口食べる。「めちゃくちゃうまいじゃないですか」

　その賞賛に、鍋を囲んでいた他の部活の面々から声があがる。

「我々が調理したのだから当然だ」「野菜もうまいぞ」「今日〆しめたばかりの子を使ったの」

　上落合は頷うなずき、解説をはじめた。

「この部屋を使う各部活が協力して、恒例の鍋会を行おこなっているのだ。農業研究部が野菜、飼育部家畜パートが肉を提供し、それを自炊部が調理する。そして超常現象研究部は、怪談を提供するわけだ。夏に鍋をすると当然暑くなるからな、そうやって精神的に冷やしてやると丁度いい」

　それから各部が、簡単に自己紹介してくれた。

　農業研究部は敷しき地ちの畑を使って野菜を育てている。有機栽さい培ばいを誇っており、グラウンドの脇にある汲くみ取とり式のトイレから肥料を調達しているらしい。運動部は喰くっているものが違うのかその排はい泄せつ物ぶつは一般人のものよりも良く、実家の畑とは育ちが違う、などと喜々として語ってくれたが、食べている最中に聞きたい話ではなかった。

　自炊部はその名のとおり、学校で自炊を行っているらしい。最初は昼食を安く適当に済まそうと仲間内で始めた活動だったが、だんだん深みにはまっていったとのこと。あまりに腕を上げすぎて家庭科の教師を自信喪失させ泣かせた、という逸いつ話わがある。

　飼育部家畜パートは元々飼育部、という一つの括くくりで活動していたのだが、ある事件を境に亀裂が生じて分離した。仲の良かった部員たちが和わ気き藹あい々あいとクリスマス・パーティを開催した次の日、飼育していたニワトリの「真美子」「正造」が居なくなっていることが判明した。飼育を担当していた部員が、昨日の残飯から拾い出した骨が二羽のものであると同どう定てい、各部員のアリバイが精査され、取り調べののちについに数人が自供、追放の後に新たな部を作るに至ったらしい。部の名前こそ共通しているが、本流の飼育部とは犬猿の仲だ。

　あまり長居をしても悪いので、俺はすぐにこれまでやってきた調査について短く報告した。天文研の協力のもとに日付と年を推定したこと、映画研究部で観たフィルムのこと、などについてだ。

　話を聞いた上落合は、俺の皿にお代わりをよそいつつ言った。

「なるほど、かなり動いてくれたのだな。正直そこまでの協力は期待していなかったから、驚いたよ」

　あまり驚いた風にも見えず淡々とした口調だったが、彼女はそう言って頷いた。続けて、論を展開する。

「怪談の女生徒が失意のどん底に落とされたのは、想おもい人と別の女が仲良く歩いているのを見かけたから、ということになっている。そして、祭りの映像──もしかしたらその二人は、付近の神社の夏祭りに出かけたのではないか？　そのデートのために、女生徒は仕事を押し付けられていた──夏祭りのシーンの撮影かもしれない。そこで二人を、見かけてしまったのだ」

　上かみ落おち合あいがそうやって推察すると、それを裏付けるように飼育部家畜パートの女子が発言する。

「そこをちょっと行ったとこにある大きな神社、その日に毎年お祭りやってるよ。うちも今年、出で店みせだすんだ」

　明るい口調で言ってのけるが、また飼育している動物が〆しめられて出されるのかと思うと複雑な心境だ。とはいえ、この鍋の鶏とり肉にくはめちゃくちゃ美う味まい。

「ふむ、なかなか話がはっきりしてきたな。詳細を調べるためにも、その祭りに出向いてみるのが良さそうだ。丁度、もうすぐだしな」

　上落合はそう言うと、俺の方へと顔を向けた。前髪に隠れて、その表情をうかがうことはできない。

「君もぜひ一緒に参加してくれたまえ。男女で一緒にいれば、その霊れいが妬やいて出てきてくれるかもしれないからな」

「はは……」

　俺は冗談だと思って軽く笑って返すが、どうやら本気でそう言っているらしい。

「もし怖いなら別の男を手配して連れていくが、どうだ？」

　そう言われてしまうと、こちらとしては断りづらい。

「い、いえ、大丈夫です。ぜひ、参加させて頂きます」

「よろしい、頼んだぞ」

　上落合はそう言うと首を傾かたむけてコキッ、と鳴らしながら、「さて」と言って、肩の力を抜く。鍋を囲んでいた他のメンツは、ごくり、と唾つばをのみ込み、彼女へと視線を集中させる。

　最初は雑談のような調子で喋しやべっていたのだが、次第に話はおどろおどろしくなっていき……




　報告に来ただけだったのに、結局俺はひとしきり彼女の語る怪談を堪たん能のうしてしまった。その後、ひとりで暗くなった廊下を歩くのが、ほんの少しだが怖く感じた。
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　祭りの前日、地上のアジトではいつものように反恋愛主義青年同盟部の活動が行われていた。俺も、超常現象研究部からの依頼については部が終わったあとの時間を充あてることにしており、二学期に向けた反恋愛作戦展開準備はつつがなく進行していた。

「よし、今日はこのくらいで終わりにしよう。いよいよ本格的にリア充と闘たたかう準備ができてきたな！」

　領りよう家けがそう言って区切ると、部員はひとり、またひとりと部室を離れていき、最後には俺と領家の二人だけが残った。

「……ところで高砂たかさご、超常現象研究部の方はどうなっているんだ？」

　ブラインド越しに夕日の差しこむ部室、俺の手が一いつ瞬しゆん止まったのを見計らって、領家がそう話しかけてきた。

「そうか、あまりこちらには報告していなかったな。俺ひとりで調査をかなり進めていてな……手がかりが集まってきた」

　そう言って俺は、天文研や映研に行った話、そして鍋会に参加させられてしまったことを話した。

　領家は俺の報告を聞くと、まずは映画研究部の上うえ峰みねが元気にやっていることを喜んだ。

「なるほど、新入部員が入ったか……それは良かった」

　上峰の問題を解決するためにこちらがとった方策は結局失敗に終わったが、最終的には双方ともに元気づけられる結果になったことを思い出す。

「それで……お前は、上かみ落おち合あいさんと共に、夏祭りへ繰くり出すのだな」

　領家がちょっと渋い顔をしてそう問うのに、俺は頷うなずいて応じた。

「なに、さらなる手がかりがないか調べてくるだけだ。夜からだし、部の活動に支障をきたすことはないぞ」

　俺がそう言うと、領家はさらに不服そうな顔になった。

「私が言いたいのは、そういうことではなくてだな……まぁいい、いつだ？」

「明日だな」

　俺がそう回答すると、領家はしばらくの間床ゆかを見つめて考えた後に、こう提案した。

「反恋愛主義青年同盟部議長として、私もその祭りに同行することにしよう」

　その言葉に、領家の帯同など考えてもみなかった俺は面食らってしまう。彼女を見ると、ほのかに顔を赤らめて俯うつむいていた。

「いや、別に……そこまで重要な調査というわけではないんだがな。結局駄だ目め元もとでやってるみたいなところもあるし、これ以上の情報が得られる確証は全然ない。あまり沢たく山さん人員をかけても、得るものは少ないと思うが……」

　そう応えると、領家はキッ、と俺を睨にらみつけた。

「議長としての責任というものがある。学外での活動において、部員を監かん督とくする義務がだな……」

「そんな、子供じゃないんだから、いいって。ただの夏祭りだ、危険もない」

　俺がそう言って領家の過保護を丁てい重ちように辞すると──なおも彼女は、しつこく食い下がってきた。

「そんなに私が一緒に行くのが嫌なのか!?　さては、夏祭りという夏のリア充御ご用よう達たしスポットで、行きずりの女と楽しんでこようと思っているんだろう!!」

「行きずりって……そんなこと思ってるわけないだろ！」

　俺は勢いを込めてそう言うと、領りよう家けに詰つめ寄った。彼女はじりじりと後ろへ下がるが、すぐに壁に背が当たった。

「お、おどしたって……無駄なんだからな！　私の不屈の闘とう志しは、そんなものには……」

「あのなぁ……」

　呆あきれながらつかつかと距離を詰め、顔に手が届くくらいまで接近すると、領家はぎゅっ、と目をつぶった。

　俺は領家の顔へと手を伸ばし──ぷに、とその頰ほおを柔らかくつねった。

　領家はおそるおそるまぶたを開ける。その目と、俺の目とが合った。彼女の頰がみるみるうちに赤くなっていく。

「俺がそんな、不ふ埒らちなことをするはずがないだろ」

「……なんでそんなこと、言い切れるんだ」

　領家は俺に頰をつねられて喋しやべりにくそうに、舌足らずな口調になって言った。

「そりゃあ、俺は反恋愛に身も心も捧げているからな。あとそれに……もう既に、好きな奴やつが、いるから」

　小声の早口で付け足した言葉を、領家は聞き逃さなかった。

「……誰が好きなんだ」

「それは……知ってるだろ。改めて言う必要は……」

　と、領家は背を壁から離して、前のめりに身体を傾かたむけた。当然、俺の胸に彼女の顔が、ぽすん、と収まる形になる。

「……言って」

　耳を甘やかにくすぐるような声だった。距離が近すぎる。当然匂いも、その熱も、はっきりと伝わってくる。

「あの……おい、どうした？」

　俺はなんとかはぐらかしにかかるが、領家は譲ゆずらなかった。

「言って」

　先ほどまで厳として振ふる舞まって議長をやっていた彼女が、いまは俺の胸の中でこんな風に駄々をこねている。そのギャップが、頭の中をぐちゃぐちゃにかき回すのだ。

　俺は無意識のうちに、手を領家の頭の後ろにまわして、彼女の髪を梳すいた。「ん……」と蕩とろけそうな声が、俺の胸に顔をうずめた領家から漏もれる。

「俺が好きなのはな、あのな……」

「……うん」

　俺が意を決して言おうとした、丁度その瞬しゆん間かんだった。

　コンコン、と戸をノックする音が響ひびいた。

　即座に、俺と領りよう家けは離れる。顔が熱い。なんか勢いにまかせて頭がおかしくなっていた気がする。

　領家は真っ赤な顔でフラフラと机に向けて歩くと、倒れこむようにして椅子に座り込み、突つっ伏ぷしてしまった。

　俺は心臓の鼓こ動どうが収まるのを少しだけ待って、扉を開いた。

　外にいたのは、もう一人の超常現象研究部員、円えん阿な弥みだった。

　あの状態の領家を見られると説明に窮きゆうすると思い、彼女と共に部屋の外に出た。

「この前は、いろいろとお世話になりました」

「いえいえ、こちらこそ沢たく山さん調べてもらって、大助かりですよ。茵しとねちゃんもああ見えて、高砂たかさごさんには本当に感謝しているんです」

　彼女はそう言うと、ふふっ、と上品に笑った。上かみ落おち合あいのことを下の名前で呼んでいるところから、かなり仲が良いということが分かる。感情の見えにくい上落合だが、彼女の前でだけ心情を吐と露ろしたりするんだろうか。西にし堀ぼりではないが、いろいろと想像してしまう。

「それで、明日のお祭りのことなんですが……高砂さん、大丈夫ですか」

「ええ、ちゃんと覚えていますよ。あ、そうだ……」俺は領家のことを思い出し、早口になって言った。「他の部員も、呼んで大丈夫ですか」

「もちろん」

　円阿弥は嬉うれしそうに言う。

「茵ちゃんも喜びますよ。意外と賑にぎやかなの好きですから。あ、それに私ももちろん、行きますからね」

　ちょっと弾んだ声のその言葉を聞いて、俺は安心した。

「それじゃ、明日」「ええ、楽しみにしてますね」

　円阿弥とそう言って別れ、俺はまた風紀委員の部屋へと戻った。

「……何をやっていたんだ」

「ああ、超常現象研究部の人だよ、明日の話で」

　窓を向いていた領家は、訝いぶかしむように俺に目を向けた。その頰ほおは、まだほんのりと赤く染まっている。

「一緒に行ってもいいとのことだ。だから、領家も来てくれると……その、嬉しい」

　俺が言うと、領家はぷいっ、と顔を逸そらして、早口で応じた。

「そんな風に頼まれてしまったら、仕方がないな。議長として、私も行かざるをえないだろう」




　こうして俺らは、学校の近所にある神社での夏祭りに、繰くり出すことになった。
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　そして翌日、祭りの当日だ。

　登校中に注意深く眺めていると、わずかにその神社の周辺が騒さわがしい気がした。

　年をとる毎ごとにだんだんとその感覚は鈍にぶっていったが、子供の頃、祭りというものは妙に待ち遠しかった記憶がある。低い身長から眺める、参道に立ち並んだ出店から驟しゆう雨うのように暗い夜道を照らす光が、幼い頃の心をくすぐったのだ。

　少しだけそんなノスタルジーに浸ひたりながら、今日も反恋愛主義青年同盟部の部室へと出向き、いつもどおり活動を行おこなった。授業もなく集中して反恋愛に取り組んだこの夏休み、部員の練れん度ども非常に高まってきており、効率よく仕事が進んでいく。

　いつもより早い時間に、俺が切り上げて帰ることを宣言すると、他のメンバーも今日はもう終わると言って仕事を止やめにした。

　俺は領りよう家けに、超常現象研究部との待ち合わせ場所を伝え、荷物を置きに一いつ旦たん家に帰ったあとで、その神社へと向かった。




　既に神社の周辺は人でごった返しており、思ったところへ進むのにも一苦労だった。道路にはみでるように出店が展開されており、一帯は通行止めになっている。

　夏の祭りというものは、海やプールと並んで、リア充御ご用よう達たしイベントのひとつである。普段は髪を染める、海外のブランド物を信しん奉ぽうして利用する、など脱日本志向の強いリア充だが、夏になるとこれみよがしにカップルで浴衣ゆかたを身にまとい、街を練り歩く。爆発しろと言いたいところだが、たまに左ひだり前まえに着ていて既に死んでいるパターンがあり、その場合は爆発すらできないことになる。浴衣の柄がらもなんだか派手なものが多く、色も毒々しいものが散見される。

　無理して浴衣を着るからそうなるのだろうが、しかし「恋人と浴衣で出歩く」という特別感がどうしても欲しいのか、この奇習がなくなる見込みはない。むしろ年々酷くなっているという感じすらある。

　人混みの苦しさから、そんな悪態を頭の中でつきながら必死に歩いていると──ようやく、集合場所へとたどり着いた。

「……どうして、みんないるんだ」

　そこにはなぜか、反恋愛主義青年同盟部の部員が、勢せい揃ぞろいしていた。そして何故か、女児もいた。

　さらに驚くべきことに、女性陣はみな、浴衣を着ていた。

　西にし堀ぼりは黄色に白の格こう子し柄がらの浴衣だ。落ち着いた雰囲気のある西堀に、和装はとても良く似合っていた。

　神しん明めいさんは深い紺色の地じに草花の模様が白で入ったものだった。長い栗色の髪を綺き麗れいにまとめ上げており、いつもより大人っぽく見えた。

　天あま沼ぬまは白地に紺で桜の花びらが描えがかれたものだ。精せい悍かんな印象の彼女にぴったりだ。和装に慣れているのか、着こなしも良い。

　そして領りよう家けは、赤っぽい地に、それよりもやや薄い色で模様の入った浴衣だ。べんがら染めのその色は、独特の深みがあり、風格が醸かもしだされていた。長い黒髪は一つに結わえて横に流されており、普段とはまた違う色気があった。

「どうして……全員集合しているんだよ」

　俺が再度問うと、領家は髪の先をいじりながら答えた。

「せっかくだからな、夏祭りに繰くり出すリア充を教きよう誨かいする運動を展開しようと思って、皆も呼んだのだ。上かみ落おち合あいの許可もとってある」

　俺にだけ聞こえるくらいに小さくそう言ったあと、領家は手を差し、隣となりにいた女性を示した。

　小柄ながらも圧倒的な存在感を示すその美人は、つまらなそうに冷めた表情で行き交う人々をぼんやりと眺めている。目はぱっちりと大きく、澄んだ色の瞳ひとみは、どことなく異国情緒を感じさせる。整った顔の造形は、曇くもりひとつない白い肌によってさらなる高みへと昇華されている。大輪の菊柄のその浴衣は、彼女のために誂あつらえられたのではないかと思わせるほどに、よく馴な染じんでいた。頭からつま先まで一片の油断もなく、その気だるげな表情がまた、見る者の心を狂わせるようだった。

「あの……どなたですか」

　俺が問うと、彼女はつまらなそうに応こたえた。

「上かみ落おち合あいだ、この前会ったばかりだろう」

　清せい澄ちような彼女の声と、その容姿とがいま、ぴったりと合一した。いつもは前髪を無造作におろして顔がよく見えなくなっていたから分からなかったが、べらぼうな美人だった。

「なんで……」

　俺にはその言葉しか出なかった。

「何が『なんで』なんだ。よく分からん奴やつだな」

　上落合はぶっきらぼうにそう言うが、そんなぞんざいな言葉さえも、何か心をくすぐってくる魔ま力りよくがあった。

　そして俺はその後ろに、それに負けじと美しい人影を認めた。円えん阿な弥みだった。希き薄はくな彼女の存在感に、和装がこれ以上ないくらいに似合っている。主張しすぎない顔の部分部分は、淡い色の上品な浴衣ゆかたと組み合わさると、ぐっと色香を増して見えた。薄く微笑ほほえんだその表情は、穏おだやかな印象とは裏腹の底なしの怖さをも含んでおり、見る者の心の均きん衡こうを奪ってしまう。

　超常現象研究部の二人は、異様なまでに浴衣姿が似合っていた。その似合い方というのも対照的なのだが、どちらとも甲乙つけがたい良さがあった。だというのに、二人の周りにはどうも男っ気はみじんもない。むしろ、ここまでの美人となると、おいそれとは近づけないのかもしれなかった。

「どうして……」

　そんな声がまた、自然と漏もれてしまう。

　……と、俺の服の裾を、領りよう家けが引っ張った。訝いぶかしむような、怒ったような顔だった。

「どこ見ているんだ、さぁ作戦会議を行うぞ！」




　上落合は、まずはとりあえずこちらで調査を行おこなっておく、と言い残して境けい内だいの方へと向かっていった。円阿弥もそれについていく。女児は二人に一いつ瞬しゆんで懐なついたので、任せることにした。

　これによって、しばらくは反恋愛主義青年同盟部の活動を行えるので、俺らはまず、どうやってこの祭りの場で運動を展開していくか、について議論をはじめた。

　やはりいつもと同様、演説によって大衆へと反恋愛運動を広報するのが良い、ということになったが……

「問題は、どこでやるかだな……」

　領家はそう言って、顎あごに手をあてて考え始めた。

　特に中心となる場所もなく、あたり一面に満まん遍べんなく人が散らばっている。そんな中で、どこで演説を行うのが良いか、というのはかなり悩ましい問題だった。

　色々と案は出たもののどれもしっくり来ず、議論は暗あん礁しように乗り上げるかに見えた。

　と、その時、祭り囃ばや子しと共に、神み輿こしが交差点の角を曲がってこちらへ向かってきた。人の波をかき分けるように進んでいくそれを、脇から沢たく山さんの人が眺めている。祭りの華だ。

「……これだ！」

　領りよう家けは唐突にそう言って、着想を俺らに語り始めた。




「リア充諸君！　注目せよ!!」

　トラメガで拡声された領家の声が、雑ざつ踏とうを切り裂くように遠くまで伝わっていく。急きゆう遽きよ借りた法はつ被ぴを浴衣の上から着込み、サングラスを掛けたその姿は、海の時に負けず劣らずシュールだった。

　ざわめきが伝でん播ぱしていき、注目が彼女にあつまる。その周囲は、反恋愛主義青年同盟部員で固められていた。

　いつもなら一ひと所ところに留まって演説を行うが、今回は変則的だ。祭りの群衆をかき分け、練り歩くようにして演説を行おこなっていくのだ。

　ゆっくりと俺らが動き始めると、なにかイベントでもやっているのかと勘かん違ちがいした人たちは、自主的に行く手を空あけてくれた。皆、祭りの非日常感に当てられており、こちらの言うことも大分聞いてくれる。それで仕事は随ずい分ぶんやりやすくなった。

「我々は反恋愛主義青年同盟部である！　この近所の高校で、恋愛至上主義を打倒するための活動を行っている者だ。今日は特別にこの祭りへと出張し、『恋愛』なる概念の欺ぎ瞞まんについて詳つまびらかにすることで、諸君らをこの恋愛至上主義による搾さく取しゆから救いに来たのだ！

　浴衣を着込んで恋人と手を取り合い、祭りという非日常の出来事を大切な人と一緒に過ごすことで、かけがえのない一生の思い出にしようと思っているリア充諸君！　普段はあまり気にかけてくれないあの人を、気合の入った浴衣で振り向かせようと考えているその予備軍！　果てはこの場でナンパをしようと画策している不届き者!!

　諸君らは間違っている！　君たちが何の疑いもなく信じきっている『恋愛』なる概念は、一般的に考えられているような幸福をもたらすものでは決して無く、逆に我々人類の生産性を極端に損ね、お互いを憎しみ制限し合い、そして地球の全ての生物を巻き添えにして自滅させるものなのだ！

　リア充爆発しろ！　恋愛至上主義者の諸君は自らに対してそう叫びかけなくてはならない。自己批判を介してのみ、我々の心に巣食う恋愛に憧あこがれる気持ちを捉とらえ、その呪じゆ縛ばくから逃れることができるのだ！

　諸君らはしかし、簡単には信じないだろう。自分たちは自分たちの意志に従って恋愛をしているのだから、とやかく言われる筋合いはない、と。放っておけ、と。反恋愛などとのたまうのは、モテない奴やつの僻ひがみに過ぎないのだと。

　だが自分の胸に手を当てて考えてほしい──本当に君たちは、『自由』な意志にもとづいて、恋愛をしているのだろうか？　そこに欺ぎ瞞まんがあることを、我々は発見するだろう。

　まずひとつには、肉体という物質的な層におけるものだ。我々は未熟な幼児から肉体的に成熟した大人へと至る過程において、思春期と呼ばれる時期を迎え、生せい殖しよく機能のスイッチが入る。恋愛なるゴタゴタを君たちが述べ立て始めるのは、ちょうどそれと同時なのだ。すなわち、諸君らが『恋愛』なる修辞で飾り立てるそれは、ただ単に繁はん殖しよく衝しよう動どうの謂いいにすぎないのだ。君たちは分裂するアメーバが、君たちの信奉する『自由意思』を持っていると言うのだろうか？　君たちは『自由』などではない、プログラムされた繁殖衝動の奴ど隷れいとなっているにすぎないのだ!!

　そしてさらに、その欺瞞は『社会』という諸君らの集団の関係性の総体からも生じる。君たちは自由意思にもとづいて恋愛を行おこなっている、と言うが、それは実際には『皆がやっているから自分もやる』という程度のものに過ぎないのではないか？　『恋人がいる』というステータスを得、社会的に認められるために行っているのではないのか？　『異性に興味がある』という文脈を介して、コミュニケーションを円えん滑かつに行うためではないのか？　諸君らはこういった問いに応こたえて言う。『そういう面もあるかもしれないが、それだけではない』と──だがそうやって『それだけではない』と続けて、理由の核を探すために虚きよ飾しよくをどんどん切り捨てていった時に、本当に残っているなにかがあると、確信して言えるのか？　──言えるはずがない、そんなもの、存在していないのだから！

　こうして諸君らは、肉体的にも、社会的にも、両方の面での欺瞞を抱えながら、日々恋愛に苦しめられている。世間にラブソングが横おう溢いつしているのは、恋愛が甘美だからでも、重要だからでもない。それが人間を戒める、最も重い呪じゆ縛ばくだからに他ならないだろう！

　今、諸君らがこうして参加している夏祭りなどというものは、この欺瞞を明確に体現しているではないか！　普段は着もしない浴衣ゆかたに袖を通して異性の気を引こうとするその様は、動物が繁殖期に声の美しさを競って鳴くのと寸分の違いもない、諸君らの動物的本性に直結した行為だ。割高で具の少ない焼きそば、料理と呼ぶのもおこがましいじゃがバター、呆あきれるようなインチキが横行する各種遊ゆう戯ぎの出店──これらに散財して諸君らが得るのは、満足感ではない。『祭りで恋人と過ごした』という情報にすぎないのだ！　君たちはそれをフェイスブックやツイッターでカードとして切り、社会の一構成員として『充実』していることを周囲にアピールする。この奇態を演じさせるのは、まさしく社会からの抑圧に他ならないではないか!!

　リア充爆発しろ！　これは諸君らを思うからこそ、発する言葉なのだ。恋愛至上主義の枠組みから抜けだした我々からすると、この現代社会は、諸君らリア充を苦しめる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄としか見えぬのだ！

　だからこそ我々は救いの手を差し伸べる。我々と共に非リア充となることで、繁殖衝動を否定することで、恋愛の欺瞞を暴き立てることで、自らを自らの手で、諸君らを苛さいなむこの地獄から救出するのだ！

　我々は何度でも叫ぼう。どれだけ『非モテの僻ひがみ』と馬鹿にされようとも、『社会的弱者の妄もう言げん』と蔑さげすまれようとも、叫び続けよう！

　リア充爆発しろ!!」

　歩きながらの演説だというのに、いつも以上にその舌ぜつ鋒ぽうは鋭するどかった。合宿での思想の総点検、そして夏休み期間中の弛たゆまぬ研けん鑽さんが、その演説を明確に、わかりやすくしていた。

　彼女自身が既にある程度の到達をなしえていた過去の自分を乗り越えて、新たな一歩を踏ふみ出そうとしている──そんな期待をも感じさせる、今回の演説だった。

　領りよう家けを取り囲んだ反恋愛主義青年同盟部の面々は、安全に陣形を移動させながら、新しく制作したビラを、道行く人々に頒はん布ぷしていった。これも夏休みの間に様々な議論を重ねて作り上げた渾こん身しんの作だ。

　祭りの参加者からの反応は、今までやってきた運動の中でも一、二を争うほどに、極めて良好だった。夏祭りという熱気の中で、人々の心がうわついていたのが良かったのだろう。賑にぎやかに練り歩いて運動を展開する俺らに、いたるところから励はげましの声がかかった。その場のノリ、というところが多くあろうが、それでも少しでも俺らの主張を耳にし、それがわずかでも頭のなかに残っていてくれたら、やる甲か斐いがあるというものだ。

　アジビラの配布は非常に好調で、持ってきた分を全て配り終えてしまった。

　だがそんな風に大々的に活動を行おこなっていると──当然のごとく、敵勢力から発見されてしまう可能性も高くなる。

「待ちなさい！」

　俺らの行く手を阻はばむように、十メートルほど先に浴衣ゆかた姿の女性が立ち塞ふさがっていた。

　生徒会長・宮みや前まえだ。その浴衣は、稲穂をあしらった落ち着いた意い匠しようで、彼女が元々備えている気品を更に高めていた。そんな上品な出いで立たちに似合わず、宮前の目は怒りに吊つり上がって俺らの方を──いや、正確にはトラメガを持った領家を睨にらみつけていた。

「夏休みになってあなたがたのふざけた活動から解放されて羽を伸ばしていたら……まさかこんな所で出くわすなんて！　一体どれだけ、社会に迷惑をかけたら気が済むというの!?」

　ガヤガヤとした雑ざつ踏とうの音を飛び抜けて、彼女の非常によく通る高い声が響ひびいた。

「それはこちらの台詞せりふだ、生徒会長・宮前!!」領家はすぐさま応じる。「貴様による圧政で窮きゆう屈くつな学園を離れて、伸び伸びと活動をしていたら──まさかこんなところで、邪じや魔まされることになるとはな！」

　二人がそうやって対たい峙じすると、その間にすっぽりと空いた空間を、取り巻くように野次馬が集まってくる。

「なんだ喧けん嘩かか？」「やれー、やっちめえ」「若い奴やつらは元気でいいな！　勝った方に奢おごってやるぞ!!」

　そんな風に囃はやし立てられる中、彼女たちは舌戦を開始した。

「祭りというのはこの国の古来の伝統に基づく、由ゆい緒しよ正しい行事です。土着的な信仰とそこに暮らす人々の日々の活気が渾こん然ぜんとして混ざり合う、人間文化のひとつの華ですわ。若い男女がそこに集つどい、やがて愛を育むのは当然の帰結、そして祭りの新しい世代の担にない手てが生まれ、連れん綿めんとして文化が、あたかもひとつの生命であるかのごとく、受け継がれていくのです。そのような大切な場を、人の愛を知らぬあなたがたのような非生産的なニヒリストが、踏ふみにじっていくのを止めぬわけには参りません!!」

「宮みや前まえ、それは恋愛至上主義者のぬかす欺ぎ瞞まんだ！　今こん日にちあるようなこの『祭り』は伝統とはかけ離れた功利主義的立場から、近代になって初めて捏ねつ造ぞうされたものに過ぎない。むしろ文化を蔑ないがしろにし、伝統を蹂じゆう躙りんしているのは、恋愛至上主義者の貴様らの側なのだ！　利己的な理由で歴史をでっち上げ、自らを正当化する悍おぞましきナルシシズムを、我々は断固として否定する!!」

　難しい言葉で議論を交わしているが、周囲はただ彼女たちを煽あおり立てるだけで全く話を聞いている風ではなかった。

　しばらくそうやって論を戦わせていたが、議論はいつものように平行線をたどった。

「こうなっては仕方がありません！　実力行使で排除します!!」

「化けの皮が剝はがれたな、それこそが恋愛至上主義の本性なのだ！　いいだろう、受けて立つ!!」

　周囲の盛り上がりは最高潮に達した。そんな騒さわがしい人の海の中で、領りよう家けと宮前は二人、静かに互いを睨にらみ合う。

　先に動き出したのは、宮前の方だった。スッ、と左足を浮かせて身体をひねると、手を大きく振り上げ、流りゆう麗れいなモーションで手にしていた何かを投とう擲てきした。

　凄すさまじい勢いで領家へと飛来するそれは──ヨーヨー釣つりの、水風船だった。

　その飛跡は、女子のボール投げのようなゆるやかな放物線ではない。ほとんど一直線に、領家の顔面へと向かっている。

　が、それは道半ばで、パァン、という快音と共に弾はじけた。

　こちら側を見ると、領家はいつの間にか射的用の銃を手にしていた。水風船を、銃のコルク弾で撃うち落としたのだ。無茶苦茶だった。

「……なかなかやりますわね」

「貴様もな。恋愛至上主義などやめて、野球でもやったらどうだ」

　二人はそう言い交わしあって、また睨み合う。領家と宮前との中間地点には、水風船が炸さく裂れつして水たまりができ、射的のコルク弾が転がっていた。

　静まりかえる二人。それと対照的に、周囲の盛り上がりはいよいよ熱狂してきてしまう。

「浴衣ゆかたの女二人が喧けん嘩かしてるらしい」「おいどこだ、見えねえぞ」「一人はめちゃくちゃ美人で、もうひとりはサングラスかけてるらしいぞ！」

　押し寄せてきた人の波は、いつの間にか領りよう家けと宮みや前まえとの間にあった空白を侵食し、やがて二人の間は多数の人で隔へだてられてしまった。

「こ、こら、避よけなさい！　巻き添えにあってしまいますよ!?」

「ええい、邪じや魔まだ！　奴やつの姿が見えないではないか！」

　潮時だ。側そばにいた俺は領家に耳打ちし、撤退を促うながす。宮前と対決するせっかくの機会を逃してしまうのを悔しんでいたが、領家はしぶしぶ承知した。

　俺たちは人混みに紛れるようにして、その場から散り散りに逃げ出した。そのことに感づいた宮前は、

「待ちなさい、逃げるのですか!?」

　などと甲高い声で叫んでいるが、彼女とて人の波に揉もまれており自由に動ける様子ではなかった。対決は不可能だ。




　部員各員はそれぞれ武装を解除し、あらかじめ決めておいた場所に再集合した。

「みな、無事だったか！」

　領家の言葉に、他の部員が頷うなずく。天あま沼ぬまはぴっ、と敬礼し、「先生、今日の演説、大変感動いたしました!!」と熱のこもった調子で言った。

「うむ、今日はなかなか好調だったな」領家も嬉うれしそうに応こたえる。「祭りの客からの反応もかなり良かった。これも皆が一丸となって協力し、一糸乱れぬ連れん携けいで働いてくれたおかげだ。私はたまたまその中心にいたにすぎない。部員それぞれが、互いに褒ほめ称えあおうじゃないか!!」

　領家のその言葉に拍手が起こる。天沼に至っては手の甲で涙を拭ぬぐいながら、「先生、先生！」と叫んでいる。

　時計を見ると、上かみ落おち合あいと再開を約束した時間までは、まだしばらくあった。

「ちょっと余裕があるが、これからどうする？」

　俺が問うと領家は、「ふむ」と一考した後に、こう提案した。

「それでは縁日に蔓延はびこっている様々な欺ぎ瞞まんを、我々の手でひとつひとつ暴ばく露ろしていこうじゃないか！」




　まず俺たちが訪れたのは『カタヌキ』の出店だった。カタヌキとは、板状の菓子を特定の形に切り抜く遊びだ。板にはその切り出すべき形に溝みぞが掘ってあり、その周囲を爪つま楊よう枝じや針、画が鋲びようなどで削っていく。菓子は脆もろいので、上手くやらないと壊こわしてしまい、失敗となる。形には何種類もあって、複雑で難度が高い形ほど、成功した時に貰もらえる景品が豪華になる。

　我々反恋愛主義青年同盟部の一同は、その出店に置かれた長机に向かってずらりと肩を並べながら、黙々とそのカタヌキに精を出していた。

「あっ……ミスったな」

　あまりこういう作業が得意でない俺は、すぐに失敗して割ってしまう。若じやつ干かんの悔しさを覚えながら、立ち上がって他の皆を見回す。

　そこにはいい歳をした高校生五人が、子供に混ざってずらりと並び、一心不乱に小さな板菓子に向かってちまちまと作業をするシュールな光景があった。

「なんだかこれ、悲しい姿だな、滅め茶ちや苦く茶ちや非リア充っぽい感じがにじみ出てるぞ……」

　堪こらえきれずに俺がそう言うと、領りよう家けが机に向かったままで反応した。

「高砂たかさご、うるさいぞ！　……あっ」

　最後の弱々しい「あっ」という声を聞いて後ろから彼女の手て許もとを覗のぞくと、見事割れてしまっていた。

「き、貴様が変なことを言うから、手先が狂ったじゃないか！　どうしてくれるんだ!!」

　領家は立ち上がって俺のほうへ向き直りそう言うが、抜き方を見る限りこのまま行ってもどうも成功しそうな感じではなかった。

「じゃあ、もう一回やるか？　金は俺が出す」

　そう言うと領家はこちらを睨にらみつけたあとで、ぷいっ、と顔を背けた。

「……いい。やらない」

　やはりこういうのは苦手なようだ。領家は割れてしまった菓子をぽい、と口に放り込み、バリバリと嚙かみ砕いて食べてしまった。

　その後、奮ふん闘とうの甲か斐いもなく、ひとり、またひとりと失敗して立ち上がっていった。

「自分は、こういうものは性しように合わないです。やはり益荒男ますらおたるもの、ちまちまとした作業ではなく、ドーンと当たって玉たまと砕け散りたいものです」

　天あま沼ぬまはそんなことを言いつつ、箸はしにも棒ぼうにもかからなかった領家を慰なぐさめている。

　そんな中、一人まだ残って作業している者がいた──神しん明めいさんだ。圧倒的な集中力を発揮しており、俺らの雑談が耳に入っている様子はない。

　と、ふぅ、と彼女は大きく息をつき、振り向いて言った。

「できたよ～」

　台の上を見ると、三連の串くし団だん子ごのものを見事に完成させていた。

「それ、一番むずかしいやつじゃ……」

「え、そこまで難しくなかったよ」

　神明さんはニコニコしながらそう返す。しかしこの人の守備範はん囲いは本当によく分からない。

　俺らがそんな風に談笑していると、店主がやってきた。台の上の、神明さんが抜いた団子を見て、顔を青ざめさせていく。

「これでいいのだろう。さぁ、一等の景品をもらおうか」

　領家が言うと、店主は抜いたカタに顔を近づけてじっくりと眺める。おそらく、ケチをつけるところを探しているのだろう。賞品の供出を渋る時の、常じよう套とう手段だ。

　だが、神しん明めいさんの仕事は完璧だった。どこからどう見ても欠点がないのか、店主の顔がさらに引ひき攣つっていく。

「……お嬢じようちゃん、ズルはいけねえよ。水をつけたりしたんじゃ失格だ、景品は渡せねえ」

　作ったものの方に欠点を見つけるのは諦あきらめたのか、無理矢理難なん癖くせをつけてきた。

「見ろ、これが恋愛至上主義者のやることなのだ！」

　堪こらえきれず領りよう家けがそう言って罵ののしると、店主はヘラヘラと笑いながら応じる。

「なんだいきなり訳の分からんことを言って。誰か、他に見てた奴やつはいないか？」

　そう言うと、近くにいた男児が立ち上がって言った。

「ぼく見てたよ。ズルしてた」

　棒ぼう読よみだった。完全に仕込みだ。

「ほら、こうやって証人もいるんだ。さ、帰んな」

「貴様、罪のない子供に加か担たんさせて、恥ずかしくないのか！」

「言いがかりはやめろ、この子はどこからどう見たって、ただの客だろうが」

　そんな言い争いをしている時だった。

「あら、領家さん。それに風紀委員の皆さんも……お祭りに来てらしたのね」

　先ほど領家と対たい峙じしていた、生徒会長・宮みや前まえだった。

「あ、ああ。構成員間の親しん睦ぼくを深めようと思ってな」

　俺らは生徒会からは風紀委員として認識されており、反恋愛主義青年同盟部員とはバレていない。領家はなんとかその点の整合性を保とうと、咄とつ嗟さに理由をでっち上げた。

「まぁ、仲のよろしいことですわね、生徒会も見習わないと」

　宮前はそう言って微笑ほほえむ。つい先刻領家と相あい対たいしていた時の激げつ昂こうした鋭するどい顔つきからは、想像もできないくらいに柔にゆう和わな笑みだ。

「そういえば、先ほど少々言い争いをしてらしたようですけど……どういたしましたの？」

　彼女のその問いに、領家が応こたえる。

「それはだな、こいつが……」

　と、言いかけたところで、店主が勢い込んで口を挟んできた。その顔はこれまで以上に、こちらが心配になってしまうくらいに青ざめていた。

「お、お嬢様のご学友でしたか！　それはそれは、大変失礼をいたしました!!」

　ペコペコと頭を下げながらそう言った後、男は景品の置いてある棚へ駆けて行き、一等の景品を持ってきた。

「へえ、見事なものでごぜえます、こんな綺き麗れいな抜き方、生まれてこの方かた見た事ねえ、眼がん福ぷくです。さすがお嬢様のご学友！　ぜひ見本として、飾らせていただきます!!」

　男はしきりに頭を下げながら、景品の携帯ゲーム機を差し出した。

　神明さんは大した興味もなさそうに事の成り行きを見守っていたが、せっかくだから、とそのゲーム機を受け取る。

　それから俺らと宮みや前まえがその場を離れて見えなくなるまで、男はずっと頭を下げたままでいた。

「……宮前先せん輩ぱい、あれ、知り合いなんですか？」

　俺が問うと、彼女は人差し指を唇の下に当てて上を向き、しばらく記憶を探ったあとで言った。

「存じあげませんわ。……ですが、おそらく父の部下なのでしょう」

　彼女はにっこりと笑う。注意深く見ていると、近くの露ろ店てんで働いている人たちの中にも、宮前の姿を認めるや慌あわてて、深く腰を折り曲げてお辞じ儀ぎをする者が多くいた。

「父はたくさん部下があるようなので、私わたくし自身は存じていない方も多くおられるのです」

　俺らと並んで一緒に歩く宮前だが、こういう場に居合わせると、非常に遠くに感じられる。天あま沼ぬまはちょっと悔しそうに、宮前を睨にらんでいた。大たい性せい欲よく賛さん会かいという組織について、そのデカさとカバー範はん囲いを改めて思い知らされる出来事だった。




　　　　◯




　その後宮前も加わり、縁日を見て回った。

　出てくる酷ひどい食べ物や杜ず撰さんな遊ゆう戯ぎを、反恋愛的観点から批判しようと思っていたのだが、宮前が一緒にいると価格以上にサービスされてしまったので、目的を達成することはできなかった。が、お得といえばお得であり、感謝の気持ちすら生じるくらいだった。

「お祭りというのは、やはり楽しいですわね」

　領りよう家けと並んで歩きながら、宮前が言う。

「ああ、そう……ですね」

　返答して領家はそう言う。思い出したかのように敬語をつけていたが、

「いいのよ、遠えん慮りよなんてなさらないで。フランクに話していただけるの、新鮮で気持ちがいいから」

　遠くを見るような目つきで、宮前が言った。

「あ、ああ、分かった」そんな言葉にどぎまぎしながら、領家は応じる。「……そうだ、そういえば我々とずっと一緒にいていいのか？　友人とか、その、恋人、とかと、待ち合わせをしてたり」

　領家がそう言いかけると、宮前は、ずーん、と落ち込んだように顔を暗くして、黙りこんでしまった。

　以前、春休みに会話を交わした時に恋人と別れたと言っていたが……どうやらまだ、その継投は見つかっていないらしい。

「す、すまない、配慮が足りなかったな……」

「いえ、いいんです……みなさんのような『りあ充』には、私わたくしのような『非りあ充』の気持ちは分からないのですわ」

　おどけるようにして、宮みや前まえはそう言ってみせる。領りよう家けは慌あわてて、

「そ、そんなことはない、私だってな……」

　と応じるが、

「いいえ、分かるはずがありませんわ」

　と宮前に返され、しばらく二人は口論を続けていた。本人たちは真剣なのだろうが、外から見ているとそれは、仲の良い二人の女の子が、じゃれあっているようにも見えるのだった。




　超常現象研究部と約束していた時間が来たので、宮前と別れて、俺たちは待ち合わせ場所に向かった。

　が、しばらく待っても上かみ落おち合あいと円えん阿な弥みは現れなかった。彼女らと同行しているはずの、女児の姿も見えない。

「まいったな……」

　予定していなかった反恋愛活動を展開することはできたが、肝心の調査の方はまだちっとも進んでいない。上落合らの方で独立に探索が進んでいる可能性はあるが……

「……俺、ちょっと探してくる。皆はもう少し、この辺りにいてくれるか」

　そう言って俺が境けい内だいの奥の方へと向かおうとすると、領家に手を摑つかまれた。

「……私も行く」

「いや、そんなに人員を割さく必要は……」

「私が行きたいから、行くんだ」

　そう断言されてしまうと、こちらとしても別に断る理由はない。俺は領家とともに、人ひと気けのない方へと向かって足を進めていった。

　屋台がずらりと立ち並んだ参道から遠ざかれば遠ざかるほど、人影は急速に少なくなっていった。遠くで雑ざつ踏とうのざわめきが聞こえるのが、周囲の静せい寂じやくを際立たせる。

「祭りなのに、こんなに……人が少ないところもあるんだな」

　隣となりに並んで歩く領家が、いつもよりわずかに上ずった声で言った。

「この神社、敷しき地ちは相当広いからな……表通りから外れてしまえば、こんなものだろう」

　俺がそう返すと、領家は俺のジーンズの後ろのポケットを、ぎゅっ、と引っ張った。

「に、二重遭そう難なんになってしまっては参るからな、逸はぐれないようにしなくてはならない」

「非常に歩きにくいんだが……」

　それに、引っ張られてずり落ちそうになってくる。

　苦肉の策として、俺は領家の方へと手を差し出した。

「しかたがない、手を摑め」

　夏になって半袖なので、これまでのように服の袖そでを摑つかんでもらう、というわけにもいかない。これ以外に方法がなかった。

　当然、領りよう家けは反発する。

「馬鹿ものっ、そんなリア充じみた真似ができるか！」

「いや、待て。手を繫つなぐのが恋人のする行為、というのがそもそも、恋愛至上主義者による植え付けだ。思い出してみろ、幼稚園や保育園の時、お散歩に行くに際して逸はぐれないように級友とペアを作って手を繫いだりしただろう。それと同じだ」

「……私はいつも余って、保母と手を繫いでいた」

　筋金入りのぼっちだった。小さい頃からのそういった鬱うつ屈くつが、いまの彼女の徹底的な反恋愛思想を形作ったのだろう。軽く泣きそうになった。

「ぐだぐだ言ってないで、行くぞ」

　俺は領家の手を半ば強引に摑つかみ、先へと進んでいく。最初こそ、「ふ、ふざけるな！」などと言っていた彼女だったが、俺が手を離そうとしないのを見て、諦あきらめたようだ。何も言わずに横へ並んでしずしずと歩き出す。

「全く……どこへ行ったんだろうな」

　俺がそう言うと、領家は消え入りそうなか細い声で応こたえた。

「……もっと奥の、人ひと気けのない静かな所、だろうな。幽ゆう霊れいというのは、そういう所に出ると決まっている。それを探しに行ったんじゃないか」

「なるほど、それもそうだ」

　俺は領家のアドバイスを受け、さらに賑にぎやかな場所からは遠く離れた、暗い道へと足を踏ふみ入れる。道なのかどうかすら怪あやしく、石畳は土に埋もれてしまってほとんど見えない。

　随ずい分ぶんと参道から外れた。辺りに人の気配はなく、夏なのにひんやりと涼しい。

　領家がぎゅっ、と手の握りを強くしてきた。

「どうした？」

「……いや、なんでもない。少し、怖くてな」

　彼女にしては素直な物言いだった。いつもなら恐怖を感じていることなど、絶対に否定したがるだろう。そんな虚勢を張る余裕すらないのかもしれない。こんな所まで付きあわせてしまった申し訳なさもあるので、彼女の不安を和やわらげるためにも、俺は彼女の手を強く握り返した。

「た、たかさご……」

　領家は俯うつむき、舌足らずな声で言った。

　横を見ると、顔を下にむけているからその綺き麗れいなうなじが、はっきりと見えた。暑いからか肌はほんのりと上気して、そこに玉の汗粒が浮かんでいる。暗い中だが、それだからこそ、その醸かもしだす色気が獰どう猛もうに立ち上ってきた。

　言葉を失う。足が止まってしまう。頭のなかがすべて、彼女のことで埋め尽くされて、何も考えられなくなる。

　強く握り合った手が、お互いの熱を交わし合う。体温と体温が混ざり合って、溶けて、ひとつの温度になっていた。

　支えを失ったように足がグラグラする、そんな錯さつ覚かくに襲おそわれる。浮遊感というべきか。重力と戯たわむれて際限なく自由落下しているようでもある。

「たかさご……？」

　その呼ぶ声が耳をくすぐると、甘い感覚が足から腰、そして頭のてっぺんへと突き抜けた。

　領りよう家けがこちらへと顔を向ける。ちょっと前までサングラスを掛けて演説をしていたのと同じ人物とは思えない、華きや奢しやで端たん麗れいな顔だった。髪を結わえて浴衣ゆかたに身を包んだその姿は、例えようもなく匂においやかだった。

「領家……」

　思わず、呼んでしまっていた。領家はそれを聞くと、ぴくっ、と身体を震ふるわせた後、唇をもぞもぞと動かした。その艶つやがかった赤に、目を奪われる。

　そんな時だった。

　遠くのざわめきからはっきりと区別できる、物音がした。どうやら人の声らしく、よく耳を澄ませて聞くと──どうやら男女が、盛さかっている音のように思えた。

　領家も認識したらしく、にわかに気まずくなる。

「は、反恋愛、主義、青年同盟部としては、な、何気なくだな、その、妨ぼう害がいしなくてはならない、と思うんだが……」

　途切れ途切れの声で、彼女はそう言った。耳まで赤く染まり、顔からは火が出てきそうだ。

「そ、そうだな……」

　俺も力をふりしぼって、そう返答した。その時、無駄な力が入って、また彼女の手を強く握ってしまった。その瞬しゆん間かん、「んっ……」と領家が短く声を漏もらした。頭が真っ白になる。

「な、何へんな声、出してんだよ」

「お前が、強く、握ってくるからだろっ！」

　俺らが小声でそんな言い争いをしていると──事件は起こった。

　声のしたあたりの方角に、ぼうっ、と光が灯ともった。最初は、どうせ携帯でも取り出したのだろう、そのディスプレイの光だろうと思っていたのだが……

「うっ、うわっ！」「きゃっ、な、なにっ……!?」

　男と女の声で、それぞれそんな悲鳴が聞こえてきたのだ。光はゆらゆらと揺れている。

「おいっ、逃げるぞ！」「ちょっ、待っ、きゃっ……これっ、何!?」

　焦りきった言葉を交わした後で、ドタドタと足音が聞こえてきた。おそらく、人通りの多い方へと逃げ出したのだろう。

「領家、先回りしてカップルを見つけてくれ、俺はあの光が見えていたあたりへと向かう！」

「わ、わかった！」

　彼女と繫つないでいた手を離し、俺は火の玉が見えた方向へと駆けていった。

　低木を分け入って道から外れた所に入ると、すぐ近くに光が見えた。若じやつ干かん怯ひるみながらも、足を止めずに近づいていく──

　と、そこにはうっすらと明かりに照らされて青白い肌をみせる、女の影があった。

「ひっ……！」

　思わず声が出てしまう。

　と、その人影は俺のことに気づいたのか、横後ろを向いていた顔をこちらへとひねり、身体も向け直した。ゆらゆらとその重心が揺れる。俺は震ふるえて足が止まり、歯の根が合わなくなってしまった。

　女の影が近づいてくる。こちらから火の玉の方へ向かっていったにもかかわらず、俺は逃げ出したくなっていた。しかし、後じさろうにも足が震えてうまく動かない。

　彼ひ我がの距離がじりじりと短くなるにつれ、心臓が早く打った。喉のどがカラカラに渇かわいて、うまく声も出せない。

　ぽっ、とまた明かりが灯ともる──それと共に、女の顔が浮かび上がり、その口が開いて、言葉が紡つむがれた。

「高砂たかさご、さん……？」

　自分の名が呼ばれたことにビクッ、となりつつも、その、どこかで聞き覚えのある声に意識が持っていかれる。

　さらに女が近づき、顔がはっきりしてくる──円えん阿な弥みだった。

「え、円阿弥さん、ですか」

　俺が震えた声で言うと、円阿弥はニコニコした笑顔のままで頷うなずいた。

「はい、そうです。何か怪談の手がかりがないかと探していて……高砂さんは？」

「お、俺は……先ほど、光が見えて、その、悲鳴を聞きつけて……ですね」

「ああ、光は……これですかね」

　円阿弥はパチッ、パチッ、と明かりをつけたり消したりしてみせる。懐中電灯だった。

「きっと悲鳴は、これに驚いちゃったんでしょうねえ」

　そう言うと彼女は、ふふっ、と上品に笑った。

　全身から力が抜けていってしまう。心しん霊れい現象かと思ってビクビクしていたのが、馬鹿らしく思えてきた。

「大丈夫ですか、ちょっと顔色が優すぐれないようですけれども」

「……はい、大丈夫です。久しぶりに走ったので、息切れが」

　俺が無理矢理そんな言い訳をすると、円阿弥は「あらあら」と言って、俺が落ち着くまでそばで待ってくれた。

「このあたりには、特に何も面白いものは見つかりませんでした。あっ、まぐわうカップル、っていうのは面白かったかもしれないですけど」

「いえ、そういうのは……じゃあ、集合場所に戻りましょうか。もう時間、過ぎてますし」

「え、もうそんな時間？　申し訳ありません、つい調査に夢中になってしまって……」

　そんな会話を交わした後、俺と円えん阿な弥みはあらかじめ決めておいた集合場所へと戻った。




　　　　◯




　俺と円阿弥が到着すると、既に領りよう家け、そして上かみ落おち合あいも戻っている。

「おう、そちらはどうだった？」

　上落合のその問いかけに、円阿弥は残念そうに頭を振った。俺も一応、報告しておく。

「火の玉、っぽいものを見かけたんですが……懐中電灯でした」

　俺がそう言うと、隣となりにいた円阿弥はクスクスと笑った。なんだかちょっと恥ずかしい。

　その報告に、領家が付け足す。

「こちらもカップルを取り逃してしまったが……そうか、勘かん違ちがいなら、別に良かったわけだな」

　俺らの報告に、上落合が頷うなずいて応じた。

「うむ、私の方はこの神社の関係者、神かん主ぬしなどに話を聞きにいったのだが……どうやら学校で聞くのと似たような話が、こちらの方でも言い伝えられているらしい。男女が仲良くしていると、神様が嫉しつ妬として悪戯いたずらをする……ということらしいが。まぁ、よくある伝承だ」

「それじゃ、この辺りに古くから語り継がれていた話が、うちの学校の誰かの悲恋の話と混ざり合って、あの七不思議の怪談ができた、ってことですかね」

　俺がそう言うと、上落合はまた深く頷き、同意を示した。

「その可能性は高いだろうな。まぁ、あまり面白い結末ではないが……そもそも怪談なんていうのは、学校の中のものであろうと、そういった古くからあるものに基礎を置いている場合が多い。これもその例なんだろうな」

　上落合はそう結論づけると、まわりを見回した。

「これで全員揃そろったな。いろいろと調査に付き合ってもらっているお礼に、なにか奢おごろうじゃないか」

「いえ、そんな、こちらもやりたくてやっていることですし……」

　俺はそう言って断るが……なんだか違和感を覚えた。こういう話に真っ先に飛びつきそうな奴やつがいた気が……。

　そんな時、道に沿ってまばらに備え付けられたスピーカーから、アナウンスがかかった。

「迷子のお知らせです。小学四年生くらいの女の子を、迷子センターで保護しています。お心当たりの方は、至急警備本部までご連絡ください。繰くり返します……」

　女児だった。

　領りよう家けといろいろあったり、幽ゆう霊れいさわぎだったりで、完全に頭から抜けてしまっていた。しかし少なくとも人類の誕生以前から生きているであろう彼女が、迷子センターのお世話になるというのはどういうことだろうか。

「いつはぐれたんだろうなぁ……」

　俺に謝りながら、上かみ落おち合あいはのそっ、とした調子で言った。

　俺は焦りながら皆に、「ちょっと行ってくる」と言い置いて、警備本部のあるテントへ駆けていった。

　一緒にいた者として責任を感じているのか、円えん阿な弥みも俺についてきた。

　迷子センターには数人の子供と共に、浴衣ゆかたを身にまとった女児が佇たたずんでいた。その表情は、どことなく不安げだ。

　情報を訊ききだそうと、お姉さんが女児ににこやかな笑みを投げかけながら質問する。

「ね、どこから来たの？　いくつ？」

「別の星系から来た。かなり前に時空の特異点がここから百メガパーセク離れた位置を偶然通過したろう、あれを経由して来たのだ。地球上の観測者から見た年齢は宇宙年齢の半分くらいだが、相対論効果により固有時間にするともっと小さい」

　不安から素すに戻って発言しているが、お姉さんは苦笑と共に溜ため息いきをついていた。

「私も別の星からきたの」

　別の女の子が、不安な女児を慰なぐさめようとしたのかそう言った。

「そうか……どこから来た」

　余裕を失っている女児は噓うそを噓とも見抜けず、そう返してしまう。女の子は困った挙句、銀河の名前を言った。たぶん適当だ。

「うんとね～、アンドロメダ」

「そうだったのか……懐なつかしい、あそこには私の同どう胞ほうが行ったはずだな。死んだと思っていたが、そうか、文明を築いて人員をこちらに送ってくるくらいまでになっていたか……何か、ことづてはないのか？」

　女児は涙を目に溜ためながらそう言う。寂さびしさから望郷の念に駆られているのだろう。

　女の子が困っているのを見兼ねて、俺が声をかける。

「おい、迎えに来たぞ」

　俺の声を聞くと、女児はびくっ、と肩を揺らし、俺の方へと顔を向けた。次の瞬しゆん間かん、なにも言わずにトトトッ、と俺の方へ駆けて、抱きついてきた。

　泣いているところを見られたくないのか、顔を埋めたままだ。

「……なんか、人智を超えた力とか使って、戻ってくればよかったんじゃないですか」

　小声でそう言うと、女児は顔を見せずにくぐもった声で返答した。

「そうかもしれない……」

　やっぱり、凄すごいんだか凄くないんだかよく分からない、変な奴やつだった。




　泣き止んだ女児の頭の上に手を置き、円えん阿な弥みと並んで戻る。

「急に、いなくなったから！」

　女児は彼女を責めるようにそう言う。まだ若じやつ干かん鼻声だ。

「ごめんなさい。私、夢中になると周りが見えなくなっちゃって……それで、いつも失敗するの。高砂たかさごさんも、本当にごめんなさい」

「いえ、こちらこそ。こいつがちゃんとついていかないのが悪いんですよ」

　俺がぽんぽん、と手を乗せた頭を軽く叩たたきながら言うと、女児はむすっ、とした声になりながら反論した。

「だって！　急に!!」

「はいはい」

　そんな風にあしらいながら歩いていると、やがて皆の待っている場所にたどり着いた。

「無事だったか、良かった……」

　領りよう家けが柔らかな笑顔を投げかけながら言うと、女児は彼女の方へ駆けていって、ぎゅっ、と抱きついた。

「お姉ちゃん！」

「わ、私は、姉、ではないがな」

「いずれそうなるもん！」

「け、結婚なんて、その……まだ……」

　領家がしどろもどろになりながら応対していると、神しん明めいさんがかがんで女児に目線の高さを合わせながら、優しく声をかける。

「ほら、こっちにも来ていいんだよ？」

　しかし女児は一いつ顧こだにしない。

「きらい！　あっち行って!!」

　神明さんはまたいつものように落ち込み、それを西にし堀ぼりが慰なぐさめる。

「迷子になるとか、やっぱり子供」

　西堀がそう煽あおると、天あま沼ぬまも同調した。

「やはりこのような有事に備え、認識票を常に携けい行こうさせておきましょう」

「いじわるしないで！」

　女児は二人を叩こうと手を振るが、余裕で逃げ切られてしまう。

　瀬せヶが崎さきは、「やはりぼくが守らなくては……」と改めて謎の使命感に駆られているみたいだった。




　結局、上かみ落おち合あいの厚意に甘えることにして、皆でぞろぞろと縁日を見て回った。

「なんでも食べたいものを言ってくれよ」

　気前よく上かみ落おち合あいがそう言うのに対して俺らは恐縮しているのだが、女児だけは、

「わーい、おごりだ！」

　などと言ってはしゃいでいた。つい先程まで泣いていたはずなのに、もうケロッとしてしまっている。元気だけが取り柄の、アホな子供にしか見えなかった。

　もう夜も深まってきたが、まだ辺りは活気づいており、沢山のカップルがひしめいていた。「忘れられない夏」にしようと頑張っているのだろう。祭りから帰った後もいろいろとプランがあるに違いないが、考えるだけでもおぞましい限りだ。

　浴衣ゆかた姿というと、お決まりのパターンがある。すなわち、慣れない和装の下げ駄た履ばきに、鼻はな緒おが切れてしまう彼女、せっかくの祭りだというのにこれ以上楽しめない、それに家までどう帰りつけばいいというのだろう……残念なデートに終わるかと思いきや、彼氏は彼女を背負って帰ることを提案する。その優しさ、背中の広さに、背負われた彼女は祭りの最中よりもずっと、彼にときめいてしまうのだった──このような感じだ。そんなに都合よく鼻緒が切れるわけもなく、リア充の恋愛脳から来る妄もう想そうに他ならない。それに、長い距離を背負っていかずとも、タクシーを呼べばいいだろう。

　と、脳内でそんな苦言を呈ていしている時だった。いつの間にか集団の最後尾に下がっていた領りよう家けを振り返って見ると、わずかにだが足を引いているように見えた。

　俺は後ろへと下がっていき、領家に並んで声をかける。

「どうした、足でも痛めたのか」

「……べつに、何ともない」

　領家はそう返すが、明らかに歩き方が右足をかばっているようだったし、その顔にも、暑さからのものとはまた違った性質の汗が浮かんでいるように見えた。

「何ともなくはないだろう」

　そう言って屈かがんで足を見ようとすると、領家は右足を俺から遠ざけるようにして立ち止まった。

「あ、足をじっくりと見るなどと、そんなはしたないこと……リア充ですらやっていないぞ！」

　あらぬ方向から領家にそう批判され、逆にその造形に注目してしまう形になる。……たしかに下駄履きの彼女の白い足は、非常に趣おもむきのあるものだった。

「どうしてそういう発想になるんだ！　そうじゃないだろ」

　俺はそう言って、目の前にあった左足から目線を移し、引きずっていた右足を見る。領家は必死に遠ざけて隠そうとしているが……親指と人差し指の間、鼻緒を挟む指の付け根のあたりに、赤く血が滲にじんでいるように見えた。

「……擦すれたのか、出血してるじゃないか。かなり痛いだろう」

「そんなことはない。反恋愛の精神を鍛きたえ上げた私なら、この程度の負傷など……」

　領りよう家けはそう言って歩こうとするが、足を踏ふみ出すと、「くっ……」と苦く鳴めいが漏もれ、バランスを崩してしまった。俺はとっさに手を出して彼女の身体を支える。

「ほら、やっぱり痛いんじゃないか。……お前の家、たしかこの辺りだよな。送っていく」

　俺の言葉に、領家はなおも抵抗する。

「いい、ひとりで帰れる。お前は皆と一緒に……」

「そんな状態の奴やつを放っておける訳ないだろ！」

　語気を強めてそう言うと、領家は黙りこんでしまった。彼女を家まで送ってからまた戻ってくることにし、俺は前を行っていた皆にその事情を説明した。

「ほら、行くぞ」

　領家の所へ戻って俺がそう声をかけると、彼女はもう何も言わずに俺に並んで歩きはじめた。




　やっと人混みを通りぬけ、森しん閑かんとした夜の住宅街に出たあたりで、領家の足が止まってしまった。

「少し……休む」

　そう言う彼女の声は苦痛に歪ゆがんでおり、顔には大粒の汗が浮かんでいた。そんな様子はおくびにも見せなかったが、演説をしていたあの時から既に痛かったのに違いない。

「仕方がない、最終手段だ」

　俺はそう言って、領家の前に回って背中を見せ、屈かがんだ。

「背負うから、乗れ」

　憔しよう悴すいしていた領家だが、流石さすがにその提案にはそう易やす々やすとは乗ってこなかった。

「ば、馬鹿なこと、言うな！　そんなリア充じみた真似ができるか！」

「いや、仕方がないだろう。それに辺りには誰もいないんだ、他人に見られることはない。たとえそれがリア充的行為であったとしても、他人に観測されることがなかったら、ただの介助でしかない」

「それは、屁へ理り屈くつだ！」

　領家はそう言って反抗しようとするが、俺が頑がんとして譲ゆずりそうにないのを察すると、仕方なく、といった感じで両肩に手を乗せてきた。

「もっとガッツリ摑つかまないと、背負えないぞ」

「わ、分かっているっ！」

　領家はおずおずと身体を密着させてくるが、一気に来られるよりもそういう風にゆっくりされる方が、なんだか緊張してしまう。首に彼女の手がまわり、背中にその体重がかかる。それとともに、甘い匂いがこれまでよりも一層強く鼻をくすぐってくる。

　俺の脇のあたりに来ていた領りよう家けのふとももに手を回し、がっしりと摑つかんだ。

「……んっ！」

「変な声を出すな、緊張しちゃうだろ！」

「お、お前の触り方が悪いんだっ！」

　領家はそう言ってもぞもぞと身み動じろぎをするが、手の中で動くそのふとももの肉の感触が、こちらの思考能力を奪っていく。

「も、持ち上げるぞ！」

「……うん」

　俺の首に回された彼女のしなやかな両腕に、ぎゅっ、と力が篭こもった。背中の全面に、領家の熱を感じる。

　ぶっ飛びそうになる意識をどうにかして抑おさえこみながら、俺は彼女の身体を持ち上げた──思ったよりも、ずっと軽い。

「……お前、ちゃんと飯食ってるのか」

「う、うるさい、体重は普通だ。いいから、さっさと進めっ」

　叱しかり飛ばすそんな声ですら、耳もとで囁ささやかれるとどうにかなってしまいそうだった。




　領家の家へと向けて、それからしばらく無言で淡々と歩いていった。夜の住宅街に漂う夕食の美お味いしそうな香りや、漏もれてくるテレビの音、家族の談笑する声などに、注意深く意識を向けていた。そうしないと背中にいる領りよう家けに気を取られ、どうしようもなくなってしまうから。
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　行程も半ばに差しかかったあたりで、ドン、と遠くから、空気を震ふるわせる音が鳴った。

「ああ、花火か」

　背中でこれまで一言も発しなかった領家が、少し声を弾ませてそう言った。

「花火か……リア充文化の極みとでも言うべき、愚かな行為だ」

　俺がそう言って返すと、領家はすぐに応じた。

「うむ、そうだ。花火などというのは、古くから恋愛至上主義者に利用されてきた、洗脳の道具に違いない。千葉にあるのに『東京』を偽いつわる恋愛至上主義者の洗脳施設テーマパークで花火が上がるのが、その最たる例だな」

　領家はそう言いながらも、花火の上がる方向をじっと眺めているようだった。俺は彼女を背負って歩くので手一杯で、なかなかそちらの方へ目を向けることもままならない。

「領家、俺の分まで花火を目に焼き付けておいてくれ。その怒りを、今後の運動の力へと転化させるんだ」

「…………」

「……領家？」

　なぜか黙ってしまった彼女に声をかけると、領家はすぐに、「いや、何でもない」と、取とり繕つくろうように言った。

　姿の見えない、音だけが遠く聞こえる花火というのも、なかなか良いものだ。領家も興味を失ったのか、リア充文化に嫌気がさしたのか、花火の方から目を離して、俺の右肩の上に顔を出し、行く先を見つめていた。

「そろそろ、夏休みも終わりだな」

　領家のその言葉に、俺が応じる。

「ああ、いよいよこれから忙しくなる。夏休みに遊び呆ほうけてこんがりと日焼けしたリア充に、自己批判を要求していかなくてはな」

「もちろんだ！　……しかし、こうやって夏休みに皆で……お前と、出掛けるのも、これが最後になるのだろうか」

「そういうことになるだろう。これから集中して、新学期の最初の作戦に取り組んでいけるな」

　俺のその言葉に、領家は返答をしなかった。

　その代わりに、俺に回していた腕の力を、ぎゅっ、と今までよりも強めた。

　浴衣ゆかたのせいであまり凹おう凸とつははっきりしていなかったのだが、これだけ密着するとやはり、その柔らかい膨ふくらみを明めい瞭りように背中に感じてしまう。彼女の髪が時折俺の首筋を撫なで、そのたびに甘くずっしりとした不思議な感覚が、俺の身体に走った。

「たかさご……」

　領りよう家けは柔らかい声こわ音ねで、そう俺に呼びかけた。いつしか俺たちはもう、彼女の家のすぐそばまでやってきていた。

「ありがとう、その……」領家は途切れ途切れに言う。「ここまで、一緒に来てくれて」

　どちらの意味ともとれそうなその言葉に、俺は返すべき台詞せりふを探しあぐねて、ただ闇やみ雲くもに足を進めた。

　やがて領家の家の前にたどり着く。

　久しぶりだ。最後にここに来たのは──あのバレンタイン粉ふん砕さい闘とう争そうの日、決戦を前にした未明のことだったろうか。

「残りの夏休みも、しっかり俺たちを指導してくれよ」俺はそう言いながら、領家を下ろした。「新学期にはまた、議長として活かつ躍やくしてもらわなくてはならない。早く怪け我がを治してくれ」

「そうだな。……なぁ、高砂たかさご」

「なんだ？」

　俺が問い返して振り向くと、領家は言葉を選んでいるみたいに、下を向いて唇をわずかに動かしていた。浴衣ゆかたの襟えりから伸びた首が、顎あごを通ってなめらかにその綺き麗れいな顔へと続いている。伏し目がちの彼女、その長いまつげが、ことさらに美しく感じた。

「……なんでもない。また明日、学校でな」

　領家は不意に顔を上げると、明るくそう言った。

「ああ、また明日。じゃあな」

　俺はそう言って領家と別れ、皆のもとに戻って祭りが終わっていくのを見届けた。




　　　　２




　その日以降も怪談について調査は続けられたが、その甲か斐いもなく特に目立った進展というものはなかった。手がかりのありそうな匂いをかぎつけて調べていくと、あと一息、というところでぷっつりと手た繰ぐっていた糸が途切れる、ということが何回もあった。

　夏休みも終わりに近づいたある日の昼下がり、俺は部室棟の廊下で思いがけず、超常現象研究部の部員のひとりである、円えん阿な弥みにでくわした。

「こんにちは、高砂さん」すらっと背の高い円阿弥が、いつものように柔らかい笑みを浮かべながら、言った。「どうしたのですか、あまり浮かない顔をしているけれど」

「どうも……あの、怪談の件、映画研究部なんかともやりとりしながら調べてるんですが、あまりうまくいってなくて」

　俺が答えると、彼女はふふっ、と静かに笑った。

「あなたが気に病む必要なんて、ちっともありませんよ。私たちが趣しゆ味みでやっていることに、お手伝いをしていただいているだけなんですから」

「それは分かっているんですが……なんか、妙に心に引っかかるところがあって……」

　自分自身その気持ちが、何に由来しているのかはよく分かっていない。だがなんとなく、この件にこだわりたくなってしまうのだ。

「その気持ちは、分かります」

　円えん阿な弥みはそう言うと、窓際へ寄って空を見上げた。夏の終わりの雲一つない青空というのは、それだけ見れば清すが々すがしい印象をあたえるはずなのに、どうしてか寂せき寥りよう感かんを覚えずにはいられない。

「すぐそばに答えがあると感じてはいても、何度手を伸ばしてもそれに触れることができない、もどかしい気持ち」

「そう、まさしく、そんな感じです」

　俺が食いついて口を挟むと、彼女は目を閉じ、それから開いて、遠くを見た。どれだけ遥はるか彼方かなたを見つめているのだろうか。その眼まな差ざしを見ていると、気が遠くなりそうだった。

「でも、そんなことって、身の回りにいくらでも溢あふれているんじゃないですか」窓の外を眺めたままで、円阿弥は言う。「世の中には色んなものが、謎に覆おおい隠されたままで平然と存在している。そのものの背後にある『正体』なんてちっとも知らなくても、私たちは普通に、そんな分からないものと共存して生きていける。

　気になり始めると、ついその見極めに没頭したくなってしまうこともあります。私たちはどうしても、秘密を暴き立てたくなる。数学が調和の世界の解明を目指したように、物理が自然を素そ粒りゆう子しにまでバラバラに分解してしまったみたいに、そして──私たちが他人の本心を、どうしても知りたくなってしまうみたいに」

　あまり多く喋しやべることのなかった彼女の雄弁に、俺は返す言葉を探しあぐねていた。すると円阿弥はまた俺の方へと向き直り、謝罪の代わりのように笑みをこぼし、口を開いた。

「でもそれは、どれだけ頑張ったところで、全てを明確に、詳つまびらかにできる性質のものではない。それに──謎は謎のままのほうが、美しいんじゃないですか」

「そう……なんですかね」

「きっと」

　それだけ言って彼女は、にこやかに俺に手を振って、階段を下りていってしまった。

　あとに残された俺は、なんだかそこに置き去りにされたような、不思議な感傷に包まれていた。




　　　　◯




　夏休みの終わりを目前に控えて、反恋愛主義青年同盟部の地上アジトでは、追い込みが行われていた。

　二学期の行事で一番大きいのは、文化祭である。比較的自由な校風の我が校は、大規模な文化祭が有名で、他県の中高生もわざわざそのために訪れるほどの盛況ぶりだ。この文化部室棟にひしめく各種の文化部はもちろん、一年から三年の各クラスも成功のためにかなり前から準備に力を入れる。

　そんな風にクラス内の結びつきが大きくなると、当然、成立するカップルの数も増えてくる。普段は頼りないあいつがのこぎりやトンカチを片手に汗を顎あご先さきから滴したたらせながら製作に打ち込む様子にドキッ、としたり、ずぼらに見えたあの女子がめちゃくちゃ料理がうまくて、家庭的なその一面に魅み了りようされてしまったり……なかなか思うように作業が進まず、泊まり込みで準備にいそしむクラス、ジャンケンで負けて近所のスーパーへ買い出しに行かされる男女、「……運が悪いよな、俺ら」「ほんと、なんで負けちゃうんだろ」、部室棟の粗そ末まつなシャワーを使ったばかりの彼女から、晩夏のゆるやかな風に乗せてシャンプーの甘い香りが伝わってきて心臓が高鳴る男子は、「も、持つよ！」と気まずくなってそう言い張り、彼女の荷物を代わりに持とうとするが、「い、いいよ、別に」「いや、持つって」とそんな風に強引に取ろうとした瞬しゆん間かん、手が触れ合ってしまい二人の間に沈黙が流れ、結局重いものは男子が持つことと相あい成なり並んで歩く二人、女子は大容量のペットボトルが入った袋を持つ男子の、その手首に浮いた腱けんを見てドキドキしてしまい、「優しいんだね」などと声を掛けるが、男子は照れて、「お、おう」としか返答することができない、そんな両人の行く手に公園が見えると女子は、「ね、ちょっと寄り道していこっか」といたずらっぽく提案し男子は承しよう諾だく、幼いころよく似たような遊具を使ったことに懐なつかしさを覚えて、かまくらのような小さいドーム状の構造物のなかに大きな身体をかがめてやっとのことで二人が入ると、思ったよりも中は小さく膝ひざを突き合わせるような形となってしまい、接近した彼女のぬくもりと匂いにドギマギする男子と、かたやいつもはとりたてて感じていなかった節ばった彼の手やごつごつした身体にぼーっ、となってしまう女子は、互いに目を逸そらしたままで黙り込むも、ゴクリ、と唾つばを飲み込む男子の、その喉のど仏ぼとけの動きを見てどうしようもなくなった彼女は、壁面にもたれさせていた身体を倒して、彼に体重を預け、上目遣いで男子を見る、その何かを期待するような潤うるんだ瞳ひとみと立ち上る甘い匂いに彼はとうとう理性を失ってしまい……

　そんな爆発すべき案件が数多あまたのクラスで発生する。買い出しの仕事を全まつとうしろ。お前らのような奴やつがいるから作業が滞とどこおるのだ。

　とある信頼できる情報筋によると、クラス内カップルの実に約半数が、この文化祭準備期間、当日、そして学園生活における最大・最悪のリア充行事である後夜祭で作られるという。後夜祭──そこでは、我々非リア充がなにかと理由を作って早めに帰ったり遠巻きに眺めたりする中で、リア充は男女手を取り合って踊る、という極めて不ふ埒らちな行為に及ぶという。

　かようなリア充の祭典である文化祭を我々反恋愛主義青年同盟部が見過ごすはずはなかった。

「文化祭粉ふん砕さい闘とう争そう──来学期はこの作戦が、我々の活動の主軸となっていくことだろう！」

　領りよう家けはホワイトボードにこれからの作戦を列挙した後で『文化祭』のところをぐるぐると丸で囲った。

　部員もめいめいに気合が入っていた。

「文化部の展示をないがしろにするリア充、ぜったいにつぶす」「屋台で暴利を貪むさぼって打ち上げ費用を捻ねん出しゆつしようとするリア充に裁きの鉄てつ鎚ついを下しましょう！」「ミスコンとかそういうの、ぶち壊こわしてやろうね！」「祭りとはそもそも神聖なもの、リア充による文化の汚お辱じよくは見過ごせません!!」

　既にいろいろとそれに向けて対策が講じられている。俺と領家とはしばらく前から文化祭実行委員を兼任することで、内部情報を引き出している。西にし堀ぼりは文化部の、瀬せヶが崎さきは運動部の代表会議に出席、神しん明めいさんは勝手に選出された昨年度のミスコン覇は者しやとしてその企画に大きな発言権を持ち、天あま沼ぬまはクラス代表としてクラス企画会議へと潜入している。もはやリア充の敗北は必至だ。

「文化祭粉ふん砕さい闘とう争そうは、これからの反恋愛活動の成否を握る、大きな鍵だ！　ここで我々の存在感をしっかりと示すことができれば、我々の勝利はもはや確約されていると……」

　領家が勢い込んでそんな風に話していると──コンコン、とノックの音が響ひびいた。例によって俺らは慌あわてて受け入れ態勢を整える。

　扉を開けて入ってきたのは、超常現象研究部の上かみ落おち合あいだった。

「しばらくぶりだな」

　そう言って彼女は部屋の中ほどまで入ってくると、どっかりと椅子に腰を下ろした。この前の浴衣ゆかた姿のときは髪を上げてその美び麗れいな顔が見えていたが、今はこれまでと同様、長い前髪を垂たらしてそれを覆おおってしまっていた。惜しいかぎりである。

　神明さんは言われる前から動き出してお茶を淹いれ、彼女の前に置く。上落合は「うむ」と頷うなずくとお茶を一口含んで、嚥えん下かした。相変わらずの態度である。

「今日は他でもない、あの七不思議の一つ、怪談の件で来た」単刀直入に上落合は始めた。「夏祭り以来、そちら側にはなにか進しん捗ちよくがあっただろうか？」

　その問いに、申し訳なさを感じながら俺が答えた。

「それが……あまり進んでいなくて。いつも良いところまで行くんですけど、その先がふっつりと途絶えているんです」

　俺が「すみません」と言って謝ると、上落合は頭を横に振った。

「実は私も同じような状況だ。ほとんど追加の情報は得られていない」

　彼女のそんな言葉に、俺はほっとしつつも、どこか悔しい気持ちを感じた。

　上落合はもう一口お茶を飲み、続けた。

「かろうじて得られたのは、いわばメタな事柄だ。この怪談を調べていると、その調査員は何らかの不具合に見まわれ、そして真相に辿たどりつけない──そのこと自体が、怪談の中に取り入れられているみたいなんだ」

　背筋が凍るようだった。

「それじゃ、俺らもその中に入り込んでる、ってことになりますね」

「そうだ、私たちが今こうして煩はん悶もんしている最中も、その怪談の範はん囲い内ない、ということだ」

「はは……」

　うわべだけは笑って見せたが、ちっとも笑える事態ではない。

　上かみ落おち合あいはしばらく黙りこんだ後で、こう宣言した。

「そういうことだから、調査はここで打ち切りたいと思う。風紀委員──とくに高砂たかさご、君の尽じん力りよくのおかげで、詳細についてかなり特定できたよ。ありがとう」

　柄がらにもなくそんな風にお礼を述べた彼女に、俺は一いち抹まつの寂しさを感じた。

「まだ諦あきらめるのは早いですよ、もう少し、続けましょうよ」

　普段はあまり物事に深く入り込まないたちの俺だが、どうしてかこの件に関してはムキになってしまう。この前、円えん阿な弥みに掛けられた言葉が、脳裏によみがえってくる。

「そう言ってくれるのはありがたいがな、私としてもこの問題にだけかかずらっているわけにはいかない。二学期になり、君たちも仕事が増えるだろう。これが区切りとしては、ちょうど良いんじゃないかと思う。それに……」

　この前の円阿弥と、いま目の前にいる上落合が、二重写しになる。

「謎は謎のままの方が美しい──そんな見方もある。七不思議のうちのひとつに、そんな風に絶対分からないものがある、というのも、なかなか乙おつなものなんじゃないか？」

　同じような言葉を、円阿弥も口にしていた。

「それって……何か由来のある台詞せりふなんですか。謎は、謎のままの方が……ってやつ」

　俺が問うと、上落合は不思議そうに答えた。

「ああ、歴代の報告書は、この記述に関しては必ず、そんな風に締めくくられているんだ。『──謎は謎のままの方が美しいのかもしれない』なんだか負け惜しみのようで気に食わないが、今回もそう結論することになりそうだ。……ところで、何故そのことを知っているんだ？」

　何気なく、俺はその問いに応じた。

「ああ、この前円阿弥さんも、同じことを言っていたので。彼女と上落合さんが共通して同じことを言うってことは、何か出典があるんだと思ったんです」

　その言葉に、シン、と場が静まり返る。

　領りよう家けがコホン、と咳せき払ばらいをしてから、小声で話しかけてくる。

「お前、私にあんなことを言っておきながら……さっそく別の女と」

「待て待て、ただの連絡だ」

　明後日の方向へ暴走しそうになる領家を、そう言ってなだめる。

　そんな中、唐突に上落合は言った。




「すまない、円えん阿な弥みという奴やつは──誰なんだ？」




　俺はしばらく、言葉を失った。どうやら彼女は、冗談を言っている様子でもない。

「えっと、あの……超常現象研究部のもう一人の部員、円阿弥さん、ですよね。あの、スラッとした、いつもニコニコしている……」

　困惑の中で俺がなんとかそう言うと、しかし上かみ落おち合あいは即座に断言した。

「超常現象研究部には、部員は私しかいない。一人きりだ」

　何を言っているのかわからなかった。

　混乱でめまいがしてくる。

「いつも一緒にいたじゃないですか！　それこそこの前の祭りのときも……初めて来た時だって、二人一緒にこの部屋にいたでしょう？　なぁ、みんなも見ていたじゃないか」

　俺が反恋愛主義青年同盟部の面々に同意を求めると──皆、呆あつ気けにとられたように沈黙していた。

　そんな中、領りよう家けが怒気をはらんだ口調で、こう応こたえた。

「何を言っているんだ、高砂たかさご。最初来た時から、上落合ひとりだったじゃないか！　……その円阿弥という奴は、どこの女なんだ!!」

　領家のそんな追及だったが、俺の頭は困惑でめちゃくちゃになっていた。

　何が起きている？　これは何の冗談だろうか。何かのドッキリなんじゃないのか？

　目を回しながらそんなことを考えていると──また、コンコン、とノックが鳴った。

　瀬せヶが崎さきが「どうぞ」と応じると、ドアを開けて客が入ってくる。見ると、映画研究部の二人、上うえ峰みねとその後こう輩はいだった。

「あっ、みなさん、どうも。本当に、その節はお世話になりまして……」

　反恋愛主義青年同盟部の面々を見回して、上峰はまず改めてそう言って頭を下げた。

「えっ、先輩、どんなことで風紀委員のお世話になったんですか？」

　後輩が聞くと、上峰は少しだけ顔を赤くして、「それはもういいの」と流してしまった。それから上落合の存在に気づいて、問いかける。

「あの、こちらは……」

「私は超常現象研究部の上落合だ。この風紀委員に、七不思議のひとつである怪談について、調査協力をしてもらっていた」

　上落合自身によってなされたその答えに、上峰はぽん、と手を叩たたいた。

「なるほど、あなたが。それじゃあ、丁度タイミングが良かったです」

　上峰がそう言うと、後ろに控えていた後輩がバッグの中から書類を取り出し、机の上に展ひろげた。

　俺が呆ぼう然ぜんとしている中、事態はそれを置き去りにして進んでいく。

「高砂たかさごさんから調査の相談を受けて、私達も色々と調べていたんです。怪談のその女生徒が、映画研究部に在ざい籍せきしていた、というので、いろいろと過去の情報をさらっていたんですが……部室にはどうも残っていなくて。故意に抹まつ消しようされたような痕こん跡せきすらありました」

　そう言う上うえ峰みねについで、その後こう輩はいが話しだす。

「ですが最近、かなり前のＯＢ・ＯＧと偶然顔を合わせる機会がありまして……ちょうど当とう該がいの年にかかって部に在籍していた方がいて、訊きいてみたんです。そうしたら、当時の資料が残っていたみたいで、それを送ってくれて……」

　テーブルの上の資料に目を落とすと、たしかに年季の入ったものだということがひと目で分かった。書類の他に、幾葉か写真も混じっていた。そして俺はその中に、よく見知った人影を見つけた。

　上峰は少し声のトーンを落として、補足する。

「残念ながら、その中で亡くなっていらっしゃる方がおられて……円阿弥さんという方なんですけど」

　心臓がずしりと沈み込むような、そんな感覚に襲おそわれた。部屋の温度が急激に下がったみたいに、映画研究部以外の皆が黙りこむ。

　上峰は俺らの間に走ったそんな衝しよう撃げきなどつゆ知らず、話を続ける。

「亡くなった、というのは正確ではないですね。在学中の夏休みに、行方ゆくえ不明になってしまったらしいんです。それで、今では……死亡扱いで。詳しい話は、教えてくれませんでした──こちらも、強しいては訊ききにくかったので」

　上峰がそう言い終えてしばらくの後、ぞくぞくと鳥肌が立ってきた。

　他人の空似だ。偶然苗みよう字じが一致しただけだ。──俺はそんな風に自分に言い聞かせようとした。だが、駄だ目めだった。

　その写真の彼女は、俺が見ていた円えん阿な弥みと寸分たがわず、にこやかな笑みを浮かべていた。

「し、仕込みなんだろう、高砂!?」領りよう家けが立ち上がり、震ふるえた声で言った。「映画研究部と予あらかじめ打ち合わせておいて、我々を脅おどかそうとしたんだ。な、なかなか手の込んだいたずらじゃないか、私といえども、少し驚いてしまったな」

　少し、とは思えないくらい膝ひざをガクガクいわせながら、領家は努めて気き丈じように振ふる舞まってそう言いはる。他のメンバーも顔を青ざめさせながらも、領家の言葉に頷うなずいて笑う。

「たかさご、趣味が悪い」「いい暑気払いにはなったかもしれませんね」「ほんと、やめてよこういうの～」「……センパイ、あとで集合、いいすか」

　一方、上かみ落おち合あいは全く動きを見せず、ただじっと机の上の資料を見つめていた。

　そして映画研究部の二人は、戸惑っていた。

「仕込みって……なんなんですか？」「この資料届いたの、ついさっきなんですけど」

　反恋愛主義青年同盟部員が、また一段と顔を青ざめさせた。

「おい、高砂たかさご、なんとか言え！　黙っていては分からんぞ!?」

　遠のきそうになる意識をなんとか繫つなぎとめて、俺は円えん阿な弥みとのやりとりを思い出していく。

　最初に彼女が部室に来たとき──上かみ落おち合あいが喋しやべって、彼女はただその側そばに立っていただけだった。それから俺は連絡先を訊ききに部室を飛び出て、そこで初めて、円阿弥と会話をした。その場に居たのは、彼女と、俺ひとりだ。それから超常現象研究部での鍋のとき──円阿弥の姿は、見えなかった。他の部活の面々に気を取られて、彼女の不在に思い至らなかった。直近ではこの前、廊下で出くわして話した。これも、ふたりきりだ。

　俺以外の誰も、円阿弥とやりとりをしていない……？

　そういえば、俺と領りよう家けだけが部室に残っていた、あの日。俺と領家が接近して、変な感じになってしまった、そのタイミングを見計らうかのように、ノックの音がした。扉を開けるとそこには円阿弥がいて、そして俺は廊下に出て彼女と話したのだ。男女がいい感じになっている時に現れる──それはまさしく、怪談の言い伝えそのままだ。

　そうだ、祭りのときはどうだろう。彼女の浴衣ゆかた姿に見み惚とれていたとき、たしか領家はこう言って俺を注意した。

『どこ見ているんだ、さぁ作戦会議を行うぞ！』

　俺はそれを、女の浴衣姿に魅み了りようされて反恋愛を疎おろそかにしている俺を、窘たしなめる言葉だと思っていた。だがそれは──もしかしたら本当に、俺が虚こ空くうを眺めていたから……？

　さらに詳細に記憶をたどっていくと……俺はある重要な点に気がついた。

　俺以外にも、円阿弥とやりとりをしている奴やつがいる。

　それは……女児だった。

　夏祭り、女児が迷子になってそれを迎えに行く時、円阿弥もついてきたのだ。そこで女児は彼女と、はっきりと会話を交わした。

　一つの可能性が、俺の頭に浮かび上がる。

　──また、してやられた。

　そう言えばいつか、ホラー番組を見て怖がっていた女児を、バカにしたことがあった。それの意い趣しゆ返がえしに、彼女はこんな手の込んだいたずらを仕掛けたのだ。

　俺にだけ見える『円阿弥』を作り出し、こうして最後にビビらせる。悔しいことにその作戦は、見事成功していた。

「気分が悪い、帰る」

　俺はそれだけを言い残して、部室を出て行く。後ろからは、

「おい、高砂、待て！　なんなんだ一体!!」

　という領家の言葉が聞こえてくるが、俺は真相を確かめるためにも自宅へと急がなくてはならなかった。




　ほとんど駆けるような速さで駅から自宅まで向かい、俺は息を整えながら玄関へと足を進める。

　どんな風に問い詰めれば良いのか……頭のなかで言葉が、ぐるぐると空転していた。これまで女児にはいろいろな面で邪じや魔まをされてきたが、今回のものは特にダメージが大きかった。それに、反恋愛を妨ぼう害がいする、というような意味合いも、今回の件に関してはかなり薄い。単純に、俺に対する嫌がらせでしかなかった。

　鍵を開け、そのまま下を向きながら薄暗い室内へと進み入る。女児はまだ、帰っていないのか……？

　と、その時だった。

　頰ほおにひたっ、と冷感が張り付く。それと同時に、血ち腥なまぐささが鼻をうった。

「ひっ」

　収縮しきった喉のどからそんな掠かすれたような音を吐いて、俺は後あと退ずさり、どすん、と尻もちをついてしまった。

　困惑で真っ赤になる視界。バクバクと跳ねるような鼓こ動どう。極度の緊張で周囲の音が耳に入らなくなる。

　しばらくすると、ようやく心臓が落ちつき、極限まで狭まっていた視界が開けていく。俺は身体を固くして身構えながらも、何が起こったのかを見極めていく。

　玄関のドアをくぐって少し行った先に、なにかが浮かんでいる──いや、糸で吊つられている。目を凝こらしてよく見ると──生肉だった。

「見たぞ、見たぞ！」

　どたどたと足音が響いて、奥から小さな人影が迫ってくる。

　女児だった。

「『ひっ』だって！　いつも飄ひよう々ひようとしている君も、こんな風にビビるものなんだね。いやー、スカッとしたなぁ！　このまえ私がホラー番組を見た時に、怖がっているなどといって侮ぶ辱じよくしていたが、実は君こそ怖かったんじゃないのかね！　それを私に押し付けようとしたんだろ？　いや、怒る気持ちなんて少しもないんだ、私は人類を創造した者なんだからね、その自分の創ったものに対してムキになったりなどするはずがない。むしろ君のその弱っちい心性には、心の底から同情するまでさ！」

　今までに見たこともないくらいに活いき活きと、早口で、女児はそうまくし立てた。完全にムキになっていた。

　しかし驚いてしまったのは事実だ。俺は何も言わずに立ち上がって尻をはたくと、ぶら下がっていた生肉を取り外し、女児に投げつける。びたん、と顔に張り付くが、女児はそれを顔から除のけ、なおも優位の笑みを見せていた。




　女児と共に顔を洗い、居間へと向かう。その頃には俺の心臓も、気持ちも、だいぶ落ち着いていた。

　俺は女児のぶんの麦茶もグラスに注ぎ、卓の上に置いた。差し向かいに座った彼女は、「ご苦労」と偉そうに言って、それを一口飲んだ。

「それにしても君の驚きようといったら、いっそ清すが々すがしいくらいだったね。声も良かった。なぜ録音しておかなかったのだろう」

　女児は喜色満面で、意地悪げにそう語る。

「いや、実際参りましたよ……」

　もう取とり繕つくろってもあまり意味がない。俺は素直に負けを認めることにした。

「まさかこんな、物理的な手段で仕返しをしてくるなんて」

　俺が言うと、女児は「うんうん」と頷うなずいてまた笑った。

「こういうことに私の能力を発揮してしまってもつまらないからな。君たちにもできることで対抗してはじめて、仕返しは面白くなるのだ」

　女児はそう言って、勝利の余よ韻いんに浸るかのように目を閉じ、「ふふん」と鼻を鳴らした。小こ癪しやくな女児だった。

　俺はせめてもの意い趣しゆ返がえしのために、彼女の発言の矛盾を突いてやる。

「そんなこと言って、超人的な力も使っているじゃないですか。『生肉』は確かに認めますけど……」

　そんな言葉に、女児は動きを止め、きょとん、とした顔つきで俺を見て、言った。

「……何を言っているんだ、私が他に何をしたっていうんだ」

　矛盾を認めるのが嫌なのだろう。女児がそう言い張るのに対して、俺は反論を述べ立てた。

「何を言ってるんだ、はこちらの台詞せりふですよ。あんな風に大規模な仕掛けで俺を騙だましておいて……明日みんなに、どうやって説明しようか、今のままじゃ完全に狂人扱いですよ」

　反恋愛主義青年同盟部の皆に弁明するのはかなり厄やつ介かいだ。なにしろ『円えん阿な弥み』という名を、俺は映画研究部の情報以前に知っていたことになっている。そこをいかにして説明すればよいか……今から頭が痛い限りだ。

　俺のそんな言葉に、しかし女児はなおもしらばっくれて見せる。

「大規模な仕掛け、なんて行おこなっていないぞ。私は、本質に関わるところでは、君たちにでもできることでしか、行動をしない──それが私の美学だからね」

「いやいや、幻覚を見せるなんて、普通の人にはできないじゃないですか」

「幻覚……？」

　だんだんと違和感が生まれはじめていた。普段の女児ならば、矛盾など突かれようものなら、顔を真っ赤にして反論してくるはずなのだ。

　しかし今目の前にいる彼女は、至って冷静な様子で、俺の言葉に首を傾かしげるのみだった。

　背中につうっ、と汗が伝う。

「嫌だな、何を言ってるんですか。夏祭りの時に、あなたも一緒に話したあの、超常現象研究部の、円えん阿な弥みさん」

「うむ、人間にしてはなかなか礼儀正しい奴やつだったな。私を置き去りにして忽こつ然ぜんと消えてしまったのは問題だが、まぁ私も大人で自主的に行動できるのだからな、許すことにしよう」

　その言葉を聞いて、俺は舌がもつれてくる。うまく喋しやべれなくなっていた。

「もういいですよ、俺の負けです。わかりました。円阿弥先せん輩ぱい、っていう幻覚を見せていたのは、あなたなんでしょ？」

「君が何を言っているのか、本当に分からない。円阿弥は実在していたじゃないか。私も君も、会話をちゃんと交わしていただろう」

　思い出す──夏祭りのとき、女児が円阿弥とはぐれて、迷子センターでガチ泣きしていたことを。円阿弥が女児の創りだした幻想ならば、そんなことは起こりようはずもない。俺を嵌はめるためにそう演技して信しん憑ぴよう性せいを高めようとした、という可能性も考えられるが、そんな小こ芝しば居いとは思えぬ泣き方だった。

「おい、黙りこくってどうした！」女児はいままでの余裕の笑みを少しずつ曇くもらせながら、俺に言った。「あ、分かったぞ、そうやって私をおびえさせようというのだろう？　なるほどなるほど、咄とつ嗟さに考えたにしては上出来のアイデアだ。恐怖に対して、もう一つ恐怖を重ねて返そうとするとはね。全く君は面白い奴だ」

　女児はそう言って麦茶のグラスを握るが、手の震ふるえで机に底が当たってガタガタと音が鳴ってしまっていた。

　しかしこちらとしても、そんな女児の怯おびえ方をからかっている場合ではなかった。

　一体何が起こっている？

「わかったわかった、君の力を認めるよ。確かにそのアイデアは秀しゆう逸いつだ。私も正直なところ、怖くなってしまった。どうだい、これでおあいこにしようじゃないか」

　女児は平静を装ってそう言うが、声がへろへろになっていた。

　俺だって人のことを言えた立場ではない。言葉を発することすらままならなかった。

　なんとか心を奮ふるい立たせて椅子から立ち上がると、俺はテーブルの対面に回り込んで女児の手を摑つかみ、引っ張った。

「な、なにをするんだい？　君が膂りよ力りよくで私に勝てるなどと思ってはいないだろうね？　邂かい逅こうの時を思い出したまえよ」

　女児の言葉を無視して、俺は彼女を連れて玄関へと逆戻りし、家を飛び出した。

　向かう先は──あの神社だ。




　　　　◯




　女児を連れたまま、夏祭りが行われた学校近くの神社へと急ぐ。途中、女児は何度も、

「おい、いいかげんにしたまえ！　君の意図はもう分かっているんだ、十分こちらも驚かされたよ!!」

　などと言っていたが、目に涙が浮かび始めていた。俺の方でも彼女をからかう心のゆとりなどなく、ただひたすらに目的地を目指すことで恐ろしさを忘れようとしていた。

　無我夢中で足を進めているうちに、いつのまにか神社の鳥居まで来ていた。ふと、足が止まってしまう。

　祭りの時には前を通る道路にまで出店が立ち並んで賑にぎ々にぎしかったのだが、今日はその余よ韻いんすらも一切感じられない、無機質な日常の風景が広がっていた。

「なにをしようと言うんだね、まさか、本当に幽ゆう霊れいがいるなんて、考えてはいないだろうね？」

　女児は馬鹿にしたような口調で言うが、繫つないだその手は震ふるえていた。

　俺はなんとなく鳥居の前で一礼してから、境けい内だいへと足を踏ふみ入れた。こちらを馬鹿にしていたはずの女児も、俺に倣ならってぴょこん、と頭を下げた。

　参道には人影も見当たらず、昼間だというのにあの夜よりもうら寂さびしいようだった。蟬せみがシャクシャクと鳴いているのを聞くと、気が遠くなってくる。

　と、参道を外れた所に、人影が見えた。女子の制服の、後ろ姿──うちの学園の生徒だ。ゆらゆらと揺れるように身体を動かし、奥へと進んでいく。

　同じ姿を認めたのか、女児がびくっ、と身体を震わせた。

「ま、まぁ、君の学校の近所にある神社だからな、参さん詣けいする者も少なくないだろうな」

　自分に言い聞かせるようにしてそう言うと、女児は俺の手を引っ張った。

「もういいだろう。誰か知らない生徒が紛れ込んで、我々に悪戯いたずらを仕掛けたにすぎない。そういう意味のないことをやるのが好きな人間も、稀まれに存在しているのだ。あまり気にすることはない」

「いや……追います」

　女児の諌いさめを聞かず、俺はその人影を追って参道を外れた。手を緩ゆるめたが、一人残されるのも怖いのか、女児もそのままついてくる。

　道はだんだんと細くなり、左右から藪やぶが迫ってくる。見覚えのある光景だ。あの時はもうすっかり夜で周りが暗くなってしまっていたが、たしかにあの時もこの辺りに足を踏ふみ入れた。

　追っているうちに、ふと、女生徒の動きが止まった──俺があのとき、ぼんやりとした光の玉を認めたのと、全く同じ位置だ。

　歯をガタガタいわせながらも、俺はその人影へとにじり寄っていく。女児が一生懸命逆側に引っ張っているが、体重が軽いのであまり効果はない。

　はっきりとその姿が見えるほど近づくと、やはりその後ろ姿はよく見知ったものに思えた。

　俺がそこからさらに一歩を踏ふみ出そうとした、その時だった。背中を見せていたその人影が、足を一歩後ろに引き、身体をひねる──その顔がゆっくりと、明らかになっていく。

　長い髪を耳にかけながら振り向いたその人は、他でもない、俺と女児が、『円えん阿な弥み』として知っている人だった。いつものように柔にゆう和わな笑みを顔に浮かべながら、優しい目線を投げかけてくる。普通ならばそれは、暖かい感情を呼び起こす性質のものだ。しかし今、俺らがその微笑を見て感じたのは、底知れぬうそ寒さだった。それこそまるで、到達しえない遥はるか向こうから眺められているような──

「何かの勘かん違ちがいですよね？　俺らだけにしか見えていないなんて、そんなおかしなことが起こるはずがない。どんなトリックです？」

　考えがまとまらないままで、思いつくままに言葉を並べ立て、問いかける。しかし目の前の彼女は、ただ莞かん爾じとして笑うのみだった。

　その笑みにすっかり吞のみ込まれてしまって、俺は言葉を発することも、足を動かすこともできなくなってしまった。隣となりの女児もただ硬直して、逃げようと俺の手を引っ張るのもやめていた。

　そんな俺らの様子とは対照的に、円阿弥の方はいつもどおりの落ち着いた様子だ。彼女は足をこちらへと踏み出すと、そのまま音もなく俺らの方に向かって歩いてくる。恐ろしいのに、彼女から目を背けることができなかった。心臓の鼓こ動どうが高まるにつれて、視野が狭きよう窄さくしてくる。数歩の間合いのうちに彼女が入る段になると、もはや円阿弥の姿以外のものは視界から消え失せてしまって、ただ真っ白な背景の中にすらりとした長身の彼女が穏おだやかな笑みをこちらに投げかけているのが目に映った。

　幻想のようなその風景のなか、彼女はさらにこちらへと足を進めると、そのほっそりとした白い手を俺の顔へ向けて静かに差し出した。その指先が頰ほおに触れる──

　その瞬しゆん間かん、俺の肩にグッ、と後ろへと引く力がかかった。その思わぬ感触に、飛び上がるように後ろを振り向くと、そこには超常現象研究部の部長、上かみ落おち合あいの姿があった。

「おい、大丈夫か。しっかりしろ」

　上落合のその声を聞いて、一気に我に返った。心臓がドクン、ドクンと力強く血を送っている。外側が白く染まって狭せばまっていた視野が開け、上落合の姿を中心として、境けい内だいに鬱うつ蒼そうと茂る鮮せん烈れつな緑が目に飛び込んできた。

　おそるおそる後ろを振り返って円阿弥のいた方を見ると──そこにはただ雑ぞう木き林ばやしが広がっているだけで、女生徒の姿などどこにも見えなかった。




「ここにいるんじゃないかと思って来てみたんだが……当たったな」上落合は言った。「祭りの時にこの神社で得た情報からすると、他に彼女が現れるとしたら、ここしかない。君が深みに嵌はまってしまう前に、止める必要があった。

　それにしても、まさか君が、調査している間に、いや、むしろ最初から取り込まれていたとは思わなかった。君の言動に違和感を覚えたこともあったのだが……もっと注意しておけばよかったな。超常現象研究部の部長として、面めん目ぼく次し第だいもない」

　彼女は淡々とそんな言葉を並べ、頭を下げた。こちらはまだ頭の整理がついておらず、その謝罪を受け止めることができない。

「そんな……まさか、あれは、幽ゆう霊れいだった、って言うんですか」

「そうとしか考えようがないだろう」

「ちょっと待ってください、そんなもの、存在するはずが……」

「超常現象研究部の私にそれを言うのか」

　信じられるはずがない。あれだけはっきりと目に映って、会話も交わしていたのだ。それに……

「どうして、俺だけなんですか。なぜ、俺にだけ彼女が……」

　そんな問いに、上かみ落おち合あいはしばらく考えたあとで応じた。

「これは推測にすぎないが……もしかしたら、君と仲良くなりたかったんじゃないか」彼女はそう言うと、わずかに口角を上げて薄く笑みを作り、続けた。「きっと君に、自分と似た匂いを感じたんだろう。難なん儀ぎな性格で恋人が作りにくい──そういうタイプ同士、仲良くなれると思ったんだ」

「……そんなのは、あなただって同じなんじゃないですか」

　ムッ、として俺が反論すると、上落合は、

「確かにそうだ。だが私は、女だからな」

　と言って、つまらなそうに笑った。




　俺と女児は上落合に礼を言ってから、神社を後にした。今では落ち着いてはいるものの、女児はまだ元気がなさそうにとぼとぼと歩いている。

　俺はどうしても聞きたかったことを、彼女に問うた。

「こんなこと、あり得るんですか……あなたは俺らを創った張本人なんですよね。なのに、あなたにも予想できなかったあんなことが……」

　女児はしばらく下を向いて黙って歩いていたが、やがてか細い声で返答した。

「結論から言うと、分からない、だ。そもそも怪談のたぐいは、私の生まれたところにも存在していた。どれだけ知識が増えて制御の利きく部分を増やしていったところで、本質的な限界というものがあるからな。ある、と言い切るのも、ない、と断じるのも、同様に不条理だ。

　もう一つの点として、確かに人類というものが私に似せて創ったものだとして……その創り方を知っているからといって、その全てを知っているとどうして言えるだろうね」

　うわ言のように紡つむがれたその言葉は、これまでの出来事の全てを宙ちゆう吊づりにしてしまった。




　　　　◯




　円えん阿な弥みをめぐったこの話は、新たな怪談となって広く口く伝でんされ、やがて七不思議の一角を占めるに至る。ミイラ取りがミイラになるような結末だが、物語を包ほう摂せつした新しい物語が作られるこの力学にしたがって、怪談は今後も自己増殖を続けていくのかもしれない。

　それ以降俺は彼女の姿を見ていない。領りよう家けには、

「『円阿弥』などというのは、心の片隅でモテたいという気持ちを捨てきれないお前の弱い精神が見せた幻想に過ぎない！　幽ゆう霊れいの女と戯たわむれてどうするんだ!!」

　と怒られてしまい、自己批判書を書かされた。

　次第に思い出すことも少なくなって、今では彼女の記憶も不確かになり、怯おびえていた女児もすっかり元の通りだ。

　だがそうして、ひとつの怪談が新しい怪談を産出する生物のようなダイナミズムの中で、確かに彼女は息づいて、今もあちら側から微笑ほほえみを投げかけてくるのだ。
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「それにしても……この夏は反恋愛的観点からして、非常に充実していたな。そうだろう、高砂たかさごよ」

「……部の活動としては確かに充実していたかもしれないな」

「なんだ、歯切れの悪い返事だな。我々はこの夏、ダラダラと遊び呆ほうけて脳細胞を死し滅めつさせているリア充どもを尻目に、多くのことを成なし遂とげてきたじゃないか！」

「そうだな。まず夏休みの初日から、合宿だったもんな」

「四十日間というと長いようにも思えるが、全世界同時反恋愛革命を目指す我々にとっては、どれだけ時間があっても足りない。一日でも無駄にするわけにはいかないのだ」

「……まぁ、いろいろと充実した合宿だった」

「うむ、我々は思想を再確認すると共に、拠点から遠く離れた場所での演説を行い、我々の手法が遍あまねく世界に通用することを確認した。また、恋愛至上主義の横暴に悩む同どう胞ほうに手を差し伸べ救うことによって、反恋愛の芽を彼の地に植え付けることに成功した」

「文ふみのことだな。そういえばあれからも、うまくやっていけているみたいだぞ。この前メールが来た」

「…………待て高砂、お前、文と連絡先を交換していたのか？」

「ああ、一応、領りよう家けの任命した通り俺が恋人役となっているからな。いろいろと辻つじ褄つまをあわせるためにも、連絡を取り合うことが必要だろう」

「……そういうことは、議長の私を介して行うべきだろう。以降、文ふみから連絡が来たら、私にも伝えるように」

「なんでだよ、面倒くさいだろ」

「どこが面倒くさいのだ！　……お前は組織というものが分かっていないのだ、すべては私の責任の下で行われなくてはならない」

「……分かったよ。あ、そういえば、祭りの会場でも演説をやったんだよな」

「お前、話を逸そらそうとしていないか……？　まあ、そうだな。恋愛至上主義者らの集まるあの夏祭りの会場での演説は、この夏の活動の白はく眉びだったと言えるだろう」

「それに関連して、超常現象研究部の手助けも……いや、この話はやめよう」

「……うむ。まぁいろいろとあったが、その間にも、我々は着々と来学期の運動へと向けて準備を進めることができた」

「おかげで休みがほとんど無かったけどな」

「休暇など、恋愛至上主義を打倒したあとで、好きなだけ取ればいいのだ。来学期には恋愛至上主義の極みとも言うべき、文化祭が開催される。そこには他校の学生はもちろんのこと、一般人も多くつめかける。我々は文化祭そのものを中止させてしまうのではなく、むしろそれを乗っ取ることで、リア充の心を無む慈じ悲ひにへし折り、そして我々の反恋愛思想を、広く学外まで知らしめるのだ!!」

「ああ、頑張っていかなくてはならないな。文化祭に向けて、他のメンバーの士気も高まっている」

「うむ。残りわずかとなった夏休みも、気を引き締めて作業に当たり、必ずや我々の悲願、恋愛至上主義の打倒を、まずは我々の学園で達成していこうではないか！

　そして今回……この作戦は、その次を見据えた偵てい察さつ行動なのだ！」

「おお、これ、そんな位置づけだったのか……」

「……私がただ思いつきで、こんな提案をするはずないだろ」

「それもそうだな。ところで領りよう家け」

　俺は彼女の姿を上から下までじっくりと眺める。領家は訝いぶかしむような目線をこちらに投げかけた。

「なんだ、じろじろと見て」

「……いや、なんで浴衣ゆかたなのかな、って」




　　　　◯




　話は数時間前に遡さかのぼる。

　いろいろと不可解なままで終わった怪談の件は、反恋愛主義青年同盟部内ではタブーとなり、その後誰も口に出す者はいなかった。

　事件以降の最初の日々はぎこちなかった部だが、夏休みも本当の終しゆう盤ばんに差しかかるとそれどころではなく忙しくなって、誰もがいつも通り、いやそれ以上の働きで、反恋愛運動の準備に取り組んでいた。

　そんななか訪れたある日曜日、俺は束つかの間まの休日を例によってだらだらと過ごしていた。おそらくこんな暇な一時というのはこの夏最後だろうと思って、暇を潰つぶすこともせず、ただ黙々と部屋でぼんやりしていた。四十日間あるはずだったぐだぐだを濃縮して味わうためには、これしか方法がなかったのだ。

　こうして俺が廃人同様の様子で「最高の夏」を味わっていると……机に置いていた携帯が、ガタガタと音をたてはじめた。

　ああ、どうしてこうなのだろうか。携帯電話は確かに便利で、人と人との間を縮めてくれた。だがそれによって、我々は必要不可欠だったはずの間合いを失い、大切だった暇な時間というものを簒さん奪だつされてしまったのではなかろうか。便利な道具によって幸福度を高めるどころか、より一層地獄への階段を下っていっているに違いない。

　俺はそんな薄っぺらい文明批判を脳内で繰り広げながら、携帯の画面を見る。

　──領りよう家けからの着信だった。コホン、とひとつ咳せき払ばらいをしてから、俺はそれに応じる。

「もしもし」

　俺が言うと、すぐに領家の声が返ってきた。

『た、高砂たかさごか？　すまないな、せっかくの休みに』

「いや、俺もちょうど、暇だったから」

　別に噓うそは言っていない。俺は自分にそんな言い訳をした。

『そうか、良かった』電話口の領家のその声は、どことなく嬉うれしそうに聞こえた。『恋愛至上主義に対し常に監かん視しの目を光らせている高砂なら知っているだろうが、今日は……』

「花火大会、だろ」

　先回りして俺が言うと、領家は『うむ』と肯こう定ていした。

『そう、今日は花火大会が開催される予定だ。規模はこの前の祭りの帰りに見たものに比べて、段違いに大きい。恋愛至上主義者らはこぞって会場付近に参ずることだろう』

「ああ、考えただけでも身の毛もよだつ。この間お前が論じていたとおり、花火というのはもしかしたら最悪のリア充行事かもしれない。今夜はカップルが、人混みのせいで逸はぐれたり、あまりの混雑ゆえに険悪になったりすることを祈念しながら過ごすことにしよう」

『…………』

　俺の言葉の後でしばらく間があって、それから意を決したように領家が話しはじめた。

『しかし、そのような消極的な態度で良いのだろうか？』

「……というと？」

　聞き返すと、領りよう家けは反恋愛を主導する崇すう高こうな立場から論を展開した。

『この前も議論したとおり、花火大会というのはいわば恋愛至上主義者らのサバト、我々は必ずやこの祭典を中止させねばならぬ。とはいうものの、現実的に考えて、今の我々の力量ではこの大規模な行事を粉ふん砕さいすることは不可能だ。……だが、だからといってただ傍ぼう観かんしているのは、我々の積極的反恋愛の姿勢に背いてしまう。

　そこで、高砂たかさごよ、私は考えたのだ。この花火大会をただ地じ団だん駄だ踏ふんで見ているのではなく、むしろ実地に赴おもむき、そこで恋愛至上主義者らの動向を見極め、国家権力の誘導や警備をつぶさに観察し、以もつて今後の花火中止闘争へ資しするべきなのではないか？』

「……なるほど、それは一理ある」

『そこで私は花火大会へ行くことにしたのだが……お前も、その……来るか？』

　急に弱々しい口調で紡つむがれたその問いに、俺はノータイムで回答した。

「勿もち論ろんだ、お前の言う通り、俺の姿勢は反恋愛を推進していく者として弱すぎた。ありがとう、領家のお陰で目が醒さめた」

『うむ。それで……集合は……』

　そんなやり取りを経へて、俺らはリア充ひしめく花火大会へと乗り込むことになった。




　指定された集合場所へ向かうと、既に領家はそこにいた。浴衣ゆかた姿だった。

　俺はそのことに触れられないまま、領家との長い長い会話に突入してしまい……やっと得たタイミングで、問うたのだった。

「……いや、なんで浴衣なのかな、って」

　俺のその、聞きたくてたまらなかった問いに、領家は淡々と答えた。

「当然だろう。花火大会には多くのリア充が浴衣で詰つめかける。その中に紛れるためには、浴衣の着用が望ましいに決まっている」

「また前みたいに、足を痛めたりしないだろうな」

「無論、対策は講じてきた。同じ過あやまちを二度繰り返す私ではない。それにもしまた痛くなっても……お前と一緒にいれば、大丈夫だろ」

　領家は最後の部分を早口で言った。彼女を背負って家まで連れて行ったあの夜の、背中にあった重みと感触、甘やかな匂い、それから首筋を撫なでた髪の房ふさの柔らかさを思い出し、心臓がドクン、と跳ねた。

「お、おう。古参メンバーとして議長を支えるのは、当然の責務だからな」

　動揺を隠すように俺が言うと、領家は手で口くち許もとを隠して、クスリと笑った。

　待ち合わせ場所から離れて会場となる川へと近づくと、進むたびに混雑は酷ひどくなっていった。

「確か前にも、こんなことがあったよな」

　俺が言うと、領りよう家けは頷うなずいて応こたえた。

「初はつ詣もうでのときのことを言っているのだろう。あれも殺人的な混雑だった。……思い出してみると、あの時が私とお前とで連れ立って出かけた、最初だったのだな」

　昔を懐なつかしむような調子で、領家が言った。恋愛至上主義者のカップルならばここで、付き合い始めたばかりの頃の初うい々ういしい気持ちを思い出し、嬉うれしくなったり恥ずかしくなったりしながら、またこれから更に育んでいく愛に思いを馳はせたりするのだろう。しかし俺らは恋人同士ではない。むしろそのカップルを批判する、反恋愛の戦士である。我々はここで恋愛至上主義への怒りに燃えて立ち上がった初心を思い出し、そしてさらなる運動の発展へと向けて闘とう志しを高めているのだ。

「そうだったな。あの時に比べて、我々も随ずい分ぶん成長した」

　俺が言うと、領家は首しゆ肯こうして続けた。

「あの時は……今回とは逆に、お前が誘ってくれたんだよな。あの時の文面、力が入っていた……未いまだに思い返すと、笑ってしまう」

　そう言うと彼女は、声をひそめて笑った。なんだか急に恥ずかしくなって、顔が熱くなる。

　花火の開始予定時刻が近づくにつれて、混雑はさらに酷ひどくなっていった。こんな様子ではおちおち観賞してもいられないだろう。花火を観に来たのか、人混みに揉もまれにきたのか分からない──リア充というものはつくづく倒とう錯さくした生き物に思う。

　と、領家が俺の手を引いてこう言った。

「いい場所を知っているんだ……まだ有効かどうかは、分からないけど」

　彼女に誘導されるままに従っていくと……そこは朽くちかけた雑居ビルの、外階段だった。常連がいくらかいるみたいで、踊り場を通るごとに彼らと軽く会え釈しやくしあいながら、俺と領家は階段を上っていった。

　空あいている踊り場を見つけ、時計代わりのスマホを取り出す。

　時間だ。




　ドンッ、と空気が震ふるえる地じ響ひびきのような音とともに、ぱっ、と空の一いち隅ぐうが明るくなった。

　花火だ。

　あれだけ恋愛至上主義の現れだとか批判していたのにもかかわらず、彼女は脇目もふらずに花火が上がるのを見つめていた。

　俺はその横顔を眺める。皮ひ膚ふを震わせるような轟ごう音おんのあとで、色とりどりの光が空を彩る。そのたびに領家のその顔が、光に照って、また花が散るとともにすぐに暗くなって、そんな風に明めい滅めつした。

　薄暗くてぼんやりとした、そのはかない照明は、彼女の顔の滑なめらかな凹おう凸とつをいつも以上にはっきりと伝えてくるようだった。長いまつげ、それに縁ふち取どられた大きな目。黒々とした瞳ひとみは、青黒い夜空に咲いては散る火花を鏡映した。息を吸って、吐く、それにつられてわずかに、その形の良い鼻が動く。その下には、赤い赤い唇が、わずかに上下に隙すき間まを空あけて、口こう腔こうを覗のぞかせていた。頭の横でひとつにまとめられた髪が、時折の微風に煽あおられてわずかに動く。彼女のしなやかな腕が動いて、細い指がその髪をもとの位置へと戻した。その綺き麗れいな耳が、また見えるようになる。

　すらっと伸びた長い首は、浴衣ゆかたの襟えり元もとへと吸い込まれる。髪の襟足、うなじ。匂い立つようだった。

　上げた腕をもとに戻すに従って、浴衣の袖そでがはらはらと楽しげに揺らめいた。腕を下ろしきっても、それはしばらく活動の余よ韻いんを残して名残なごり惜おしげに振れる。

　元々はくすんだ紅べに色いろの浴衣は、空が炎色反応で色とりどりに染まるのにつれて、千変万化して見えた。ある時は燃えるように赤く、あるときは静かに青みがかった柔らかさを見せて、饒じよう舌ぜつにまくしたて、そして黙りこむのだ。その節操のない移り変わりは、彼女自身を見るようで──たまらなく、愛いとおしかった。

「昔──」

　領りよう家けはしずかに、顔を花火の方へ向けたままで、そう切り出した。

「ここで、花火を見た記憶がある。覚えているなかでも、一番古い記憶かもしれない。父と、そして母と。私は二人の間にいて、両方と手を握っていた。あの時に見た火花の煌きらめきが、いまも頭の片隅で、ちらちらと、くすぶっているような気がする。あの頃の記憶が蘇よみがえるから──本当は、花火はあまり好きじゃないんだ」

　自分のことをあまり語りたがらない領家だから、その告白は少し意外だった。彼女は続ける。

「花火を見ると、夏の終わりという感じがする。楽しくて、学校から離れて過ごせた、長い夏休みが終わるんだ。蟬せみだって、この夏に出てきた奴やつは死に絶えてしまって、じきに鳴かなくなるだろう。それと一緒にな、大切だった人との関係も、ぷっつりと、途絶えてしまうような気分になるんだ」

　領家はそう言い終わった後で、自じ嘲ちよう気ぎ味みに短く笑った。

　俺はその言葉に、どうやって応じて良いのか分からなかった。そもそも、何か応じるべき言葉があるとも思えなかった。

　だから俺は何も言わず、ただじっと領家の横顔を見て、袖の先から出たその色白で繊せん細さいな手を、そっと握った。

「高砂たかさご……」

　いつものようにたじろぐこともなく、領家は反射のようにそうつぶやいて、顔をこちらヘと向けた。

　その瞬しゆん間かん、空にひときわ大きい花火が上がった。周囲がそれに反応して、わぁっ、と歓かん声せいを上げる。そんな喧けん騒そうの中にいて、俺と領家、二人だけがそこから切り離されたように、静かに見つめ合っていた。

　高く舞まい上がった花火が、しばらくの滞空のあとで、搔かき消えていく、その移り変わりにそって、領りよう家けの顔の側面を照らす光の強さも移ろっていった。

　彼女は俺の手を柔らかく握り返すと、大きくひとつまばたきをしてから、また口を開いた。

「いつかは、お前のこの握る手も──この熱も、なくなってしまうんだろうな」

　はかなげに紡つむがれるその領家の言葉に、安易な否定を返すことは簡単だったろう。「いつだって側そばにいる」だとか、「死ぬまでお前を離さない」だとか、そういう言葉を吐くのは簡単だ。しかしそんな空くう虚きよな慰なぐさめが、彼女に──俺たちにとって、どれだけの意味があるだろうか。

　俺らは不安定な生き物だ。たまには耳触りのいい言葉や、互いの温もりに耽たん溺できしたくもなる。

　だが、それだけを求めて生きているのではない。きっと、それだけではないはずなのだ。

　俺らはその可能性に、どうしても賭かけてみたいのだ。

「そうだ。その通りだ。いつか領家の前から俺はいなくなり、俺の前から領家はいなくなるだろう。それは言うまでもなく、分かりきったことだ」

　そんな明け透けな俺の物言いに、領家の顔がきゅっ、と強こわ張ばった。しかし尚も、俺は続ける。

「お前の母親が離れていった時と同じように、あるいはもっと、酷ひどい別れになるのかもしれない」

　領家のまぶたが、わずかに狭められる。その瞳ひとみの内ない奥おうにほの暗く、鈍くて重い痛みが見えるようだった。

「そう……だよな。高砂たかさご、お前の言うとおりだ」

　彼女は途切れ途切れの言葉で、やっとのことでそう返答した。俺の手を握っていた力が弱められ、するりと彼女の手が滑すべり抜けようとする。

　俺はその手を、改めて捉とらえて、強く握り直した。

「高、砂……？」

　その泣きそうな声に、頭が揺すぶられる。目に溜たまっていまにも零こぼれ落ちそうになるその涙が、俺の言葉を駆り立てる。

「でもな、そんな風にして負った傷、っていうのが……俺らを、強くしてくれるんじゃないのか」考えがまとまらないまま、言葉だけが疾しつ駆くしていく。「俺はお前に、傷をつけたい。一生消えない傷を。この先どんな奴やつが領家の前に現れようとも、決してそれを拭ぬぐい去ることなんかできない、そんな傷を刻みこみたいんだ。

　そして俺はお前に、それと全く同じように、傷をつけてほしいんだ。どれだけ忘れたくても忘れ得ない、癒いやそうとも癒しきれない、そんな傷を。こっぴどく、滅め茶ちや苦く茶ちやに、再起不能なくらいに──そんな傷を、つけてくれよ。

　虚きよ飾しよくを捨て去ろう。ぬるい思いやりなんていらない。お世辞なんてなんの役にも立たない。下らない馴なれ合いなんて、真まっ平ぴらなんだよ。

　そんな風に俺らは互いを傷つけて、傷つけて、傷つけて、そんな風にして──お前と一緒に……探していきたい」

　何を？　領りよう家けは問わない。

　返事の代わりに彼女は、緩ゆるめていた手を、さっきよりもずっと強く、握り返した。

　ドンッ、とまた心臓が揺さぶられるような音が鳴った。甲高い風切り音のあとで、辺り一面が明るくなるほどに、火花の群れが夜空を切り裂いた。

　それと同時に、領家の頰ほおを涙るい滴てきが流れていった。

　その雫しずくは、散り散りと空に舞まう色彩をその一いつ顆かに吸い集めて、きらきらと光っていた。


（了）









　　　あとがき




　はじめに言っておくと、五巻も（たぶん）出ます！　夏頃にはお届けできるように頑張っていきます。もうしばらく反恋愛主義青年同盟部の面々にお付き合い頂けると幸いです。




　さて、四巻です。

　待望の水着回です。浴衣ゆかたもあります。イラストだけでもお値段以上の価値に違いありません。既刊をまだお持ちでない方は、ぜひこの機会に購入を検討してもらえるとよいかと思います。なんなら一巻と四巻だけ買って間を想像で補完するという読み方も良いでしょう。

　もっと言えば四巻だけ読むということも十分可能です。最低限の説明はこの巻の中に入っています。むしろ想像が広がって良いかもしれません。四巻だけ読んで自分で一巻を書いてみる、という遊びは、小説家志望の方には非常に良いトレーニングになることでしょう。

　さらにはイラスト集としてのみ使うという贅ぜい沢たくな利用法もアリです。口絵・挿さし絵えがあるというのはライトノベルが持つ、一般の小説に対する最大の強みのひとつです。その中でイラストだけ拾って眺める、という、獺だつ祭さいの大だい吟ぎん醸じよう・磨みがき二割三分みたいな非常に贅沢な行為を、ぜひ一度経験してみてください。新しい世界が開けてくるはずです！




　こんなことを一巻のあとがきでも書いた記憶がありますが、思い起こすともうそれから一年も経たっています。新人賞を獲とってデビューしたら執しつ筆ぴつ生活も大きく変わるのかと思いきや、全然そんなことはありません。当然ですが、基本的にはひとり孤こ独どくに、机に向かって文章を書き連つらねていくだけです。華やかな感じはありませんが、こういうのが私には性しように合っているという気がします。今後もいままでと同じように、淡々と執筆していけたらいいな、と思っております。




　謝辞です。

　まずはイラストの憂ゆう姫きはぐれさん。この巻は特に水着や浴衣など、ビジュアル面で訴えかけるところが多かったので、その力に頼りまくった感じがあります。本当にありがとうございました。

　本巻の執筆時期は個人的に忙しく、原稿が上がるのが非常に遅れてしまいました。編集をはじめとして、この本の出版に携たずさわった全ての方に、心より感謝しております。

　そして何よりも、ここまで応援してくださった読者の皆様に、厚く御礼申し上げます。

　また五巻でお会いできるのを楽しみにしております！


椎しい田だ十じゆう三ぞう
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椎しい田だ十じゆう三ぞう

この巻の執筆時期は本業の忙しい期間と一致してしまい、これまでの人生で一、二を争うほどに大変だった。その結果として、体重が三ヶ月間で10％も増加してしまった。全てが終わったら遊ぶぞ！　と思っていたが、まずは減量をしなくては……。

[image: ]




イラスト／憂ゆう姫きはぐれ

悲しいかな、海の家のカレーやラーメンを美味しいと感じてしまう側の人間です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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